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日
本
民
法
典
の
起
草
方
針
を
具
体
的
に
示
し
た
「
法
典
調
査
ノ
方
針
」
は
、
総
則
・
物
権
・
人
権
・
親
族
・
相
続
の
五
編
か
ら
な
る
パ

ン
デ
ク
テ
ン
体
系
を
採
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
（
一
一
条
）
、
そ
の
三
条
に
お
い
て
「
民
法
總
則
二
於
テ
ハ
私
權
ノ
主
格
目
的
得
喪

（
１
）
 

及
行
使
等
二
鯛
ス
ル
通
則
ヲ
褐
ク
」
、
と
定
め
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
は
民
法
典
全
体
に
対
す
る
総
則
編
の

適
臘
と
心
裡
留
保
（
こ
（
村
田
）

一
一
一

第
一
章
序
論

第
一
章
序
論

第
二
章
日
本
法

第
一
節
起
草
者
の
考
え
方

第
二
節
学
説

第
三
節
要
約
（
以
上
本
号
）

遺
贈
と
心
裡
留
保
二
）

ｌ
特
に
包
括
膳
を
中
心
と
し
て
Ｉ

第
三
章
ド
イ
ツ
法

第
一
節
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草
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方
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節
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説
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三
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四
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法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
一
一
一

通
則
性
を
一
別
提
と
し
て
い
た
、
と
一
応
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
学
説
は
総
則
編
の
通
則
性
を
必
ず
し
も
前
提
と
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
民
法
典
施
行
後
大
正
末
期
に
至
る
ま
で
総
則
編
の
通
則
性
は
学
説
上
ほ
と
ん
ど
自
明
の

（
２
）
 

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
大
正
末
期
に
お
い
て
、
「
民
法
總
則
編
は
軍
に
財
産
關
係
に
對
す
る
通
則
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
・
わ

（
３
）
 

う
か
」
、
と
い
う
問
題
提
起
が
広
浜
教
授
か
．
ｂ
出
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
総
則
編
の
通
則
性
い
か
ん
が
学
説
上
次
第
に
本
格
的
に

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
問
題
を
は
じ
め
て
体
系
的
に
論
じ
た
中
川
（
善
）
博
士
に
よ
れ
ば
、
民
法
は
財
貨

の
生
産
・
再
生
産
の
た
め
の
経
済
生
活
を
規
律
す
る
「
財
産
法
」
（
総
則
編
・
物
権
編
・
債
権
編
）
と
生
殖
・
哺
育
の
た
め
の
保
族
生
活

を
規
律
す
る
「
身
分
法
」
（
親
族
編
・
相
続
編
）
と
か
ら
構
成
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
総
則
編
は
「
財
産
法
」
の
通
則
と
し
て
位
置
付
け

（５）（４） 
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
結
果
、
「
身
分
法
」
に
対
す
る
総
則
編
の
適
用
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
学
説

は
、
家
・
戸
主
・
家
督
相
続
の
諸
制
度
を
そ
の
基
礎
に
置
く
旧
法
下
の
学
説
に
対
し
て
圧
倒
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
、
比
較
的
近
時

に
至
る
ま
で
通
説
的
地
位
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
新
法
下
に
お
い
て
、
右
の
学
説
は
山
中
、
川
島
、
沼
、
鈴
木
（
禄
）
教
授
等
に

よ
っ
て
次
第
に
批
判
を
受
け
る
よ
う
に
た
り
、
こ
れ
に
伴
い
総
則
編
の
通
則
性
は
部
分
的
に
せ
よ
全
面
的
に
せ
よ
次
第
に
再
び
肯
定
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
て
、
最
近
、
平
井
（
宜
）
教
授
は
、
こ
れ
ら
の
批
判
説
の
到
達
点
を
踏
ま
え
て
、
「
親
族
法
・
相
続
法

の
両
者
を
含
む
と
こ
ろ
の
『
身
分
法
」
の
概
念
は
、
少
な
く
と
も
解
釈
論
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
単
に
用
語
が
不
適
切
と
い
う
ば
か
り

で
な
く
、
法
技
術
的
意
味
を
有
し
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
不
要
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
…
…
親
族
編
・
相
続
編
に
特
別
の
規
定
が

な
い
か
ぎ
り
、
そ
し
て
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
親
族
法
・
相
続
法
上
の
個
々
の
法
律
問
題
の
性
質
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
、
総
則
編
の
規

定
が
一
般
的
に
適
用
な
い
し
類
推
適
用
さ
れ
る
」
（
省
略
は
引
用
者
）
、
と
述
べ
、
そ
の
上
で
、
「
か
つ
て
の
「
身
分
法
」
す
な
わ
ち
親
族

法
・
相
続
法
の
特
殊
性
は
、
解
釈
論
の
レ
ベ
ル
で
考
え
る
か
ぎ
り
紛
争
処
理
の
手
続
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
。
そ
の
特
殊
性
は
、
法
的
決
定
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モ
デ
ル
と
基
本
的
に
対
立
す
る
目
的
Ⅱ
手
段
決
定
モ
デ
ル
が
用
い
ら
れ
る
点
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
・
か
つ
て
の
『
財
産
法
」
対
「
身

分
法
」
の
図
式
は
『
法
的
決
定
モ
デ
ル
が
支
配
す
る
分
野
」
対
『
目
的
Ⅱ
手
段
決
定
モ
デ
ル
が
進
出
し
て
い
る
分
野
』
と
い
う
図
式
に
お

く
６
）

き
か
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
ま
で
主
張
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
学
説
は
、
民
法
典
制
定
後
こ
れ
ま
で
親

族
・
相
続
両
編
に
対
す
る
総
則
編
の
通
則
性
を
一
貫
し
て
肯
定
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
今
日
で
は
再
び
、
総
則
編
の
通

則
性
を
多
か
れ
少
な
か
れ
肯
定
す
る
方
向
に
あ
り
、
か
か
る
方
向
に
立
脚
し
つ
つ
、
親
族
・
相
続
両
編
の
特
殊
性
を
何
か
見
出
し
う
る
の

か
、
見
出
し
う
る
と
す
る
な
ら
い
か
な
る
点
に
そ
れ
を
見
出
し
う
る
の
か
、
を
探
求
す
る
段
階
に
あ
る
、
と
い
い
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

か
く
て
、
日
本
法
下
の
今
日
の
学
説
の
到
達
点
が
右
の
よ
う
な
も
の
だ
と
す
る
と
、
総
則
編
の
通
則
性
に
関
す
る
右
の
問
題
は
よ
り
具

体
的
に
各
個
の
対
象
領
域
ご
と
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
、
こ
の
問
題
の
中
で
も
特
に
重
要
な
の
は
総
則
編
中
の
能

力
お
よ
び
意
思
表
示
に
関
す
る
規
定
と
親
族
・
相
続
両
編
と
の
関
係
い
か
ん
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
能
力
と
の
関
係
で
は
婚
姻
（
七
三
七

条
．
七
一
一
一
八
条
）
・
協
議
離
婚
（
七
六
四
条
）
・
養
子
縁
組
（
七
九
九
条
）
・
協
議
離
縁
（
八
一
一
一
条
）
の
ほ
か
過
言
（
九
六
一
’
九
六
一
一
一
条
）
に
つ

い
て
も
明
文
の
特
別
規
定
が
存
す
る
の
に
対
し
て
、
意
思
表
示
と
の
関
係
で
は
婚
姻
（
七
四
一
一
’
七
四
七
条
）
・
協
議
離
婚
（
七
六
四
条
）
・

養
子
縁
組
（
八
○
一
一
’
八
○
八
条
）
ｑ
協
議
離
縁
（
八
一
一
一
条
）
に
つ
い
て
明
文
の
特
別
規
定
が
存
す
る
だ
け
で
、
遺
言
に
つ
い
て
は
明
文
の

特
別
規
定
が
存
し
な
い
。
し
か
も
、
遺
言
と
総
則
編
中
の
意
思
表
示
規
定
と
の
関
係
い
か
ん
に
つ
い
て
は
、
総
則
編
の
通
則
性
を
否
定
す

る
学
説
が
前
述
の
ご
と
く
長
い
間
通
説
的
地
位
を
占
め
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
影
響
さ
れ
て
、
学
説
は
こ
れ
を
未
だ
十
分
に
検
討
し
て

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
遺
言
と
総
則
編
中
の
意
思
表
示
規
定
と
の
関
係
い
か
ん
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
つ
つ
、
し
か
し
、
こ
の
問
題
が
広
範
で
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
す
べ
て
を
こ
こ
で
一
挙
に
検
討
す
る
余
裕
も
な
い
こ
と
か
ら
、
差
し
当

た
り
、
遺
言
と
心
裡
留
保
規
定
（
九
三
条
）
と
の
関
係
い
か
ん
、
す
な
わ
ち
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
を
有
効
と
す
べ
き
か
無
効
と
す
べ

遺
贈
と
心
裡
留
保
（
一
）
（
村
田
）

一
一
一
一
一
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法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
一
四

（
７
）
 

き
か
、
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
け
だ
し
、
こ
の
問
題
は
、
日
本
民
法
上
総
則
編
の
通
則
性
を
肯
定
す
る
か
否
か
に
よ
り
そ
の
結
論

を
異
に
し
う
る
の
み
な
ら
ず
、
総
則
編
の
全
面
的
な
非
通
則
性
を
否
定
す
る
今
日
の
学
説
上
で
も
結
論
の
一
致
を
見
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。
た
だ
し
、
遺
言
で
な
し
う
る
事
項
の
中
で
も
今
日
最
も
重
要
な
現
実
的
意
義
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
の
は
遺
贈
だ
か
ら
、
本
稿
は
、

心
裡
留
保
に
よ
り
な
さ
れ
た
遺
贈
の
法
的
効
力
（
拘
束
力
）
い
か
ん
、
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
の
法
的
効
力
が
問
題
と
な
る
こ
と
は
実
際
上
殆
ど
稀
で
あ
ろ
う
か
ら
、
本
稿
の
問
題
を
採
り
上
げ
る
意

義
な
い
し
実
益
が
殆
ど
存
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
の
指
摘
は
予
め
十
分
に
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
確
か
に
こ
の
問
題

が
生
ず
る
こ
と
は
殆
ど
稀
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
全
く
生
じ
な
い
と
は
決
し
て
断
言
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
迫

（
８
）
 

言
に
関
す
る
法
的
諸
問
題
が
裁
判
所
の
実
務
上
次
第
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
遺
言
の
解
釈
問
題
や
過
言
と
総
則
編
中
の
意
思
表
一
不

規
定
と
の
関
係
い
か
ん
等
々
に
つ
い
て
の
問
題
が
今
後
一
層
そ
の
重
要
性
を
増
大
す
る
こ
と
は
十
分
に
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
こ

れ
ら
の
問
題
と
の
関
連
で
も
上
述
の
問
題
を
採
り
上
げ
る
こ
と
の
意
義
は
増
大
し
こ
そ
す
れ
減
少
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
、
と
思
わ
れ
る
。

更
に
ま
た
、
日
本
の
学
説
は
、
一
方
で
は
、
前
述
の
ご
と
く
総
則
編
の
通
則
性
を
そ
れ
な
り
に
前
提
し
た
上
で
親
族
・
相
続
両
編
の
特
殊

性
を
改
め
て
探
求
す
る
時
期
に
入
っ
て
い
る
の
だ
が
、
他
方
で
は
、
北
川
教
授
の
主
張
の
ご
と
く
「
日
本
が
受
け
入
れ
た
パ
ン
デ
ク
テ
ン

（
９
）
 

体
系
を
骨
子
と
す
る
近
代
的
な
民
法
体
系
論
の
見
直
し
」
を
な
す
時
期
に
入
っ
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し

て
、
本
稿
に
お
い
て
法
律
行
為
と
し
て
の
遺
言
の
特
殊
性
を
一
応
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
は
こ
れ
ら
の
作
業
を
進
め
る
に
際
し
て
も
相

応
の
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
「
心
裡
留
保
に
つ
い
て
は
わ
が
国
で
は
特
に
研
究
さ
れ
た
も
の
が

（
⑩
）
 

な
く
、
法
律
行
為
乃
至
意
思
表
一
不
解
釈
上
の
盲
点
と
な
っ
て
い
る
」
、
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
願
題
す
る
と
き
、
本
稿

の
問
題
意
識
は
心
裡
留
保
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
究
を
通
し
て
法
律
行
為
論
な
い
し
意
思
表
示
論
の
全
体
を
深
化
す
る
に
も
役
立
つ
も

Hosei University Repository



と
こ
ろ
で
、
日
本
民
法
典
の
起
草
に
際
し
て
そ
の
体
系
を
決
定
づ
け
た
の
み
な
ら
ず
総
則
編
中
の
意
思
表
示
規
定
の
起
草
に
際
し
て
特

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
ド
イ
ツ
民
法
典
（
国
員
の
『
一
一
・
一
一
句
い
○
！
［
凶
ず
こ
・
一
］
ご
・
】
ｇ
③
。
以
下
、
一
般
の
慣
例
に
従
い
Ｂ
Ｃ
Ｂ
と
略
称
す
る
）
に
お
い

て
、
そ
の
起
草
者
は
パ
ン
デ
ク
テ
ン
体
系
の
論
理
的
帰
結
を
貫
徹
す
べ
く
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
の
効
力
い
か
ん
の
問
題
を
大
い
に
議
論

し
、
そ
う
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
後
の
学
説
も
ま
た
日
本
民
法
上
の
学
説
に
お
け
る
以
上
に
こ
れ
に
つ
い
て
の
立
ち
入
っ
た
議
論
を
展
開
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
の
考
え
方
お
よ
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
後
の
学
説
（
第
二
次
世
界
大
戦

後
は
西
ド
イ
ツ
の
学
説
の
み
）
を
参
考
と
す
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
生
ず
る
問
題
点
と
し
て
、
日
独
両
民
法
に
お
い
て
次

の
よ
う
な
制
度
上
の
差
異
が
あ
る
こ
と
に
予
め
十
分
に
留
意
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、

凹
ま
ず
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
日
本
民
法
典
上
の
心
裡
留
保
規
定
（
九
三
条
）
に
相
当
す
る
規
定
と
し
て
、
狭
義
の
「
心
裡
留
保
」
ご
旨
の
昌
凹
一
‐

『
§
：
二
・
轡
。
１
・
儒
圖
冒
愈
『
ぐ
・
『
す
の
冨
一
｛
属
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
、
非
真
意
表
示
ご
Ｚ
－
．
ヶ
［
：
“
（
｜
】
…
因
『
六
一
叫
『
目
晦
：
（
日
本
で
は

「
譜
諺
表
示
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
）
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
八
条
お
よ
び
後
者
の
み
に
関
す
・
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
一
一
一
条
を
定
め
、
日
本

（
川
）

民
法
と
は
立
法
上
の
建
前
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
け
る
狭
義
の
「
心
裡
留
保
」
お
よ
び
非
真
意
表
一
水
の
要
件
・
効

果
面
に
お
け
る
異
同
を
こ
こ
で
見
て
お
く
な
ら
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
要
件
面
に
つ
い
て
は
、
狭
義
の
「
心
裡
留

保
」
と
非
真
意
表
示
と
で
は
、
表
示
が
表
意
者
に
よ
っ
て
真
に
意
図
さ
れ
て
い
な
い
、
と
の
点
で
は
共
通
す
る
が
、
後
者
に
お
い
て
は
、

表
意
者
は
「
真
意
の
欠
映
が
知
ら
れ
る
こ
と
を
予
期
し
て
」
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
条
）
い
る
の
だ
か
ら
、
表
意
者
か
ら
す
る
と
留
保
が
必
ず
し

も
内
心
に
秘
め
ら
れ
て
い
ず
、
し
た
が
っ
て
、
表
意
者
に
欺
囲
の
意
図
は
存
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
前
者
に
お
い
て
は
、
右
の
真

意
の
欠
映
が
知
ら
れ
る
こ
と
の
予
期
が
表
意
者
に
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
結
局
、
表
意
者
は
多
か
れ
少
な
か
れ
欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
て
い

適
臘
と
心
裡
留
保
（
一
）
（
村
田
）

’
’
五

の
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
一
一
ハ

る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
上
、
悪
質
な
冗
談
・
マ
ヶ
ゥ
儲
『
の
：
の
『
劇
冨
は
狭
義
の
「
心
裡
留
保
」
規
定
（
Ｂ
Ｃ
Ｂ
一
一
六
条
）
の
適

（
脳
）

用
を
受
け
る
の
に
対
し
て
、
軽
い
冗
談
ご
晒
昌
の
『
ｍ
・
壷
の
『
凶
・
・
は
非
真
意
表
示
規
定
（
Ｂ
Ｃ
Ｂ
一
一
八
条
）
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
次

に
、
効
果
面
を
見
る
と
、
ま
ず
、
狭
義
の
「
心
裡
留
保
」
は
原
則
と
し
て
有
効
で
あ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
六
条
一
文
）
。
し
か
し
、
受
領
を
要

（
四
）

す
る
意
思
表
示
葛
の
曰
一
）
｛
：
鴨
す
の
ニ
ョ
ニ
鴇
夛
「
一
一
一
の
二
ｍ
の
『
六
一
畔
『
二
コ
脆
の
。
屡
（
日
本
で
は
「
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
）
に
お
い
て
、
表
示
受
領
者
（
相
手
方
）
が
右
の
留
保
を
知
っ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
当
該
の
表
示
は
無
効
ご
コ
ー
・
言
媚
屡
と
な
る
の
で

、
、
、
、
、
、

あ
っ
て
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
一
六
条
一
一
文
）
、
日
本
民
法
九
一
一
一
条
但
書
に
お
け
る
と
異
な
り
、
表
示
受
領
者
〈
相
手
方
）
が
留
保
を
知
り
う
べ
か
り

し
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
無
効
を
惹
起
し
な
い
、
と
い
う
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
他
方
、
非
真
意
表
示
の
効
果
は
常
に
無

効
も
】
ｎ
百
ｍ
Ｅ
で
あ
る
く
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
八
条
）
。
そ
う
し
て
、
こ
の
無
効
は
、
表
意
者
の
過
失
の
有
無
９
程
度
や
表
示
受
領
者
（
相
手
方
）

お
よ
び
第
三
者
の
信
頼
の
い
か
ん
に
関
係
な
く
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
一
一
一
条
は
、
表
意
者
に
対
し
て
信
頼
利
益
の

賠
償
義
務
を
一
定
の
場
合
に
課
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
に
よ
れ
ば
、
非
真
意
表
示
を
な
し
た
表
怠
者
は
、
表
示
受
領
者
（
相
手

方
）
・
第
三
者
が
当
該
表
示
の
無
効
原
因
に
つ
い
て
善
意
・
無
過
失
で
あ
る
限
り
、
そ
の
表
示
受
領
者
（
相
手
方
）
・
第
一
一
一
者
に
対
し
て
信

頼
利
益
の
賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
狭
義
の
「
心
裡
留
保
」
と
非
真
意
表
示
と
を
要
件
・
効
果
の
両
面
に
お
い
て
異
な
ら
し
め
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
日
本
民
法
典
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
は
異
な
り
、
両
者
を
殊
更
に
区
別
せ
ず
全
く
同
一
の
も
の
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
要

件
・
効
果
の
両
面
を
そ
れ
ぞ
れ
異
に
す
る
．
い
わ
ば
本
来
的
な
狭
義
の
「
心
裡
留
保
」
と
単
な
る
非
真
意
表
示
と
を
日
本
民
法
の
下
で
も

明
確
に
区
別
し
て
論
ず
る
こ
と
は
適
切
か
つ
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
日
本
民
法
九
一
一
一
条
に
規
定
す
る

（
川
）

広
義
の
心
裡
留
保
を
狭
義
の
「
心
裡
留
保
」
と
非
真
意
表
一
不
と
に
分
け
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
以
下
で
は
、
狭
義
の
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「
心
裡
留
保
」
を
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
、
両
者
を
総
称
す
る
も
の
と
し
て
日
本
民
法
九
三
条
に
規
定
す
る
広
義
の
心
裡
留
保
を
「
心
裡

留
保
（
広
義
と
あ
る
い
は
単
に
心
裡
留
保
、
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

②
次
に
、
日
本
民
法
が
遺
贈
を
特
定
遺
贈
と
包
括
遺
贈
と
に
分
け
て
規
定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
百
本
民
法
九
六
四
条
）
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

は
、
日
本
民
法
上
の
特
定
遺
贈
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
「
遺
贈
」
ご
く
の
『
ョ
芹
ゴ
ョ
一
切
一
一
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
九
三
九
条
）
を
、
日
本
民
法
上
の
包
括

遺
贈
（
日
本
民
法
九
六
四
条
）
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
「
遺
言
に
よ
る
相
続
人
の
指
定
」
ご
両
『
ず
の
三
ｍ
の
：
。
、
旦
巨
『
・
プ
ヨ
の
、
冒
日
自
一
＆
（
Ｂ
Ｇ

〈
旧
）

Ｂ
一
九
三
七
条
．
二
○
八
七
条
以
下
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
規
定
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
は
日
本
民
法
上
の
特
定
遺
贈
に
相
当

す
る
「
遺
贈
」
に
つ
き
債
権
的
効
果
説
の
立
場
を
採
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
（
Ｂ
Ｃ
Ｂ
一
二
七
四
条
以
下
）
、
日
本
民
法
上
の
判
例
・
通
説

〈
肺
）

は
特
定
遺
贈
に
つ
き
物
権
的
効
果
説
の
立
場
を
採
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
を
参
照
し
つ
つ
日
本
民
法
上
の
特
定
遺
贈
に
つ

き
本
稿
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
と
き
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
日
・
独
両
法
上
の
差
異
が
問
題
の
解
決
を
複
雑
か
つ
困
難
に
す
る
で

あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
差
し
当
た
り
、
日
独
両
法
上
こ
の
点
に
つ
き
そ
の
法
的
効
果
の
点
で
基
本
的

（万）（川）
に
は
差
異
が
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
包
括
遺
贈
の
方
を
考
察
の
対
象
と
し
、
特
定
遺
贈
に
つ
い
て
は
別
に
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と

に
す
る
。
な
お
、
日
本
民
法
九
六
四
条
は
遺
贈
に
つ
い
て
包
括
迪
贈
と
特
定
遺
贈
の
区
別
を
認
め
る
の
み
で
両
者
の
違
い
を
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
両
者
の
差
異
を
ど
こ
に
見
出
す
の
か
に
つ
い
て
学
説
上
争
い
が
あ
り
、
ま
た
、
過
産
の
全
部
ま
た
は
割
合
的
一

部
に
関
す
る
遺
贈
を
通
説
の
ご
と
く
包
括
遺
贈
と
解
し
た
と
し
て
も
、
遺
言
に
よ
る
法
定
相
続
人
に
対
す
る
財
産
処
分
を
包
括
遺
贈
と
見

（
四
）

る
べ
き
か
道
一
一
一
一
口
に
よ
る
相
続
分
の
指
定
（
九
○
二
条
）
と
見
る
べ
き
か
に
つ
い
て
も
学
説
上
争
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
遺
産
の
全
部
ま
た

、
、

は
割
合
的
一
部
を
法
定
相
続
人
以
外
の
者
に
対
し
て
遺
言
に
よ
り
処
分
し
た
場
合
に
、
こ
れ
を
相
続
分
の
指
定
と
解
し
え
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
で
は
法
定
相
続
以
外
の
者
に
対
し
て
遺
産
の
全
部
ま
た
は
割
合
的
一
部
を
遺
贈
す
る
事
例
を
念
頭
に
置
い
て
議

過
繭
と
心
裡
留
保
（
こ
（
村
田
）

二
七
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法
学
志
林
第
刎

論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

以
下
、
ま
ず
、
日
本
法
一

以
下
、
ま
ず
、
日
本
法
の
状
況
を
概
観
す
る
（
第
一
一
章
）
。
も
っ
と
も
、
日
本
法
に
お
い
て
は
こ
れ
に
つ
い
て
の
判
例
は
見
当
た
ら
な

い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
の
考
え
方
お
よ
び
学
説
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
う
し
て
ま
た
、
日
本
民
法
典
の
起

草
者
お
よ
び
学
説
は
包
括
遺
贈
に
限
定
し
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
は
い
な
い
よ
う
だ
か
ら
、
こ
こ
で
も
遺
言
一
般
の
問
題
と
し
て
こ
の
問

題
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。
次
に
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
ド
イ
ツ
法
上
の
議
論
を
参
照
す
る
（
第
一
一
一
章
）
。
そ
の
際
、
ド
イ
ツ
法
に
お

い
て
も
こ
の
問
題
に
直
接
関
係
す
る
判
例
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
の
考
え
方
お
よ
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
後
の

学
説
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
う
し
て
最
後
に
、
結
論
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
（
第
四
章
）
。

（
１
）
福
島
正
夫
縞
・
明
治
民
法
の
制
定
と
穂
積
文
瞥
ｌ
「
法
典
調
査
倉
穂
積
陳
重
博
士
關
係
文
瞥
」
の
解
説
自
録
お
よ
び
資
料
ｌ
良
法
成
逝
過
程
研

究
会
・
一
九
五
六
年
［
昭
和
一
一
一
一
年
］
）
一
一
一
○
頁
。
星
野
通
・
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
，
一
九
四
三
年
［
昭
和
一
八
年
］
）
一
七
二
頁
に

も
所
収
。
な
お
、
現
行
日
本
民
法
典
の
編
別
方
法
に
対
す
る
起
草
者
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
有
地
亨
「
明
治
民
法
起
草
の
方
針
な
ど
に
関
す
る
若
干
の
資
料

と
そ
の
検
討
」
法
政
研
究
三
七
巻
一
’
二
合
併
号
九
五
頁
以
下
二
九
七
一
年
［
昭
和
四
六
年
］
）
参
照
。

（
２
）
こ
の
時
期
に
お
い
て
総
則
編
の
通
則
性
を
否
定
す
る
学
説
と
し
て
は
、
仁
井
田
益
太
郎
・
親
族
法
相
続
法
論
三
頁
’
四
頁
〈
一
○
版
〉
（
有
斐
閣
・
’
九

三
八
年
［
大
正
一
三
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
一
一
九
年
［
大
正
四
年
］
）
を
知
る
の
み
て
あ
る
．

（
３
）
広
浜
嘉
雄
「
我
が
民
法
総
則
編
の
通
則
性
」
法
学
鎗
鐙
一
二
巻
二
号
一
三
○
頁
（
一
九
三
八
年
［
大
正
一
三
年
］
Ｉ
同
・
私
法
学
序
説
［
改
造
社
・
一

九
一
一
六
年
〈
昭
和
元
年
〉
］
一
一
二
頁
）
。
ま
た
、
総
則
縞
の
通
則
性
を
否
定
す
べ
き
こ
と
を
一
周
詳
細
に
論
証
し
た
も
の
と
し
て
、
広
浜
嘉
雄
「
民
法
総
則
縄
考

ｌ
綴
『
我
が
民
法
総
則
編
の
麺
剛
性
」
ｌ
」
二
｝
（
二
・
亮
一
法
学
七
選
一
○
号
一
三
○
｜
頁
以
下
、
一
一
号
一
四
八
一
頁
以
下
（
’
九
三
八
年
［
昭
和

一
一
一
一
年
］
ｌ
同
日
本
的
私
法
制
度
論
考
［
日
本
評
論
社
・
一
九
三
九
年
〈
昭
和
一
四
年
〉
］
一
頁
以
下
〉
が
あ
る
。

（
４
）
「
身
分
法
」
概
念
お
よ
び
総
則
編
の
通
則
性
に
つ
い
て
の
中
川
（
善
）
博
士
の
立
場
を
紹
介
・
批
判
し
た
文
献
中
、
こ
こ
で
は
最
近
の
も
の
と
し
て
、
平

井
宜
雄
「
い
わ
ゆ
る
『
身
分
法
」
お
よ
び
『
身
分
行
為
』
の
概
念
に
関
す
る
一
考
察
」
加
藤
一
郎
・
水
本
浩
編
・
四
宮
和
夫
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
・
民
法
・

信
託
法
理
論
の
展
開
（
弘
文
堂
・
一
九
八
六
年
［
昭
和
六
一
年
］
）
一
一
五
一
一
一
頁
以
下
を
挙
げ
て
お
く
。

（
５
）
平
井
（
宜
）
・
前
掲
「
い
わ
ゆ
る
『
身
分
法
』
お
よ
び
『
身
分
行
為
」
の
概
念
に
関
す
る
一
考
察
」
二
六
八
頁
。

第
八
十
七
巻

第
四
号

一

八
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（
６
）
平
井
〈
宜
）
・
前
掲
・
「
い
わ
ゆ
る
「
身
分
法
」
お
よ
び
『
身
分
行
為
」
の
概
念
に
関
す
る
一
考
察
」
二
七
一
一
一
頁
。

（
７
）
な
お
、
「
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
」
と
い
う
場
合
、
教
室
設
例
と
し
て
作
成
さ
れ
た
過
言
や
舞
台
上
で
作
成
さ
れ
た
過
言
の
ご
と
き
も
の
を
も
こ
れ
に
含

め
て
考
え
る
べ
き
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
り
う
る
。
け
だ
し
、
か
か
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
意
思
表
示
と
し
て
の
表
示
価
値
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
に
基
づ
き
、
心
裡
留
保
を
理
由
と
す
る
有
効
・
無
効
の
問
題
を
考
え
る
前
に
そ
も
そ
も
お
よ
そ
意
思
表
示
と
し
て
不
存
在
・
不
成
立
と
解
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
、
と
の
疑
問
も
生
じ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
「
遺
言
」
と
し
て
の
表
示
価
値
な
し
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
真
意
（
Ⅱ
内
心
の
効

果
意
思
）
の
欠
峡
が
誰
か
ら
も
明
ら
か
だ
か
ら
と
い
う
に
す
ぎ
ず
（
そ
の
点
で
表
示
内
容
が
支
離
滅
裂
だ
と
か
適
一
寶
巨
と
し
て
の
方
式
を
そ
も
そ
も
具
備
し
て
い

な
い
と
い
う
場
合
と
は
異
な
る
）
、
表
示
に
対
応
す
る
真
意
が
欠
鱗
す
る
と
い
う
点
で
は
他
の
心
裡
留
保
ケ
ー
ス
と
殊
更
に
は
差
異
が
な
い
、
と
思
わ
れ
る

（
強
い
て
差
異
を
求
め
る
な
ら
、
か
か
る
「
通
言
」
に
お
い
て
は
真
意
Ⅱ
内
心
の
効
果
意
思
の
欠
峡
の
立
証
が
極
め
て
容
易
で
あ
る
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で

あ
ろ
う
）
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
ケ
ー
ス
を
も
視
野
の
中
に
入
れ
つ
つ
論
述
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

（
８
）
例
え
ば
、
東
京
地
方
裁
判
所
判
事
に
よ
る
最
近
の
も
の
と
し
て
、
谷
口
幸
博
「
人
耶
・
遺
産
関
係
駆
件
雑
感
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
四
○
号
二
九
八
九
年

［
平
成
元
年
］
）
八
八
’
八
九
頁
、
弁
護
士
に
よ
る
最
近
の
も
の
と
し
て
、
天
野
耕
一
「
ま
え
が
き
」
第
一
東
京
弁
誕
士
会
司
法
研
究
会
縞
・
過
言
執
行
の
法
律

と
実
務
雪
よ
う
せ
い
・
一
九
八
七
年
［
平
成
元
年
］
）
参
照
。
ま
た
、
野
田
愛
子
・
泉
久
雄
「
は
し
が
き
」
野
田
愛
子
・
泉
久
雄
賀
任
編
集
・
遺
産
分
割
・

遺
言
２
１
５
題
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
・
’
九
八
九
年
［
平
成
元
年
］
）
一
一
一
頁
は
、
「
近
年
際
立
っ
た
傾
向
と
し
て
自
筆
証
書
あ
る
い
は
公
正
証
書
に
よ
る
遺
言
書

作
成
の
事
例
が
増
加
し
、
欧
米
同
様
の
遺
言
慣
行
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
迫
一
一
畳
轡
の
効
力
や
遺
言
内
容
の
解
釈
及
び
遺
言
の
執
行
あ
る
い
は
、
遺

留
分
減
殺
請
求
そ
の
他
相
続
を
め
ぐ
る
紛
争
は
、
様
々
な
問
題
を
提
起
し
、
相
続
問
題
処
理
の
実
務
に
お
い
て
、
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
に
至
っ
て
い
る
」
、

と
指
摘
し
た
上
で
、
「
遺
言
慣
行
の
広
ま
り
つ
つ
あ
る
社
会
的
背
景
と
し
て
は
、
地
価
の
高
腿
、
共
同
相
続
の
定
着
及
び
高
齢
化
社
会
の
現
象
が
あ
ろ
う
。
新

民
法
施
行
当
時
共
同
相
続
を
経
験
し
た
世
代
が
、
思
い
も
懸
け
ず
高
騰
し
た
自
己
の
財
産
の
相
続
を
め
ぐ
り
、
相
続
人
ら
が
争
う
の
を
避
け
た
い
と
い
う
心
倒
、

こ
れ
に
老
後
の
扶
養
問
題
を
か
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
問
題
の
一
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
一
層
増
加
が
予
測
さ
れ
る
」
、
と
述
べ

て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
遺
言
制
度
の
現
状
を
報
告
し
た
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
架
・
遺
言
・
家
族
に
と
っ
て
財
産
と
は
何
か

（
日
本
放
送
出
版
協
会
・
一
九
八
七
年
［
昭
和
六
一
一
年
］
）
が
あ
る
。
。

（
９
）
北
川
善
太
郎
・
民
法
の
理
論
と
体
系
〈
二
刷
〉
〈
｜
粒
社
・
’
九
八
八
年
［
昭
和
六
三
年
］
ｌ
｜
別
は
一
九
八
七
年
［
昭
和
六
二
年
］
一
五
頁
．

（
、
）
遠
田
新
一
「
契
約
解
釈
の
一
一
元
性
ｌ
表
見
代
理
及
び
虚
偽
表
示
等
に
お
け
る
相
手
方
保
護
要
件
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
遠
露
浩
・
林
良
平
・
水
本
浩
監

修
・
現
代
契
約
法
大
系
・
第
２
巻
現
代
契
約
の
法
理
②
〈
有
斐
閣
・
’
九
八
四
年
［
昭
和
五
九
年
］
）
一
一
一
六
頁
・
同
・
代
理
法
理
論
の
研
究
（
有
斐
閣
・
’
九

八
四
年
［
昭
和
五
九
年
］
）
一
一
一
一
一
五
頁
も
同
旨
。

遮
胸
と
心
裡
留
保
（
二
（
村
田
）

一

九
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法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
二
○

（
Ⅱ
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
、
’
一
八
条
、
一
二
二
条
の
原
文
お
よ
び
日
本
語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
日
本
語
訳
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
司
法

法
制
課
法
務
資
料
第
四
四
五
号
・
ド
イ
ツ
民
法
典
ｌ
総
則
’
二
九
八
五
年
［
昭
和
六
○
年
］
）
に
よ
る
）
．

③】５．．両冒の三二８円『云一壁『：晩冨己一・旨」夙冨一ケ二一・一三Ｆ：一一⑪旨可この「両『云一睦『３」の－．ｍ天の守の】ョご◎『ず①恵一（・垈罵厩『天一壁『房。胃三目：一一：。
．□一の固『云一畦『二．天ごヨロー】二ｍ・二目ごめ一ｍの－．＄三四三」の『⑥■ぬの、のコニテの『四冨臣、句ケ３－の【戸ヨユニ》⑩⑪臼旦のロくｃ『一馬一】劃一一天の三三・晨

坤】】⑪》ご同言の三・一二の『二ｍ二一：淀の目③一旦の三一一一の邑吻の『六一蝕『こつ浜．二一①三二⑩『両『二・『冒昌“高の、島のコミーユＬの『三目胃一二の『両『易二一のこの一（竃の「烏昌・宮

（
吃
）
通
説
で
あ
る
。
く
い
一
・
勺
色
乏
－
．
－
蔓
⑪
軍
シ
’
－
，
．
日
①
二
１
句
⑫
口
Ｄ
Ｐ
単
．
シ
色
［
一
・
・
】
息
『
ｈ
・
】
ヨ
ー
一
息
・

（
⑬
）
意
思
表
示
を
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
（
の
ヨ
ロ
｛
画
員
い
ず
巴
量
一
一
ｍ
・
言
三
目
句
『
吾
『
ご
コ
需
二
）
と
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
（
三
。
一
二
・
ョ
己
一
目
、
鋤
す
⑱
含
『
｛
弓
腐

言
一
一
一
目
の
『
六
一
蝕
『
目
、
の
。
｝
と
に
区
別
す
べ
き
こ
と
を
は
じ
め
て
提
唱
し
た
の
は
凶
｛
の
一
目
目
亘
で
あ
る
（
ｇ
の
”
の
⑤
實
切
、
の
⑩
葱
一
一
の
一
目
同
二
三
Ｅ
『
｛
の
旨
⑮
⑩
胃
『
鴇
『
一
一
、
字
：

⑰』ぬい血弓房【⑥一ョのど三一一⑰園の『云一欧『Ｅごｍロ：ずゆ二塵三のう［一胴。』①『包邑［。『臣。」この『ゆゆ二Ｐ局Ｃ凹耳、句｛。、言の己・ぃ。夛昌」、『向『六一畦『、冨旦Ｐ笈吊ココユコ⑱
両『天一睡『巨弓、の百句目色己」の『毎目、、、の皀彦ケ⑦『色ワ吋巨碇の｝》の。｛茜『・旦一⑥、句目・色．」⑱『己（四一房］の』のヨロユ臣⑰曰」の二ｍの冨已①．：の扇句【Ｎ句。。この。」の『凹冒」⑦『の
。
」
⑦
『
」
⑤
『
ロ
ユ
【
【
の
」
＄
二
目
【
ロ
ゴ
の
『
｜
の
こ
の
［
・
旦
邑
Ｐ
①
『
色
巨
（
こ
の
の
毎
一
［
蒟
弄
の
ゴ
ユ
②
『
岡
『
弄
一
勘
『
巨
。
宛
こ
の
１
国
具
・
）
の
」
。
、
ゲ
ヨ
、
盲
毎
ケ
の
『
」
⑥
■
国
）
の
一
国
ｍ
Ｑ
ｍ
ぃ
旨
［
の
吊
股
罵
朋

三
．
邑
扁
・
毛
の
｜
の
可
の
い
」
①
『
色
コ
ユ
⑱
『
⑪
ｏ
」
⑦
『
こ
の
『
［
罫
．
｝
【
（
の
色
ゴ
ー
⑰
『
ｃ
彦
一
【
】
函
【
句
一
（
」
の
『
両
『
云
一
壁
『
巨
再
、
声
色
【
・

ロ胃⑩○テ色邑の。験⑰『函肩已【一月言［『一【〔昌白一一一の三・三のヨコユの『扉溺向う畦昌、【⑮」の。。『ニコユ」の『Ｚ。、旨】、天、一戸。」①『この『シコ｛⑩、ゴテ色『宍の】［面ヨヨの

【》二②『旨（Ｃｌ砲⑤こ◎。「色寺『一壁協循弄⑮】（三句ゴー云螢。。｛⑰（天のニヨの雪ヨ皀軍【①）・厚亭

一
一
六
条
［
狭
義
の
「
心
裡
留
保
」
］
「
意
思
表
示
は
、
表
意
者
が
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
な
い
旨
を
内
心
に
留
保
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
こ
と
は

な
い
。
相
手
方
に
対
し
て
し
た
意
思
表
示
は
、
相
手
方
が
表
意
者
の
留
保
を
知
っ
た
と
き
は
、
無
効
と
す
る
。
」

二
八
条
［
非
真
意
表
示
］
「
真
意
で
な
い
意
思
表
示
は
、
真
意
の
欠
映
が
知
ら
れ
る
こ
と
を
予
期
し
て
さ
れ
た
と
き
は
、
無
効
と
す
る
。
」

一
一
一
二
条
［
信
頼
利
益
の
損
害
賠
償
義
務
］
「
意
思
表
示
が
第
一
一
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
無
効
で
あ
る
場
合
又
は
第
一
一
九
条
及
び
第
一
二
○
条
の
規
定

に
よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
表
意
者
は
、
意
思
表
示
が
相
手
方
に
対
し
て
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
そ
の
他
の
と
き
は
、

す
べ
て
の
第
一
一
一
者
に
対
し
、
相
手
方
又
は
第
三
者
が
意
思
表
示
を
有
効
と
信
じ
た
こ
と
に
よ
り
被
っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
損
害
賠
償
は
、
意
思
表
示
が
有
効
で
あ
る
と
き
に
相
手
方
又
は
第
一
一
一
者
が
取
得
す
る
利
益
の
額
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

前
項
の
損
害
賠
倣
義
務
は
、
被
害
者
が
無
効
又
は
取
消
し
の
原
因
を
知
っ
て
い
た
と
き
、
又
は
過
失
に
よ
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
（
知
る
こ
と
が
で

ご
＄
『
云
践
己
君
（
字
「
の
『
」
伶
曰
・
』
い
（
己
旨
テ
ニ
、
。
少
・

口

し
、
損
害
賠
償
は
、
意
思
表
示
が

前
項
の
損
害
賠
償
義
務
は
、
披

き
た
）
と
き
に
は
、
生
じ
な
い
。
」
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九
三
条
の
適
用
を
肯
定
す
る
私
見
と
は
異
な
る
。

（
旧
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
三
九
条
、
一
九
一
一
一
七
条
、
二
（

編
・
民
法
Ｖ
相
続
法
〈
復
刊
版
〉
（
有
斐
閣
・
一

（
Ｍ
）
心
裡
留
保
を
狭
義
の
「
心
裡
留
保
」
と
非
真
意
表
示
と
に
区
別
し
、
九
三
条
但
徹
の
適
用
を
後
者
の
ケ
ー
ス
に
限
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
九
四
条
一
項
を

類
推
適
用
し
て
悪
意
の
相
手
方
と
の
関
係
で
の
み
当
該
の
意
思
表
示
を
無
効
、
と
解
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
、
須
永
醇
・
民
法
総
則
要
論
（
勤
草
餅
房
．
一

九
八
八
年
［
昭
和
六
三
年
］
）
一
七
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
近
時
の
学
説
中
、
例
え
ば
山
中
教
授
は
、
心
裡
留
保
を
狭
義
の
「
心
裡
留
保
」
と
非
真

意
表
示
（
譜
譲
表
示
）
と
に
区
別
す
る
が
、
「
譜
護
意
思
表
示
は
効
果
意
思
を
欠
き
無
効
で
あ
る
」
、
と
主
張
す
る
か
ら
（
山
中
康
雄
・
民
法
［
総
論
・
総
則
・

家
朧
相
続
］
〈
四
剛
〉
［
法
律
文
化
社
二
九
八
四
年
〈
昭
和
五
九
年
〉
’
一
瓢
は
一
九
七
八
年
〈
昭
和
五
三
年
〉
］
二
五
七
頁
｝
、
非
奥
意
表
示
に
対
し
て

藤
］
に
よ
る
）
。

（
計
器
員
一
己
。
テ
の
吻
冨
『
（
］
雪
堺
】
湶
昌
月
冨
幻
⑦
庁
ケ
属
『
醜
一
命
『
弓
一
）
の
一
一
・
】
⑪
９
．
⑫
・
圏
（
｛
）
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
利
害
関
係
人
に
対
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
力
を

生
ず
る
意
思
表
示
（
三
一
一
の
。
①
「
云
一
『
』
「
目
頭
３
．
号
『
の
『
一
三
一
「
云
い
轡
ョ
面
〔
：
く
：
昌
一
融
皀
四
四
甑
一
・
二
嘗
塵
吻
一
の
腎
胃
呂
庁
『
の
旨
・
冒
博
一
一
一
句
一
一
一
四
：
鱈
一
）
、
の
訂
。
：
『
二
句
。
）
と

そ
う
で
な
い
意
思
表
示
と
に
区
別
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
〈
同
案
七
四
条
・
六
六
条
．
一
○
三
条
二
項
・
一
二
六
条
一
項
・
’
二
七
条
一
項
な
ど
参
照
）
に
つ

い
て
、
こ
れ
を
大
い
に
評
価
し
つ
つ
も
、
他
方
で
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
草
案
の
右
の
用
語
は
、
合
目
的
的
で
は
な
く
し
て
、
前

者
が
相
手
方
に
対
し
て
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
認
識
さ
せ
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
、
ま
た
、
隔
地

者
間
の
意
思
表
示
を
区
別
す
る
も
の
は
相
手
方
に
対
す
る
か
否
か
と
い
う
「
方
向
」
（
国
・
旨
目
碩
）
と
そ
の
意
思
表
示
が
そ
の
相
手
方
に
到
達
し
た
か
否
か
と

い
う
「
受
領
」
（
同
ョ
亘
四
局
）
と
で
あ
り
、
実
際
上
砿
要
な
の
は
む
し
ろ
「
受
領
」
の
方
で
あ
る
、
と
。
そ
こ
で
、
彼
は
、
非
轍
に
冗
長
で
両
者
の
差
異
を
適

確
に
表
わ
し
て
い
な
い
右
の
表
現
に
代
え
て
、
よ
り
簡
潔
で
し
か
も
「
受
緬
」
と
い
う
実
際
上
重
要
な
有
効
要
件
を
強
調
す
る
別
の
表
現
を
作
り
出
す
方
が
よ

い
、
と
し
て
、
意
思
表
示
を
受
顔
を
要
す
る
意
思
表
示
と
受
頒
を
要
し
な
い
意
思
表
示
と
に
区
別
す
べ
き
こ
と
を
新
た
に
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、

そ
れ
以
後
、
凶
（
の
｜
ョ
：
。
の
こ
の
区
別
は
学
説
上
一
般
に
承
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
つ
丙
一
・
の
芹
寄
『
（
再
ａ
・
）
‐
【
『
“
目
の
『
・
富
冒
爲
云
の
。
⑦
『
【
・
ヨ
ョ
：
‐

（
蜜
『
Ｅ
ョ
圏
『
腹
⑩
『
一
胃
す
：
の
厩
の
【
：
臣
匂
う
（
函
『
い
い
・
く
・
元
島
ョ
：
具
留
、
訂
『
〉
．
Ｅ
・
』
・
少
｜
一
価
・
『
の
一
一
・
一
や
量
・
陣
・
少
巨
二
・
．
気
）
『
⑰
臣
①
国
。
』
垣
．
ｍ
・
ゴ
ヨ
》
』
・
鈩
巨
二
・
．

一
℃
『
Ｐ
ぐ
。
『
⑫
Ｅ
⑤
元
二
三
・
ｍ
一
・
印
・
臼
③
ｌ
巴
『
・
〉
ｏ

通
こ
い
『
叩
・
・
【
汀
『
両
『
ず
｜
閉
い
⑱
『
戸
口
邑
皀
」
臣
目
一
・
⑦
ご
い
の
宣
爽
の
く
の
『
凄
い
巨
ロ
晩
く
◎
二
、
『
○
二
罷
乏
の
殖
の
。
（
弓
の
い
【
色
ョ
の
己
［
・
－
ｍ
一
閃
戸
三
一
三
碇
の
ぐ
の
弘
辱
頭
巨
弓
碩
）
」
①
己
同
『
一
】
の
弓
ケ
風
ニ
ョ
ョ
の
二
．

い
い

適
職
と
心
裡
留
保
（
｜
）
（
村
田
〉

一
一
一
一

ゆ
ご
四
Ｆ
》
》
Ｃ
の
『
厨
『
一
】
一
嘉
器
『

（
ぐ
⑱
『
目
腎
一
》
言
一
戦
）
．
．
．

【
：
ロ
：
『
句
夛
『
の
鋺
一
塑
冒
の
三
而
冒
の
ョ
：
こ
の
『
。
Ｐ
・
夛
月
】
一
目
醤
一
噸
向
『
辱
の
ご
句
旨
目
、
の
［
：
Ｐ
の
冒
愈
づ
く
の
『
ョ
獄
３
，
く
Ｃ
『
扁
一
一
瞬
一
一
三
の
二
二
の
。

Ｐ
 

一
一
七
条
、
二
○
八
七
条
の
原
文
お
よ
び
日
本
語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
日
本
語
訳
は
、
神
戸
商
業
大
学
外
国
法
研
究
会

（
有
斐
闇
・
’
九
五
五
年
［
昭
和
三
○
年
］
Ｉ
初
版
は
一
九
三
九
年
［
昭
和
一
四
年
］
［
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
は
近
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法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
一
一
一
一

⑫
９
ｓ
』
。
ご
頭
昌
二
の
『
両
『
三
四
冊
の
『
⑰
の
旨
く
①
『
ョ
α
鴇
。
。
」
⑩
『
の
旨
の
回
国
『
臣
、
ご
ｍ
一
一
い
の
ご
囚
く
の
ョ
】
○
ｍ
①
。
⑩
ユ
の
ヨ
ー
ロ
の
皀
月
三
目
昌
需
｛
ど
の
コ
ユ
の
｛
。
⑫
Ｃ
一
い
〔
昌
句
ぐ
句
匙
ロ
頤
自
己
、
巴
丙

向
『
ず
の
旨
甑
⑰
同
巨
■
、
、
。
Ｎ
こ
い
句
嵜
の
ロ
・
凹
巨
の
寺
乏
⑱
ゴ
ョ
ユ
の
『
団
⑥
旦
曾
○
ず
【
の
己
、
｝
二
四
一
い
同
『
ケ
の
ケ
①
Ｎ
の
一
向
ゴ
ロ
⑱
｜
一
睡
一
・
．
』

⑰
一
旬
ユ
ユ
①
ヨ
、
》
の
二
画
の
安
戸
の
弓
自
巨
『
の
冒
凶
⑩
一
コ
の
。
の
い
の
弓
眼
＆
毒
」
⑥
Ｎ
Ｅ
ｍ
ｇ
己
の
。
」
⑩
ニ
マ
醜
ｏ
』
⑫
【
百
】
Ｎ
栗
二
の
一
『
の
一
ヨ
、
一
二
四
弓
Ｎ
巨
夛
の
ラ
ヨ
の
ヨ
ロ
ュ
四
口
の
『
向
『
す
⑤
ｍ
の
言
⑪
。
二
・
ｍ
こ
の
ゴ

君
の
。
。
の
『
色
一
鞭
両
『
ず
の
ワ
の
輯
凰
の
ゲ
ロ
①
〔
一
ｍ
［
・
・
毎

一
九
三
九
条
［
遺
蝋
］
「
被
相
績
人
ハ
遺
言
一
一
依
リ
テ
或
者
ヲ
相
綱
人
二
指
定
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
軍
二
財
産
上
の
利
益
ヲ
輿
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
（
逝
贈
）
。
」

一
九
三
七
条
［
相
続
人
の
指
定
］
「
被
相
綱
人
ハ
一
方
的
死
後
虚
分
（
過
言
、
柊
意
虚
分
）
一
一
依
リ
テ
相
綱
人
ヲ
指
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。
」

二
○
八
七
条
［
相
続
人
の
指
定
と
適
贈
と
の
差
異
］
「
被
相
緬
人
ガ
其
ノ
財
産
又
ハ
其
ノ
財
産
ノ
分
数
的
部
分
『
プ
出
損
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
假
令
其
ノ
出
損
ヲ

受
ケ
タ
ル
者
ガ
相
綱
人
ト
シ
テ
表
示
セ
ラ
レ
ザ
リ
シ
場
合
卜
錐
モ
、
其
ノ
虚
分
ヲ
相
績
人
ノ
指
定
ト
シ
テ
認
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。

各
個
ノ
財
産
ノ
ミ
ガ
出
損
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
〈
、
疑
ハ
シ
キ
限
り
、
假
令
出
揖
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ガ
相
績
人
ト
シ
テ
表
示
セ
ラ
レ
タ
ル
場
合
卜

錐
モ
、
其
ノ
者
ヲ
相
綱
人
タ
ル
ベ
キ
者
卜
認
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
」

（
焔
）
こ
れ
に
関
す
る
日
本
の
判
例
・
学
説
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
禄
弥
「
特
定
物
遺
剛
に
お
け
る
物
梅
変
動
の
時
期
」
民
蛎
研
修
五
一
号
一
五
頁
以
下
（
一
九
六

一
年
［
昭
和
三
六
年
］
）
参
照
。

（
灯
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
上
で
は
、
遺
言
に
よ
り
相
続
人
に
指
定
さ
れ
た
者
は
相
続
資
格
取
得
者
と
し
て
被
相
続
人
の
死
亡
と
と
も
に
被
相
続
人
の
財
産
を
包
括
的
に
承
継

し
〈
Ｂ
Ｃ
Ｂ
一
九
二
二
条
一
項
）
、
日
本
民
法
上
の
包
括
受
適
者
は
、
「
相
続
人
と
同
一
の
梅
利
義
務
を
有
す
る
」
（
日
本
民
法
九
九
○
条
）
か
ら
、
「
相
続
開
始

の
時
か
ら
、
被
相
続
人
の
財
産
に
属
し
た
一
切
の
梅
利
義
務
を
承
継
す
る
」
（
日
本
民
法
八
九
六
条
本
文
）
。
し
た
が
っ
て
、
法
的
効
果
の
点
で
Ｂ
Ｇ
Ｂ
上
の
遺

言
に
よ
る
相
続
人
の
指
定
と
日
本
民
法
上
の
包
括
遺
贈
と
で
は
基
本
的
に
異
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
旧
）
包
括
遺
贈
と
特
定
適
蝋
と
を
区
別
す
る
規
準
に
関
す
る
学
説
上
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
山
畠
正
男
「
相
続
分
の
指
定
」
家
族
法
大
系
Ⅵ
相
続
⑪
（
有
斐

閣
・
’
九
六
○
年
［
昭
和
三
五
年
］
）
二
七
五
頁
註
（
四
）
、
伊
藤
昌
司
「
包
括
逝
瑚
に
つ
い
て
」
法
学
雑
誌
二
○
巻
一
号
一
頁
（
一
九
七
一
一
一
年
［
昭
和
四
八
年
］

Ｉ
同
・
相
続
法
の
基
礎
的
猪
問
題
［
有
斐
閣
・
’
九
八
一
年
〈
昭
和
五
六
年
〉
）
一
○
六
頁
、
ま
た
、
判
例
に
つ
い
て
は
中
川
善
之
助
Ⅱ
泉
久
雄
〈
三
版
〉

（
有
斐
閣
・
’
九
八
八
年
［
昭
和
六
三
年
］
）
五
一
一
二
頁
註
（
四
）
参
照
。

〈
⑲
）
財
産
の
全
部
ま
た
は
割
合
的
一
部
を
法
定
相
続
人
に
対
し
て
過
言
に
よ
り
処
分
し
た
場
合
を
包
括
遺
贈
と
見
る
べ
き
か
遺
言
に
よ
る
相
続
分
の
指
定
と
見

る
べ
き
か
、
に
関
す
る
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
山
口
純
夫
「
過
言
の
解
釈
ｌ
遺
贈
か
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
か
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
一
三
号
（
’
九
八

六
年
［
昭
和
六
一
年
］
）
一
一
一
一
丁
一
一
四
頁
、
中
川
（
醤
〉
Ⅱ
泉
・
前
掲
・
相
続
法
〈
三
版
〉
一
一
四
一
一
頁
註
（
一
）
参
照
。
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ま
ず
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
に
よ
り
作
成
し
た
遺
言
に
つ
い
て
そ
の
法
的
効
力
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
に
関
す
る
日
本
法
の
考
え
方

を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
前
述
の
〉
」
と
く
日
本
法
に
お
い
て
は
親
族
・
相
続
両
編
に
対
す
る
総
則
編
の
通
則
性
を
肯
定
す
べ

き
か
否
か
と
い
う
こ
と
目
体
が
こ
の
問
題
の
解
決
に
影
響
を
大
き
く
及
ぼ
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
注
意
を
払
う
こ
と

に
す
る
。
し
か
も
、
そ
う
す
る
こ
と
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
の
考
え
方
を
後
（
第
三
章
）
に
参
考
に
す
る
際
に
も
不
可
欠
の

前
提
に
な
る
か
、
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
ま
ず
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
の
考
え
方
を
探
る
こ
と
に
す
る
（
第
一
節
）
。
そ
う
し
て
、
そ

の
後
の
学
説
の
変
遷
（
第
二
節
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
三
期
に
分
け
、
曰
第
一
期
と
し
て
は
旧
通
説
が
確
立
す
る
一
方
で
少
数
説
も
登

場
し
た
民
法
典
公
布
（
前
三
編
は
一
八
九
六
年
［
明
治
二
九
年
］
、
後
二
編
は
一
八
九
八
年
［
明
治
一
一
一
一
年
］
）
直
後
か
ら
一
九
一
一
一
一
一
年

（
大
正
一
一
一
年
）
ま
で
の
時
期
、
ロ
第
二
期
と
し
て
は
旧
通
説
に
反
対
す
る
学
説
が
多
彩
に
登
場
し
た
一
九
一
一
四
年
（
大
正
一
一
一
一
年
）
か

ら
一
九
五
○
年
代
前
半
（
昭
和
一
一
○
年
代
後
半
）
頃
ま
で
の
時
期
、
口
第
三
期
と
し
て
は
一
九
五
○
年
代
前
半
（
昭
和
二
○
年
代
後
半
）

頃
か
ら
現
在
ま
で
、
に
区
分
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
こ
の
う
ち
の
第
二
期
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
家
族
法
の
大
改
正
に
伴

い
遺
言
の
許
さ
れ
る
範
囲
が
改
正
後
の
新
法
（
昭
和
一
一
二
年
法
二
一
一
一
一
号
）
に
お
け
る
と
旧
法
に
お
け
る
と
で
異
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時

期
の
学
説
を
旧
法
下
の
学
説
と
新
法
下
の
学
説
と
に
細
分
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
う
し
て
、
最
後
に
、
心
裡
留
保
に
よ
る
（
包
括
）
遺
贈

の
効
力
い
か
ん
に
関
す
る
日
本
法
の
考
え
方
を
要
約
す
る
こ
と
に
す
る
（
第
三
節
）
。

第
二
章
日
本
法

遺
贈
と
心
裡
留
保
二
）
（
村
田
）

￣ 

一

一

一

￣ 

￣ 
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ま
ず
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
（
起
草
分
担
者
は
富
井
起
草
委
員
）
が
主
査
委
員
会
（
第
一
二
回
・
’
八
九
四
年
［
明
治
二
七
年
］
一
一
一

月
一
一
日
）
に
提
出
し
た
民
法
修
正
原
案
九
一
条
は
、
「
意
思
表
示
ハ
表
意
者
力
其
興
意
二
非
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ
之
ヲ
爲
シ
タ
ル
爲
〆
其

（
２
）
 

效
カ
ヲ
妨
ケ
ラ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
但
相
手
方
力
表
意
者
ノ
眞
意
ヲ
知
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
意
思
表
一
ホ
ハ
無
效
ト
ス
」
、
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う

し
て
、
右
九
一
条
の
起
草
に
際
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
八
六
九
条
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
九
五
条
お
よ
び
同
第
二
草
案
九
一
条
が
参

（
３
）
 

照
さ
れ
て
い
た
。
次
に
、
右
原
案
九
一
条
の
立
法
理
由
を
見
る
と
、
主
査
委
員
会
の
議
事
速
記
録
は
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
意
思
表
示
の
効
力
に
関
し
て
は
、
「
意
思
主
義
」
に
も
「
表
示
主
義
」
に
も
偏
ら
ず
、
「
意
思
卜
表
示
卜
雨
ナ
ヵ
ラ
相

（
４
）
 

須
チ
テ
始
メ
テ
法
律
上
ノ
效
力
ヲ
生
ス
ヘ
キ
ヲ
原
則
」
と
し
つ
つ
、
「
本
條
［
民
法
修
正
原
案
九
一
条
］
ハ
意
思
ヲ
表
一
ホ
ス
ル
者
力
其
相

手
方
二
對
シ
テ
填
賞
ノ
意
思
ヲ
隠
秘
シ
タ
ル
場
合
ノ
規
定
ナ
リ
若
シ
此
場
合
一
一
於
テ
右
ノ
原
則
ヲ
通
用
セ
ハ
其
意
思
表
示
ハ
表
示
ア
ル
モ

意
思
ナ
キ
カ
爲
二
當
然
無
效
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
既
成
法
典
ハ
佛
伊
民
法
二
倣
上
特
別
ノ
規
定
ヲ
設
ケ
サ
ル
ヲ
以
テ
一
般
ノ
原
則
ニ
依
り

之
ヲ
無
效
ト
セ
ル
モ
ノ
ト
解
鐸
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
是
レ
相
手
方
力
表
意
者
ノ
眞
意
ヲ
知
リ
タ
ル
場
合
一
一
於
テ
ハ
然
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得
サ

（
マ
マ
）

ル
所
ナ
リ
ト
錐
モ
相
手
方
力
表
思
者
二
欺
カ
レ
タ
ル
場
合
二
於
一
ナ
ハ
若
シ
之
ヲ
有
效
ト
セ
サ
レ
ハ
取
引
ノ
安
全
、
輩
固
終
二
得
テ
望
ム
ヘ

（
５
）
 

カ
ー
フ
サ
ル
ニ
至
ラ
ン
是
レ
本
條
ノ
規
定
ヲ
必
要
ト
シ
タ
ル
所
以
ナ
リ
」
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、
右
の
主
査
委
員
会
の
席
上
に

お
い
て
、
富
井
起
草
委
員
が
心
裡
留
保
を
説
明
し
て
、
「
詰
り
表
示
シ
ダ
意
思
卜
腹
一
一
恩
フ
テ
居
ル
所
卜
符
号
シ
テ
層
ラ
ヌ
其
符
号
シ
テ

（
１
）
 

曰
心
裡
留
保
規
定
の
起
草
過
程
（
主
査
委
員
会
－
＃
委
員
総
会
‐
十
整
理
会
）

第
一
節
起
草
者
の
考
え
方

法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一

二

四
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居
ラ
ヌ
コ
ト
ヲ
知
リ
ッ
ッ
通
常
ハ
相
手
方
ヲ
欺
ク
ノ
目
的
デ
ア
リ
マ
ス
ル
即
チ
眞
一
一
欲
ス
ル
所
ハ
腹
ノ
中
二
侍
テ
届
ツ
テ
現
ハ
サ
ナ
イ
自

分
ハ
或
事
ヲ
シ
ャ
ゥ
ト
恩
フ
テ
届
ル
併
シ
夫
レ
ヲ
明
白
ニ
云
う
テ
ハ
相
手
方
力
承
諾
ヲ
ス
マ
イ
夫
故
一
一
外
ノ
コ
ト
ヲ
云
う
然
ウ
シ
テ
蜜
際

（
６
）
 

ハ
其
現
ハ
シ
タ
ノ
デ
ナ
ィ
コ
ト
ヲ
欲
シ
テ
居
ル
、
デ
然
ウ
云
う
場
合
ニ
ハ
何
虚
迄
モ
現
ハ
シ
タ
方
二
依
テ
效
力
ヲ
決
ス
ル
」
、
ま
た
、

「
此
［
心
裡
留
保
の
］
場
合
ハ
相
手
方
ヲ
欺
ク
積
リ
デ
現
ハ
シ
タ
意
思
卜
腹
一
一
持
テ
居
ル
意
思
卜
違
ウ
コ
ト
ヲ
知
リ
ッ
ッ
殊
更
二
其
眞
意
デ

（
７
）
 

ナ
ィ
所
ノ
意
思
表
示
ヲ
爲
シ
ダ
場
合
デ
ァ
ル
」
、
と
Ｊ
も
述
べ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
右
原
案
は
、
右
の
主
査
委
員
会
お
よ
び
次
の
委
員
総

会
（
第
一
一
一
一
回
．
一
八
九
四
年
［
明
治
一
一
七
年
］
一
一
一
月
一
六
日
）
に
お
い
て
活
発
に
審
議
さ
れ
た
が
、
こ
の
段
階
で
は
何
ら
の
修
正
を
受

（
８
）
 

け
る
こ
と
な
く
原
案
の
士
（
ま
通
過
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
整
理
会
（
第
六
回
．
一
八
九
五
年
［
明
治
二
八
年
］
’
二
月
二
○
日
）
に
お
い
て
、
右
原
案
の
但
書
に
つ
き
「
又
ハ
之
ヲ

知
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
ヵ
リ
シ
」
を
新
た
に
付
加
す
べ
し
と
の
修
正
案
が
起
草
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
起

草
者
（
富
井
起
草
委
員
）
の
説
明
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
是
ハ
少
シ
資
質
ガ
愛
ハ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
之
ヲ
入
レ
マ
シ
タ
考

ヘ
ハ
當
事
者
ノ
ー
方
ガ
例
へ
（
笑
談
一
一
意
思
表
示
ヲ
シ
ダ
虞
面
目
デ
見
テ
ハ
ド
ウ
シ
テ
モ
法
律
行
爲
ヲ
為
ス
意
思
ガ
ア
ル
ト
見
エ
ナ
イ
サ

ゥ
云
う
場
合
二
本
文
ノ
方
一
一
依
テ
效
力
ヲ
生
ス
ル
ト
云
う
コ
ト
一
一
ス
ル
ョ
リ
モ
斯
ウ
云
う
場
合
ハ
矢
張
り
眞
意
ヲ
知
ツ
タ
場
合
卜
同
ジ
コ

ト
ー
ー
無
效
ト
シ
タ
方
ガ
宜
カ
ラ
ゥ
意
思
表
示
シ
ナ
ヶ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ノ
ガ
原
則
デ
ア
リ
マ
ス
ヶ
レ
ド
モ
何
時
モ
矢
張
り
先
ヅ
意
思
卜
云
フ
モ

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

ノ
ガ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
う
コ
ト
ガ
原
則
デ
ァ
ル
、
サ
ウ
云
う
唯
ガ
見
一
プ
モ
直
面
目
二
見
テ
法
律
行
爲
ヲ
爲
ス
ベ
キ
意
思
ヲ
表
ハ
シ
テ

居
ラ
ナ
ィ
笑
談
ニ
シ
タ
ト
見
ル
ベ
キ
場
合
ハ
矢
張
り
但
書
一
一
含
メ
タ
方
ガ
宜
カ
ラ
ウ
ト
云
う
考
ヘ
デ
斯
ウ
云
う
風
一
一
改
〆
タ
ノ
デ
ア
リ

（
９
）
 

マ
ス
」
、
と
。
更
に
ま
た
、
右
の
整
理
会
の
席
上
に
て
、
富
井
起
草
委
員
は
、
「
但
塞
曰
ノ
「
又
ハ
之
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
へ
カ
リ
シ
』
卜
云

（
、
）

フ
コ
ト
モ
濁
逸
民
法
草
案
二
微
ツ
タ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
第
二
調
会
ノ
草
案
デ
此
意
味
ガ
這
ツ
タ
ソ
レ
ヲ
採
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
、
と
答
弁

遮
贈
と
心
裡
留
保
（
｜
）
（
村
田
）

’
二
五
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し
て
い
る
。
そ
う
‐

（
、
）

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
十

と
こ
ろ
で
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
が
現
行
民
法
九
三
条
但
書
（
修
正
原
案
九
一
条
但
書
）
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手
方
」
の
意
味
内
容
を

ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
が
参
考
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
は
修
正
原

案
九
一
条
を
起
草
す
る
に
当
た
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
八
六
九
条
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
九
五
条
お
よ
び
同
第
二
草
案
九
一
条
を
参
照
し
、

更
に
、
同
条
の
起
草
を
分
担
し
た
富
井
起
草
委
員
も
ま
た
整
理
会
の
席
上
で
、
「
質
ハ
是
［
修
正
原
案
九
一
条
］
ハ
濁
逸
民
法
草
案
カ
ラ

（
胆
）

來
夕
箇
條
デ
ア
リ
マ
シ
テ
マ
ア
斯
ウ
云
う
風
二
本
案
ニ
モ
轡
イ
タ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
」
、
と
答
弁
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「
心
裡
留
保
（
狭

義
）
」
に
つ
い
て
定
め
た
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
九
五
条
お
よ
び
同
第
二
草
案
九
一
条
を
見
る
と
、
後
述
の
ご
と
く
〈
第
三
章
ド
イ
ツ
法
）
、
Ｂ

Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
九
五
条
一
一
文
は
ご
ロ
の
三
一
一
一
の
。
の
⑦
『
云
一
畔
『
５
ｍ
一
ｍ
こ
の
」
。
・
ず
ロ
一
・
言
一
ｍ
》
三
の
コ
コ
ュ
の
【
同
日
石
鹸
長
の
『
」
；
の
一
ヶ
の
コ
ュ
目
旨
§
ぬ
の
一

ｍ
の
訂
：
［
訂
Ｆ
ｇ
ま
た
、
同
第
二
草
案
九
一
条
一
一
文
は
ご
り
一
の
向
同
弄
一
餅
『
目
、
一
ｍ
こ
の
１
．
号
口
一
・
ゴ
ー
甲
這
の
：
⑫
｝
：
一
コ
の
ヨ
シ
己
の
『
の
。
、
の
脆
の
目
斥
『

“
す
目
、
の
す
の
ロ
：
『
巨
且
ｓ
囚
滞
『
」
目
ぐ
。
『
ず
の
冨
一
［
穴
：
ロ
〔
の
・
富
と
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
た
。
そ
う
し
て
、
右
の
両
規
定
が
実
質
上
同
一
の

内
容
で
あ
り
、
し
か
も
、
ご
」
ｑ
同
日
で
顧
皀
鴇
『
二
の
『
三
三
の
曰
い
の
『
霞
『
§
ぬ
星
（
第
一
草
案
）
と
ご
§
し
ａ
の
扇
『
震
（
第
二
草
案
）
と
が
受
領
を
要
す

る
意
思
表
示
（
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
）
に
お
け
る
そ
の
表
示
受
領
者
（
相
手
方
）
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
第
二
委
員
会
の
識

（
過
）

事
録
か
．
ｂ
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
が
民
法
修
正
原
案
九
一
条
但
書
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手
方
」
の
意

味
内
容
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
に
従
っ
て
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
お
け
る
そ
の
相
手
方
と
解
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
の
な

（
川
）

い
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
一
一
一
ハ

そ
う
し
て
、
こ
の
修
正
案
は
、
右
の
整
理
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
が
、
実
質
的
な
議
論
の
な
い
ま
ま
最
終
的
な
確
定
案
と
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『
未
定
稿
本
・
民
法
修
正
案
理
由
書
』
は
総
則
編
中
の
法
律
行
為
に
関
す
る
諸
規
定
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
既
成
法
典
ハ
其
財
産
編
第
一
一
部
二
於
テ
合
意
一
一
関
ス
ル
規
定
ヲ
設
ケ
タ
リ
ト
錐
モ
總
テ
ノ
法
律
行
爲
二
通
用
ス
ヘ
キ
規
則
ヲ
設
ケ
ス

是
レ
甚
夕
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
蓋
シ
私
法
上
ノ
行
爲
ハ
合
意
ノ
ミ
ニ
非
ス
或
ハ
寄
附
行
爲
ノ
如
キ
何
人
ニ
モ
對
セ
サ
ル
軍
濁
行
爲
ア
リ
或

ハ
催
告
又
ハ
追
認
ノ
如
キ
｜
定
ノ
人
二
對
ス
ル
箪
濁
行
爲
ニ
シ
テ
契
約
二
於
ケ
ル
如
ク
相
手
方
ノ
承
諾
ヲ
必
要
ト
セ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
既
成

法
典
ハ
固
ヨ
リ
此
等
ノ
行
爲
ノ
有
效
ナ
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
サ
ル
ニ
ハ
非
ス
ト
錐
モ
其
通
則
ノ
設
ナ
キ
ニ
至
リ
テ
ハ
一
大
畉
黙
卜
謂
ハ
サ
ル
ヲ

得
ス
本
案
二
於
テ
ハ
特
二
總
則
編
ヲ
設
ヶ
私
機
ノ
得
喪
及
上
行
使
一
一
關
ス
ル
通
則
ヲ
褐
ク
ル
コ
ト
ト
シ
タ
ル
ニ
因
り
舷
一
一
一
般
ノ
法
律
行

、
、
、

（
応
）

爲
二
通
用
ス
ヘ
キ
規
定
ヲ
載
ス
ル
ハ
當
然
ノ
事
卜
信
シ
タ
リ
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
、
と
。
す
な
わ
ち
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
に
よ
れ
ば
、

、
、
、

総
則
編
中
の
法
律
行
為
規
定
は
法
律
行
為
一
般
の
通
則
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
お
よ
そ
法
律
行
為
で
さ
え
あ
る
な
ら
ば
、
総
則

編
中
の
法
律
行
為
規
定
の
適
用
を
排
除
す
る
．
こ
れ
に
関
す
る
特
別
規
定
が
存
せ
ず
、
且
つ
、
当
該
の
法
律
行
為
の
法
的
性
質
が
許
す
限

り
、
総
則
編
中
の
法
律
行
為
規
定
の
適
用
を
当
然
に
受
け
る
、
と
解
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
遺
言
に
対

し
て
総
則
編
中
の
心
裡
留
保
規
定
（
九
三
条
）
を
適
用
し
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
遺
言
に
関
し
て
は
右
規
定
の
適
用
を
排
除
す
る
特

別
規
定
が
存
し
な
い
か
ら
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
と
し
て
は
遺
言
の
法
的
性
質
が
許
す
限
り
そ
の
適
用
を
当
然
に
肯
定
し
て
い
た
、
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ロ
心
櫻
留
保
規
定
の
適
用
範
囲
ｌ
特
に
遺
言
と
の
関
係
Ｉ

遺
鯛
と
心
裡
留
保
二
）
（
村
田
）

七
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以
上
、
心
裡
留
保
に
関
す
る
日
本
民
法
典
の
起
草
者
の
考
え
方
を
概
観
し
た
が
、
最
後
に
、
こ
れ
を
本
稿
の
問
題
意
識
に
沿
っ
て
ま
と

め
、
そ
の
上
で
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
の
効
力
の
あ
り
方
に
つ
き
日
本
民
法
典
の
起
草
者
が
意
識
的
・
無
意
識
的
に
想
定
し
て
い
た
、

と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
要
約
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

、
ま
ず
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
に
よ
れ
ば
、
心
裡
留
保
規
定
（
九
三
条
）
の
立
法
理
由
は
、
第
一
に
、
「
意
思
ヲ
表
示
ス
ル
者
力
其

相
手
方
二
對
シ
テ
眞
賞
ノ
意
思
ヲ
隠
秘
シ
ク
ル
場
合
」
に
お
い
て
、
「
取
引
ノ
安
全
」
の
観
点
か
ら
「
表
意
者
一
一
欺
カ
レ
タ
ル
」
相
手
方

を
保
護
す
る
た
め
、
意
思
表
示
の
効
力
に
関
す
る
原
則
に
反
し
て
当
該
の
意
思
表
示
を
本
条
本
文
に
お
い
て
有
効
と
し
、
本
条
但
書
に
お

い
て
相
手
方
保
識
の
必
要
な
き
場
合
ｌ
た
だ
し
、
当
初
に
お
い
て
は
相
手
方
が
悪
意
の
場
合
の
み
で
あ
っ
た
の
だ
が
Ｉ
意
思
表
示
の

効
力
に
関
す
る
原
則
に
従
っ
て
こ
れ
を
無
効
と
す
る
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
第
二
に
、
「
笑
談
一
一
意
思
表
示
ヲ
シ
ダ
」
場
合
に
お
い
て

は
、
「
本
文
ノ
方
二
依
テ
效
力
ヲ
生
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ー
ー
ス
ル
ョ
リ
モ
…
…
眞
意
ヲ
知
ツ
タ
場
合
ト
同
ジ
コ
ト
ー
ー
無
效
ト
ナ
シ
タ
方
ガ
宜

力
ラ
フ
」
と
の
法
的
価
値
判
断
の
下
に
、
但
瞥
に
「
又
ハ
之
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
ヵ
リ
シ
」
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
意
の
み
な
ら

ず
過
失
あ
る
相
手
方
に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
ま
で
も
当
該
表
示
の
無
効
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
拡
張
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
は
か
か
る
場
合
の
法
的
処
理
の
あ
り
方
を
右
の
い
わ
ゆ
る
「
笑
談
」
に
限
る
と
明
示
し
な
か
っ
た
た
め
、

日
本
民
法
の
心
裡
留
保
規
定
一
九
三
釜
は
、
法
的
処
理
の
あ
り
方
に
差
異
を
生
じ
さ
せ
て
も
お
か
し
く
な
い
一
一
つ
の
ケ
ー
ス
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
お
よ
び
本
稿
の
用
籍
例
に
従
え
ば
「
心
裡
留
保
（
狭
義
ご
と
非
真
意
表
示
と
の
両
者
Ｉ
を
含
む
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
民
法
に
お
い
て
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
と
は
、
こ
れ
を
悪
意
の
相
手
方
に
対
す
る
関
係
で
の

ロ
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
の
効
力

法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号
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回
か
く
て
、
本
稿
の
主
要
テ
ー
マ
た
る
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
の
効
力
い
か
ん
の
問
題
に
つ
き
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
が
意
識

的
・
無
意
識
的
に
想
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者

適
職
と
心
裡
留
保
（
二
（
村
田
〉

一
二
九

②
次
に
、
心
裡
留
保
規
定
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
が
本
条
の
立
法
趣
旨
を
主
と
し
て
財
産
的
取
引
行
為

に
お
け
る
取
引
の
安
全
保
護
に
置
い
て
い
た
の
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
が
総
則
編
の
通
則
性
を
前
提

視
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
確
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
遺
言
に
対
し
て
総
則
編
中
の
心
裡
留
保
規
定
を
適
用
し
う
る
か
否
か
に

つ
い
て
も
、
遺
言
に
関
し
て
は
右
規
定
の
適
用
を
排
除
す
る
特
別
規
定
が
存
し
な
い
か
ら
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
は
、
遺
言
の
法
的
性

質
が
許
す
限
り
、
こ
の
こ
と
を
肯
定
し
て
い
た
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

③
そ
う
し
て
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
に
従
っ
て
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
（
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
）
と

相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
（
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
）
と
を
区
別
し
つ
つ
、
し
か
も
、
九
一
一
一
条
但
書
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手
方
」
を
相

手
方
あ
る
意
思
表
示
（
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
）
に
お
け
る
そ
の
相
手
方
（
表
示
受
領
者
）
と
解
し
て
い
た
か
ら
、
同
条
但
書
の
適
用

範
囲
は
、
同
条
本
文
の
適
用
を
受
け
る
意
思
表
示
の
う
ち
の
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
（
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
）
に
限
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

み
無
効
と
な
す
Ｂ
Ｃ
Ｂ
に
お
け
る
と
は
異
な
り
、
悪
意
の
み
な
ら
ず
過
失
あ
る
相
手
方
に
対
す
る
関
係
で
も
無
効
、
他
方
、
非
真
意
表
示

は
、
こ
れ
を
常
に
無
効
と
な
す
Ｂ
Ｇ
Ｂ
ｌ
た
だ
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
一
二
二
条
に
よ
り
、
表
意
者
は
相
手
方
ま
た
は
蕊
三
者
が
善
意
無
過
失

で
あ
る
限
り
そ
の
者
に
対
し
て
信
頼
利
益
の
賠
償
義
務
を
負
う
が
ｌ
と
は
異
な
り
、
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
お
い
て
は
、
相
手
方
が

善
意
・
無
過
失
な
ら
有
効
、
相
手
方
が
悪
意
・
有
過
失
な
ら
無
効
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
に
お
い
て
は
常
に
有
効
、
と
い
う
こ
と
に
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一
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○

に
よ
れ
ば
、
遺
贈
は
、
表
意
者
本
人
に
欺
岡
の
意
図
が
あ
る
と
否
と
、
す
な
わ
ち
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
と
に
よ
る
意
思
表
示
で
あ
る
と

非
真
意
表
示
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
で
あ
る
限
り
は
九
三
条
の
適
用
を
当
然
に
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
、

相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
同
条
但
書
の
適
用
を
排
除
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
同
条
本
文
に
よ
り
常
に
有
効
な

も
の
、
と
し
て
処
理
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
恐
ら
く
は
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

（
１
）
日
本
民
法
に
お
け
る
心
裡
留
保
規
定
の
立
法
趣
旨
お
よ
び
起
草
過
程
に
つ
い
て
は
、
遠
田
新
一
「
心
裡
留
保
及
び
虚
偽
表
示
と
法
律
行
為
論
（
一
）
」

Ｆ
：
「
⑭
：
・
・
一
一
三
号
（
立
花
岱
房
・
一
九
七
九
年
［
昭
和
五
四
年
］
）
二
八
頁
以
下
（
同
・
代
理
と
意
思
表
示
論
［
法
律
文
化
社
・
一
九
八
五
年
〈
昭
和
六
○

年
〉
］
一
二
五
頁
以
下
所
収
）
、
同
・
前
掲
「
契
約
解
釈
の
二
元
性
ｌ
表
具
代
理
及
び
虚
偽
表
示
等
に
お
け
る
相
手
方
保
護
要
件
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
現
代

契
約
法
大
系
第
二
巻
現
代
契
約
の
法
麗
②
三
六
頁
以
下
、
同
．
前
掲
・
代
理
法
理
論
の
研
究
二
三
八
頁
以
下
、
米
倉
明
「
民
法
講
義
ｌ
総
則
」
法
学
教
室
七

七
号
二
五
頁
以
下
（
一
九
八
七
年
［
昭
和
六
二
年
］
）
が
詳
し
い
。
本
稿
も
右
の
諸
文
献
に
大
い
に
よ
っ
て
い
る
。

（
２
）
日
本
学
術
振
興
会
・
法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
六
巻
八
五
丁
裏
。

（
３
）
前
掲
・
法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
六
巻
八
五
丁
裏
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
九
五
条
お
よ
び
同
第
二
草
案
九
一
条
（
い
ず
れ
も
「
心
裡
留
保
（
狭

縫
）
」
に
関
す
る
規
定
）
の
原
文
お
よ
び
日
本
語
訳
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
ド
イ
ツ
法
の
箇
所
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
（
竺
一
乘
の
‐

ョ
、
司
囚
〔
閾
の
肩
ケ
ニ
・
ず
｛
皀
『
１
コ
の
蒲
如
騨
ョ
一
目
岡
『
ウ
ー
習
烏
『
」
の
『
〔
汀
（
３
句
旨
一
二
鰯
・
二
目
言
。
：
『
、
ゴ
ー
の
ぐ
。
。
一
切
臣
）
八
六
九
条
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
出
典
は
、

い
○
写
①
色
（
甲
岸
鰄
頭
・
）
・
ロ
色
、
肝
こ
の
『
『
国
向
う
厨
○
冨
蝕
―
―
ぬ
の
ョ
の
三
の
ワ
写
『
鴇
『
一
一
向
｝
】
の
。
①
い
の
肩
ワ
巨
、
宣
哩
・
マ
ン
臣
二
』
８
ｍ
に
よ
る
）
。

⑫ｍｍＰ・ｏＣ－の両一冒昌一一一ｍロヨ殖旨①。。①。ぐの『［『い、ヨ目ロ（『の】。①『ロ⑰二一、寺・ず①醸ニヨヨ［ニコこぐの厨『跣。」一一向うの『宍翫『の［垂『⑱『』の二・房［」一句向『弄一野『目目、巨己ご⑩『‐

い＆ゴユ一一、ゴマ碗色目色ゴケ①⑫ニョョ拝．。」の『の『（ｃ一彊旦一のシココ色寺目の巨昌の『色宮この『回、⑱俄ニョョ巨司、、回・色一伽巨三⑱『三⑮｜のう３邑罵くの厨つ【⑩ｎケ、豈殖のいりテの‐

ず
⑩
口
厨
［
⑭
娘
Ｃ
の
昌
映
【
の
冒
云
⑮
旨
く
⑦
『
〔
『
色
顕
・
こ
ぐ
⑪
『
望
。
》
・
巨
曰
の
ご
目
四
回
」
の
『
。
２
－
》
の
ご
◎
『
［
の
一
一
目
巨
コ
ユ
２
一
一
一
：
⑰
『
尹
巨
⑫
」
『
胃
云
⑩
一
〕
の
【
一
一
：
［
。
。
』
⑱
『
、
旨
の
⑩
、
写
の
一
コ
ー

ラ
四
宮
」
｜
巨
己
、
色
。
（
⑩
『
ヨ
ヨ
ヨ
〔
』
の
】
い
《
の
〔
。
、
己
巨
囚
与
巨
巨
。
昶
・
。
←

（
４
）
前
掲
・
法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
六
巻
八
六
丁
表
。
未
定
稿
本
・
民
法
修
正
案
理
由
書
目
第
一
編
至
第
三
編
．
完
（
発
行
所
・
発
行
年
い
ず

れ
も
不
詳
）
八
二
頁
も
同
旨
。
な
お
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
は
、
意
思
表
示
の
効
力
に
関
す
る
「
意
思
主
義
」
お
よ
び
「
表
示
主
義
」
を
説
明
し
て
、
「
意

思
主
義
ノ
極
ハ
表
示
ナ
キ
意
思
卜
雛
モ
筍
モ
之
力
立
證
ヲ
得
ハ
以
テ
足
レ
リ
ト
シ
表
示
主
愛
ノ
極
ハ
意
思
ナ
キ
コ
ト
明
確
ナ
ル
モ
偏
二
表
示
ス
ル
所
一
一
樋
リ
以

テ
其
效
カ
ヲ
定
メ
ン
ト
欲
セ
リ
」
〈
前
掲
・
法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
六
巻
八
六
丁
表
。
前
掲
・
未
定
稿
本
・
民
法
修
正
案
理
由
笹
八
二
頁
も
同
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旨
）
、
と
述
べ
て
い
る
。

（
５
）
前
掲
・
法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
六
巻
八
六
丁
表
’
八
六
丁
裏
。
前
掲
・
未
定
稿
本
・
民
法
修
正
案
理
由
轡
八
二
頁
も
同
旨
。

（
６
）
前
掲
・
法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
六
巻
八
七
丁
表
’
八
七
丁
裏
。

（
７
）
前
掲
・
法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
六
巻
九
○
丁
表
。

（
８
）
主
査
委
員
会
お
よ
び
委
員
総
会
に
お
け
る
民
法
修
正
原
案
九
一
条
の
議
論
の
内
容
を
こ
こ
で
簡
単
に
見
て
お
く
な
ら
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
文

に
つ
い
て
は
、
「
知
リ
テ
」
を
殊
更
に
明
示
す
る
必
要
な
し
と
の
理
由
か
ら
、
「
意
思
表
示
ハ
表
意
者
ノ
興
意
一
一
非
サ
ル
ト
キ
ト
錐
モ
有
效
ト
ス
」
と
の
高
木
委

員
か
ら
の
修
正
案
（
賛
同
者
は
長
谷
川
委
員
）
が
主
査
委
員
会
に
お
い
て
、
同
様
に
、
「
意
思
表
示
ハ
表
怠
者
力
其
喚
意
一
一
非
ス
シ
テ
之
ヲ
鳥
シ
タ
ル
爲
〆

…
…
」
と
の
箕
作
委
員
か
ら
の
修
正
案
（
賛
同
者
は
高
木
委
員
）
が
委
員
総
会
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
「
意
思
表
示
ハ
表
意
者
力
其
興
意
二
非
ス
シ
テ
故
ラ
ー
一

之
ヲ
爲
シ
タ
ル
爲
〆
…
…
」
と
の
中
村
委
員
か
ら
の
修
正
案
（
賛
同
者
は
横
田
委
員
）
が
委
員
総
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
て
い
る
。
更
に
ま
た
、

規
定
の
な
い
以
上
意
思
表
示
は
有
効
と
な
る
の
だ
か
ら
心
裡
留
保
に
関
す
る
規
定
を
明
文
化
す
る
必
要
が
な
い
、
と
主
張
す
る
磯
部
委
員
か
ら
の
削
除
案
（
賛

同
者
は
尾
崎
委
員
）
も
委
員
総
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
提
案
は
起
草
委
員
に
よ
り
次
の
よ
う
な
理
由
で
す
べ
て
反
対
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
修
正
案
に
対
し
て
は
、
こ
の
案
が
意
思
表
示
の
効
力
に
つ
き
「
意
思
主
義
」
に
も
「
表
示
主
義
」
に
も
従
わ
な
い
と
な
す
委
員
会
の

立
場
と
は
異
な
っ
て
強
い
「
表
示
主
義
」
に
従
う
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
錯
誤
規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
に
も
な
る
、
ま
た
、
削
除
案
に
対
し
て
は
、
意
思
表

示
の
効
力
に
関
す
る
委
員
会
の
右
の
立
場
に
従
え
ば
心
裡
留
保
に
よ
る
意
思
表
示
は
無
効
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
削
除
案
は
取
引
安
全
の
保
謹

を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
、
と
反
論
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
但
密
に
つ
い
て
は
、
｜
低
相
手
方
力
表
意
者
ノ
表
示
力
其
睡
意
二
非
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
タ
ル

ト
キ
ハ
其
意
思
表
示
ハ
無
效
ト
ス
」
と
の
修
正
案
が
委
員
総
会
に
お
い
て
渋
沢
委
員
（
賛
同
者
は
蝋
部
委
員
〉
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
富
井

起
草
委
員
は
「
「
表
意
者
ノ
填
意
ヲ
知
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
」
卜
言
ヘ
ハ
何
ウ
シ
テ
モ
表
意
者
ノ
腹
ノ
中
一
一
恩
フ
テ
層
ル
コ
ト
ヲ
知
ツ
テ
層
ル
ト
キ
ト
云
う
方
ガ
一

番
能
ク
分
カ
ラ
ゥ
ト
恩
ヒ
マ
ス
」
（
日
本
学
術
振
興
会
・
法
典
調
査
会
民
法
総
会
議
事
速
記
録
第
五
巻
七
一
丁
表
）
、
と
答
弁
し
、
ま
た
、
種
種
（
陳
）
起
草
委

員
は
、
「
『
興
意
ヲ
知
リ
テ
』
卜
云
フ
ト
例
ヘ
ハ
資
ル
積
リ
デ
貸
ス
ト
云
フ
ク
斯
ウ
云
う
時
一
一
ハ
相
手
方
ガ
ア
レ
ハ
質
ル
積
リ
デ
賃
ス
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
云
ツ
タ
卜

云
フ
コ
ト
ヲ
知
ル
場
合
デ
ナ
ヶ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
君
シ
之
ヲ
改
メ
マ
シ
テ
『
興
意
一
一
非
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
』
卜
云
フ
ト
面
ル
秘
リ
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト

ハ
知
ラ
ナ
ィ
ァ
ィ
ッ
ハ
嘘
ヲ
付
イ
テ
届
ル
ト
云
コ
ト
ヲ
知
ツ
タ
ト
キ
ト
云
う
コ
ト
ー
ー
ナ
リ
マ
ス
」
（
前
掲
・
法
典
調
査
会
民
法
総
会
議
事
速
記
録
第
五
巻
七
一
一

丁
表
，
’
七
二
丁
裏
）
、
と
答
弁
し
て
、
両
者
の
意
味
が
異
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
右
の
修
正
案
お
よ
び
削
除
案
は
す
べ
て
採
決
に
付
さ
れ

た
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
主
査
委
員
会
に
お
い
て
も
委
員
総
会
に
お
い
て
も
否
決
さ
れ
、
結
局
、
右
原
案
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
９
）
学
術
振
興
会
・
法
典
調
査
会
民
法
整
理
会
鰻
事
速
記
録
第
二
巻
一
三
三
丁
表
。

遺
贈
と
心
裡
留
保
二
）
（
村
田
）

一一一一一
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（
皿
）
前
掲
・
法
典
調
査
会
民
法
整
理
会
蝋
事
速
記
録
第
二
巻
一
三
六
丁
表
。
も
っ
と
も
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
の
第
一
一
委
員
会
が
「
又
ハ
之
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
へ
カ
リ

ン
」
の
文
言
を
付
加
し
た
の
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
Ｅ
規
定
（
第
二
草
案
九
一
条
）
に
つ
い
て
で
は
な
く
し
て
非
真
意
表
示
に
関
係
す
る
規
定
（
節
二
草
案

九
七
条
）
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
草
案
九
七
条
は
、
非
真
意
表
示
を
一
律
に
無
効
と
し
た
上
で
表
愈
者
に

対
す
る
相
手
方
・
第
三
者
の
信
頼
利
益
の
賠
償
請
求
を
認
め
つ
つ
、
非
真
意
表
示
で
あ
る
こ
と
を
「
知
り
又
は
過
失
に
よ
り
知
ら
な
か
っ
た
（
知
る
こ
と
が
で

き
た
）
」
相
手
方
・
第
三
者
に
対
し
て
は
右
の
賠
侭
請
求
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
民
法
の
心
裡
留
保
規
定
（
九
一
一
一
条
）
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
草

案
に
規
定
さ
れ
た
「
心
裡
留
保
〈
狭
義
と
規
定
と
も
非
真
意
表
示
規
定
と
も
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
遠
田
教
授
は
、
善
意
・
無
過
失
で

あ
る
相
手
方
に
対
す
る
関
係
で
心
裡
留
保
に
よ
る
意
思
表
示
を
無
効
視
す
る
日
本
民
法
九
一
一
一
条
の
規
定
を
「
立
法
上
の
明
か
た
ミ
ス
」
、
と
適
切
に
述
べ
て
い

る
（
同
前
掲
・
代
理
法
理
論
の
研
究
二
三
九
頁
、
同
前
掲
「
契
約
解
釈
の
一
一
元
性
ｌ
褒
見
代
理
及
び
虚
偽
表
示
瀞
に
お
け
る
綱
手
方
保
繊
嬰
件
を
中
心

と
し
て
ｌ
」
三
七
夏
．

（
ｕ
一
整
理
会
で
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
米
倉
・
前
掲
「
民
法
灘
義
ｌ
総
則
」
法
学
教
室
七
七
号
二
九
頁
以
下
参
蝋
。
な
お
、
股
終
案
は
「
民
法
中
修
正
案
」

と
し
て
第
九
回
帝
国
議
会
（
一
八
九
六
年
［
明
治
二
九
年
］
一
月
一
一
二
日
）
に
提
出
さ
れ
審
議
さ
れ
た
が
、
廣
中
俊
雄
縞
・
第
九
同
帝
國
議
愈
の
民
法
密
議

（
有
斐
閣
二
九
八
六
年
［
昭
和
六
一
年
］
〉
を
見
る
限
り
、
衆
議
院
民
法
中
修
正
案
委
員
会
（
第
九
同
帝
國
議
會
衆
議
院
民
法
中
修
正
案
委
員
會
速
記
録
第
四

鱗
二
九
’
三
一
頁
［
贋
中
編
・
前
掲
懇
一
一
一
一
’
一
一
一
一
一
一
頁
に
掲
載
］
）
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
貴
族
院
の
民
法
中
修
正
案
特
別
委
員
会
（
贋
中
編
・
前
掲
書

七
八
頁
以
下
参
照
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
心
裡
留
保
規
定
（
民
法
中
修
正
案
九
一
一
一
条
）
は
質
疑
さ
れ
て
い
な
い
。

（
瞳
）
前
掲
・
法
典
調
査
会
民
法
整
理
会
識
事
速
記
録
第
二
巻
一
三
六
丁
表
。

両
）
後
述
第
三
章
第
一
節
□
参
照
。

（
Ｍ
）
そ
の
他
に
も
次
の
点
が
参
考
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
主
査
委
員
会
（
第
一
一
一
回
．
一
八
九
四
年
［
明
治
二
七
年
］
三
月
一
一
日
］
）
の
席
上
に
て

富
井
起
草
委
員
が
修
正
原
案
九
四
条
二
項
（
現
行
民
法
九
六
条
一
一
項
）
の
立
法
理
由
を
説
明
し
て
、
「
例
ヘ
パ
契
約
ノ
場
合
契
約
ノ
場
合
デ
相
手
方
デ
ナ
シ
ー
ー

外
ノ
者
ガ
詐
欺
ヲ
行
ツ
テ
、
、
、
、
、
シ
ダ
場
合
相
手
方
ハ
其
事
寅
ヲ
知
ツ
テ
届
ツ
タ
ト
云
う
場
合
或
人
ガ
詐
欺
ヲ
行
ツ
タ
卜
云
フ
コ
ト
ヲ
知
ツ
テ
届
ツ
タ
ト

云
う
場
合
ハ
相
手
方
二
對
シ
テ
其
契
約
ノ
取
梢
ヲ
許
ス
或
人
一
一
對
ス
ル
意
思
表
示
、
或
人
一
一
封
セ
ナ
イ
モ
ノ
ハ
極
ク
少
ナ
ィ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
ヶ
レ
ド
モ
」
（
前

掲
・
法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
六
巻
一
一
一
七
丁
表
）
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
が
意
思
表
示
を
「
相

手
方
あ
る
意
思
表
示
」
と
「
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
」
と
に
分
け
て
い
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
委
員
総
会
（
第
一

四
回
・
’
八
九
四
年
［
明
治
二
七
年
］
一
一
一
月
二
三
日
）
の
席
上
で
、
箕
作
委
員
が
「
此
九
十
六
條
ノ
ー
一
項
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
ガ
『
或
人
二
對
ス
ル
意
思
表
示
』
ト

ア
リ
マ
ス
ガ
此
『
或
人
二
封
ス
ル
』
ト
云
う
語
ハ
私
ハ
無
用
卜
思
ヒ
マ
ス
体
裁
モ
宜
シ
ク
ァ
リ
マ
セ
ヌ
ヵ
ラ
削
ツ
テ
仕
舞
ツ
タ
方
ガ
宜
カ
ラ
ゥ
ト
恩
ヒ
マ
ス
’
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こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
心
裡
留
保
規
定
（
九
三
条
）
に
つ
い
て
の
起
草
者
の
基
本
的
な
考
え
方
が
そ
の
ま
ま
通
説
と
し
て
確
立
し
た
。

し
か
し
他
方
、
と
も
に
総
則
編
の
通
則
性
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
九
三
条
但
書
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手
方
」
の
意
味
内
容
を
右
の
通
説
に
お

遺
贈
と
心
裡
留
保
（
二
（
村
田
）

一一一一一一一

曰
第
一
期
旧
通
説
が
確
立
す
る
一
方
で
少
数
説
も
登
場
し
た
時
期
（
民
法
典
成
立
直
後
か
ら
一
九
一
一
一
一
一
年
［
大
正
一
一
一
年
］
ま
で
）

体
「
第
三
者
』
卜
云
フ
コ
ト
ハ
九
十
四
條
［
現
行
民
法
九
四
条
］
一
一
出
テ
居
リ
マ
ス
ル
ガ
詰
り
相
手
方
ト
云
う
者
ガ
起
ラ
ナ
イ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
此
慮
ハ
即
チ

相
手
方
ノ
コ
ト
グ
ラ
ゥ
ト
恩
ヒ
マ
ス
ガ
同
ジ
人
間
一
一
ナ
ル
ダ
ラ
ウ
ト
恩
イ
マ
ス
ル
相
手
方
卜
第
三
者
卜
意
思
表
示
ヲ
爲
ス
人
卜
斯
ウ
言
ヘ
ハ
分
ツ
タ
話
デ
此
所

二
限
ツ
テ
特
一
一
『
或
人
』
卜
云
フ
コ
ト
ヲ
轡
ク
ノ
ハ
無
用
卜
思
ヒ
マ
ス
詰
り
是
ハ
誠
二
要
ラ
ヌ
コ
ト
ト
肴
へ
マ
ス
ル
カ
ラ
「
或
人
二
封
ス
ル
」
ト
云
う
六
字
ヲ

削
除
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ミ
マ
ス
」
（
前
掲
・
法
典
調
査
会
民
法
総
会
議
事
速
記
録
五
巻
九
○
丁
裏
’
九
一
丁
表
）
、
と
修
正
案
を
提
案
（
賛
同
者
は
高
木
委
員
）

し
た
の
に
対
し
て
、
梅
起
草
委
員
が
次
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
『
意
思
表
示
一
一
付
キ
第
三
者
ガ
詐
欺
ヲ
行
ヒ
タ
ル
場
合
」
卜
云
フ
ャ
ウ
ニ

『
意
思
表
示
』
卜
云
フ
コ
ト
ガ
突
出
ス
ル
ノ
ハ
餘
程
奇
妙
ナ
コ
ト
ー
ー
ナ
ル
卜
思
ヒ
マ
ス
ル
加
之
ナ
ラ
ス
『
或
人
一
一
對
ス
ル
」
卜
云
フ
ノ
ハ
除
程
考
ヘ
テ
用
イ
ク

文
字
デ
ァ
リ
マ
ス
第
一
ニ
此
『
第
三
者
』
卜
云
フ
モ
ノ
ガ
出
テ
来
ル
ニ
ハ
先
シ
「
第
一
者
」
『
第
二
者
」
卜
云
フ
モ
ノ
ガ
其
魔
ニ
ナ
ク
テ
ハ
性
カ
ヌ
、
所
ガ
意

思
表
示
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
必
ズ
シ
モ
第
二
者
ノ
ァ
ル
モ
ノ
デ
ハ
ァ
リ
マ
セ
ヌ
意
思
表
示
ニ
モ
公
衆
一
般
二
對
ス
ル
意
思
表
示
杯
ハ
相
手
方
ハ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ヌ
然
ウ

云
ゥ
場
合
一
一
〈
第
三
者
卜
云
フ
モ
ノ
モ
出
来
マ
セ
ヌ
夫
レ
デ
ァ
リ
マ
ス
カ
ラ
意
思
表
示
ノ
中
一
一
ハ
相
手
方
二
對
ス
ル
モ
ノ
、
併
ナ
ガ
ラ
未
ダ
相
手
方
ガ
極
マ
ラ

ヌ
中
ハ
相
手
方
卜
云
フ
コ
ト
ハ
出
来
マ
セ
ヌ
ヵ
ラ
「
或
人
二
封
ス
ル
」
卜
云
フ
ノ
デ
ァ
ル
始
〆
一
一
『
或
人
二
封
ス
ル
意
思
表
示
」
卜
言
へ
ハ
モ
ウ
相
手
方
卜
言

ハ
レ
マ
ス
ヶ
レ
ト
モ
始
〆
一
一
意
思
表
示
卜
云
フ
モ
ノ
ガ
出
ナ
イ
中
カ
ラ
『
相
手
方
二
封
ス
ル
意
思
表
示
』
卜
言
ハ
レ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
無
搬
餘
リ
面
白
ク
ゴ
ザ
イ
マ

セ
ヌ
ヶ
レ
ト
モ
止
ム
ヲ
得
ズ
断
ゥ
云
う
字
ヲ
便
ウ
必
要
ヲ
感
ジ
タ
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
若
シ
之
ヲ
取
り
マ
ス
ト
甚
ダ
奇
妙
ナ
コ
ト
ー
ー
ナ
リ
ハ
シ
ナ
イ
カ
ト
云
う
肴
ヘ

ヲ
持
テ
居
り
マ
ス
」
（
前
掲
・
法
典
調
査
会
民
法
総
会
議
事
速
記
録
五
巻
九
一
裏
’
九
一
一
丁
表
）
、
と
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
が
意
思
表

示
規
定
中
の
「
相
手
方
」
を
「
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
」
に
お
け
る
そ
の
相
手
方
と
解
し
て
い
た
、
と
い
い
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

尼
）
前
掲
・
未
定
稿
本
・
民
法
修
正
案
理
由
轡
七
八
頁
。
前
掲
・
怯
典
調
査
会
民
法
主
査
会
識
事
速
記
録
六
巻
八
四
丁
奥
’
八
五
丁
表
も
同
文
。

第
二
節
学
説
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紹
介
す
る
。

法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
三
四

け
る
と
同
じ
に
は
必
ず
し
も
解
す
べ
き
で
な
い
と
な
す
学
説
や
、
狭
義
の
「
心
裡
留
保
」
と
非
真
意
表
示
と
を
区
別
す
べ
き
だ
と
な
す
注

目
す
べ
き
学
説
も
、
少
数
な
が
ら
登
場
し
て
い
た
。
以
下
、
こ
の
時
期
の
通
説
を
旧
通
説
と
呼
称
し
、
旧
通
説
・
少
数
説
の
順
で
こ
れ
を

、
旧
通
説

旧
通
説
は
、
九
三
条
の
立
法
趣
旨
を
基
本
的
に
は
起
草
者
に
お
け
る
と
同
じ
に
考
え
つ
つ
、
そ
れ
が
特
に
「
相
手
方
ノ
保
護
」
に
あ
る

と
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
散
荷
す
る
。
す
な
わ
ち
、
意
思
表
示
の
効
力
の
あ
り
方
に
つ
き
フ
ラ
ン
ス
民
法
お
よ
び
旧
民
法
に
お
け
る
ご
と

（
１
）
 

く
「
意
思
主
義
」
の
原
則
に
従
っ
て
心
裡
留
保
に
よ
る
意
思
表
一
水
を
無
効
視
す
る
な
ら
、
当
該
表
示
の
有
効
性
を
信
頼
し
た
相
手
方
は

不
慮
の
損
害
を
被
ら
ざ
る
を
え
ず
、
し
か
も
、
そ
の
相
手
方
は
損
害
賠
償
請
求
権
（
七
○
九
条
）
に
よ
り
確
実
に
救
済
さ
れ
る
と
は
限
ら

（
ワ
こ

ず
、
む
し
ろ
相
手
方
の
保
護
と
し
て
は
か
か
る
意
思
表
示
を
有
効
視
す
る
こ
と
の
方
が
よ
り
確
実
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
更
に
そ
の

後
、
九
三
条
本
文
が
そ
の
適
用
範
囲
を
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
限
定
し
て
は
い
な
い
こ
と
か
ら
、
同
条
本
文
の
立
法
理
由
と
し
て
直
接

（
３
）
 

の
相
手
方
の
保
護
の
み
な
ら
ず
一
般
第
三
者
の
保
謹
を
も
明
示
す
る
学
説
が
旧
通
説
中
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き
て
い
た
。

次
に
、
九
三
条
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
も
、
旧
通
説
は
、
総
則
編
の
通
則
性
を
前
提
と
す
る
起
草
者
と
同
じ
く
、
ま
ず
、
同
条
本
文
に

つ
い
て
は
、
婚
姻
の
無
効
に
関
す
る
旧
七
七
八
条
（
現
行
七
四
一
一
条
）
や
養
子
縁
組
の
無
効
に
関
す
る
旧
八
五
一
条
（
現
行
八
○
二
条
）
の

ご
と
き
特
別
規
定
が
な
い
限
り
、
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
で
あ
る
と
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
財
産
的
法

律
行
為
を
組
成
す
る
意
思
表
示
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
意
思
表
示
に
対
し
て
適
用
可
能
、
次
に
、
同
条
但
瞥
に
つ
い
て
は

（
４
）
 

同
条
本
文
の
適
用
を
受
け
る
意
思
表
示
の
う
ち
の
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
対
し
て
の
み
適
用
可
能
、
と
考
え
た
。
そ
う
し
て
、
旧
通

説
が
同
条
但
書
の
適
用
範
囲
を
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
限
定
す
る
こ
と
の
理
由
と
し
て
は
、
当
該
但
書
に
お
い
て
「
相
手
方
‐
｜
と
明
示
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（
５
）
 

さ
れ
て
い
る
と
い
う
形
式
的
な
理
由
を
挙
げ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
な
の
だ
が
、
そ
の
他
に
０
℃
、
後
述
の
少
数
反
対
説
（
特
に
中
島
〈
玉
）

説
）
に
対
抗
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
理
由
を
挙
げ
る
学
説
も
僅
か
な
が
ら
存
在
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
一
一
潴
博
士
は
、
「
本
［
九
一
一
一
］
條

本
文
ハ
相
手
方
ア
ル
意
思
表
示
タ
ル
ト
否
ト
ヲ
厘
別
セ
ス
ト
錐
モ
其
但
書
ノ
適
用
ヲ
見
ル
ハ
法
文
上
唯
相
手
方
ア
ル
意
思
表
示
二
限
ル
モ

ノ
ト
解
ス
ル
ノ
外
ナ
シ
ト
ス
ル
通
説
ヲ
採
ル
ヘ
シ
」
、
と
主
張
し
、
そ
う
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
斯
ク
解
ス
ル
ト
キ
ハ
戯
一
一
作
成
シ

タ
ル
遺
言
書
戯
一
一
爲
シ
タ
ル
所
有
槽
ノ
拡
棄
等
モ
皆
常
二
有
效
卜
爲
ル
ノ
不
都
合
ア
ル
カ
如
シ
ト
錐
モ
…
…
特
定
ノ
相
手
方
ナ
ク
従
ツ
テ

（
６
）
 

贋
ク
法
律
交
通
二
影
響
『
プ
輿
フ
ヘ
キ
行
爲
二
付
キ
此
種
ノ
行
爲
ヲ
爲
シ
タ
ル
者
『
フ
保
護
セ
サ
ル
法
意
ナ
リ
ト
解
ス
ヘ
シ
」
（
省
略
は
引
用

者
）
、
と
述
べ
て
、
不
特
定
の
者
を
対
象
と
す
る
意
思
表
示
を
心
裡
留
保
に
よ
り
な
し
た
者
を
保
謎
す
る
必
要
性
が
存
し
な
い
、
と
い
う

こ
と
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。

（
７
）
 

更
に
ま
た
、
旧
通
説
は
、
冗
談
（
戯
言
）
の
ご
と
き
Ｊ
も
の
が
心
裡
留
保
の
一
態
様
と
し
て
九
一
一
一
条
の
適
用
を
受
け
う
る
こ
と
を
目
明

視
し
つ
つ
、
か
か
る
表
示
の
効
力
の
あ
り
方
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
の
場
合
に
お
い

て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
冗
談
で
あ
る
こ
と
を
相
手
方
が
知
り
ま
た
は
知
り
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
同
条
但
書
の
規
定
に
従
い

通
常
無
効
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
限
り
で
は
か
か
る
表
示
を
常
に
無
効
と
構
成
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
八
条
と
同
一
の
帰
結
を
も
た
ら

（
８
）
 

す
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
述
の
ご
と
く
九
一
二
条
但
書
の
適
用
を
受
け
る
余
地

が
な
い
か
ら
、
同
条
本
文
に
従
い
常
に
有
効
と
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
「
戯
一
一
作
成
シ
タ
ル
遺
言
瞥
戯
一
一
爲
シ
タ
ル
所

有
槽
ノ
遡
棄
」
の
ご
と
き
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
立
場
と
は
異
な
り
す
べ
て
有
効
と
な
る
が
、
こ
の
帰
結
に
つ
い
て
、
旧
通
説
は
前
述
の
ご
と
く
一

般
公
衆
の
保
護
を
そ
の
実
質
的
な
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

遺
贈
と
心
裡
留
保
〈
二
（
村
田
）

＝ 
一

五
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中
島
（
玉
）
博
士
は
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
が
心
裡
留
保
に
よ
り
な
さ
れ
た
場
合
の
法
的
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
旧
通
説
を

批
判
し
て
独
自
の
学
説
を
展
開
し
た
日
本
で
恐
ら
く
は
最
初
の
学
者
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
同
博
士
は
、
九
三
条
但
瞥
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手

方
」
の
意
味
内
容
を
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
お
け
る
そ
の
相
手
方
と
解
す
な
ら
、
「
例
ヘ
ハ
戯
二
遺
言
書
ヲ
作
り
受
遺
者
相
績
人
等
皆

其
戯
ナ
ル
ヲ
知
ル
、
又
ハ
一
人
ア
リ
戯
二
其
所
有
槽
ヲ
拠
棄
ス
隣
人
其
戯
ナ
ル
ヲ
知
テ
之
レ
ヲ
占
有
ス
」
ろ
）
」
と
き
場
合
で
も
、
「
本

［
九
一
一
一
］
條
但
書
ノ
適
用
ナ
キ
カ
故
二
遺
言
、
所
有
楢
ノ
拠
棄
皆
有
效
タ
ラ
サ
ル
ヲ
得
」
な
く
な
る
た
め
、
「
極
メ
テ
不
都
合
ナ
ル
結
果
」

（
９
）
 

を
生
じ
る
こ
‐
と
に
な
る
、
と
当
時
の
通
説
（
旧
通
説
）
を
批
判
す
る
。
そ
こ
で
、
遺
言
や
所
有
権
の
放
棄
の
ご
と
き
も
の
を
相
手
方
の

（
い
）

な
い
意
思
表
示
と
解
し
つ
つ
も
、
「
本
［
九
一
一
一
］
條
相
手
方
ノ
意
義
ヲ
廣
義
二
例
ヘ
ハ
『
他
人
』
ト
云
う
力
如
ク
ニ
解
シ
得
ト
セ
ハ
其
弊

（
、
）

ヲ
除
ク
ヲ
得
可
シ
」
、
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
中
島
（
玉
）
博
士
は
、
総
則
編
の
通
則
性
、
お
よ
び
、
相
手
方
あ
る
意
思
表
一
不
と
相

手
方
の
な
い
意
思
表
示
と
の
区
別
、
を
前
提
と
す
る
点
で
は
旧
通
説
と
立
場
を
同
じ
に
す
る
が
、
九
三
条
但
瞥
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手
方
」

の
意
味
内
容
に
つ
い
て
は
旧
通
説
に
反
対
し
て
、
右
の
「
相
手
方
」
の
意
味
内
容
を
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
お
け
る
そ
の
相
手
方
に
限

定
せ
ず
広
く
利
害
関
係
人
と
把
え
直
す
こ
と
に
よ
り
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
に
対
し
て
も
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
お
け
る
と
同
一

の
法
的
処
理
を
な
し
う
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
心
裡
留
保
に
よ
り
な
さ
れ
た
遺
贈
の
効

力
は
、
利
害
関
係
人
（
例
、
受
適
者
）
が
心
裡
留
保
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
善
意
・
無
過
失
で
あ
れ
ば
九
三
条
本
文
に
よ
り
有
効
、
反
対
に

｛
プ
ロ
０
０
■
『
ｊ
Ｊ
ｐ
ｐ
。
■
胡
『
５
■
■
▲
９
１
５

－
」
の
時
期
の
学
説
の
基
本
的
特
徴
は
親
族
・
相
続
両
編
に
対
す
る
総
則
編
の
通
則
性
を
前
提
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
大

枠
の
中
に
止
．
ま
．
り
な
か
ら
も
旧
通
説
と
異
●
一
な
る
立
場
を
採
る
次
の
よ
う
な
一
一
類
型
の
少
数
説
が
登
場
し
た
。

法
学
志
林

幻
少
数
説

山
中
島
（
玉
）
説

中
島
（
玉
）
博
士
は
、

第
八
十
七
巻
第
四
号

一
一
一
二
ハ
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②
穂
積
（
重
）
説

（
脳
）

穂
積
（
重
）
博
士
の
学
説
は
、
学
説
史
上
で
は
一
般
に
次
の
時
期
に
位
置
づ
け
．
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺

贈
の
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
と
い
う
本
稿
の
テ
ー
マ
と
の
関
係
で
は
、
起
草
者
の
考
え
方
に
基
本
的
に
従
っ
た
旧
通
説
を
こ
の
時
期
の
末

に
批
判
し
て
い
る
か
ら
、
本
稿
で
は
同
説
を
こ
の
時
期
の
少
数
説
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
穂
積
（
重
）
博
士
は
、
意
思
と
表
示
が
一
致
し
な
い
場
合
を
「
非
真
意
表
示
」
と
呼
称
し
た
上
で
、
こ
れ
を
二
分
し
、
表
意
者

が
そ
の
不
一
致
を
知
ら
な
い
場
合
を
「
錯
誤
」
、
知
っ
て
い
る
場
合
を
「
虚
偽
表
示
」
、
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
す
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
う
ち

の
「
虚
偽
表
示
」
を
更
に
二
分
し
て
、
相
手
方
と
通
謀
し
て
い
る
場
合
を
「
通
謀
虚
偽
表
示
」
、
相
手
方
と
通
謀
し
て
い
な
い
場
合
を
「
単

独
虚
偽
表
示
」
、
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
し
、
更
に
ま
た
、
「
単
独
虚
偽
表
示
」
を
「
相
手
方
が
之
を
眞
意
の
表
示
と
恩
ふ
で
あ
ら
う
と
云
ふ
こ

と
が
豫
期
さ
れ
る
場
合
」
（
狭
義
の
「
心
裡
留
保
」
と
「
相
手
方
も
亦
之
を
眞
意
の
表
示
と
は
恩
ふ
ま
い
と
豫
期
さ
れ
る
場
合
」
と
に
区

（
咽
）

別
し
、
後
者
を
特
に
「
譜
諺
表
一
不
」
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
お
よ
び
本
稿
に
い
わ
ゆ
る
非
真
意
表
一
不
）
と
呼
称
す
る
。
そ
う
し
て
次
に
、
「
譜
護
表

示
」
が
九
三
条
の
適
用
を
受
け
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
「
単
独
虚
偽
表
示
」
と
「
譜
護
表

示
」
と
を
区
別
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｂ
と
両
者
を
殊
更
に
は
区
別
し
な
い
日
本
民
法
と
の
両
法
を
比
較
し
て
、
「
例
へ
ば
標
本
と
し
て
作
っ
た
遺
言

瞥
や
戯
れ
に
し
た
所
有
樋
の
批
棄
な
ど
」
の
ご
と
く
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
に
つ
い
て
、
九
三
条
但
書
適
用
の
余
地
を
否
定
し
て
こ
れ

を
有
効
視
す
る
日
本
民
法
よ
り
も
こ
れ
を
「
譜
譲
表
示
」
と
し
て
無
効
視
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｂ
の
方
が
日
本
民
法
よ
り
も
立
法
的
に
優
れ
て
い
る
、

（
Ｍ
）
 

と
指
摘
す
る
。
し
か
し
次
に
、
日
本
民
法
の
具
体
的
な
解
釈
と
し
て
は
、
「
単
独
虚
偽
表
一
不
」
と
「
譜
譜
表
一
不
」
と
を
区
別
す
る
メ
ル
ク

マ
ー
ル
を
真
意
の
欠
峡
が
見
過
ご
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
表
意
者
の
期
待
Ⅱ
主
観
的
標
準
に
求
め
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
立
場
に
は
反
対
し
、

遺
鰡
と
心
裡
留
保
二
）
（
村
田
）

一
三
七

悪
意
・
有
過
失
で
あ
れ
ば
同
条
但
書
に
よ
り
無
効
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
三
八

「
第
九
三
條
を
興
意
の
表
示
で
な
い
こ
と
が
客
観
的
に
は
充
分
明
白
で
は
な
い
場
合
の
規
定
」
と
し
て
こ
の
場
合
に
は
旧
通
説
に
お
け
る

．
（
旧
）

と
同
じ
く
当
該
の
道
一
一
一
一
口
を
有
効
視
す
る
が
、
「
眞
意
の
表
示
で
な
い
こ
と
が
客
観
的
に
充
分
明
白
な
意
思
表
示
は
該
條
［
九
一
一
一
条
］
に
拘

（
焔
）

ら
ず
當
然
無
效
」
と
す
べ
し
、
と
考
憧
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
教
室
設
例
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
「
遺

贈
一
の
ご
と
き
も
の
は
当
然
に
無
効
と
な
り
、
真
意
の
表
示
で
な
い
こ
と
が
客
観
的
に
は
明
ら
か
で
な
い
遺
贈
は
九
一
一
一
条
に
よ
り
有
効
、

贈
」
の
ご
と
き
も
の
は
坐

（
汀
）

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
旧
通
説
（

と
こ
ろ
で
、
旧
通
説
の
確
立
期
で
あ
る
こ
の
時
期
に
お
い
て
こ
れ
に
反
対
す
る
右
の
よ
う
な
学
説
が
少
数
な
が
ら
も
登
場
し
た
背
景
に

は
次
の
よ
う
な
事
情
が
主
に
存
在
し
て
い
た
、
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
総
則
編
の
通
則
性
が
学
説
上

一
般
に
自
明
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
学
説
は
総
則
編
中
の
意
思
表
示
規
定
と
相
続
編
中
の
過
言
と
の
関
係
を
自
由
か
つ
活
発
に
議
論

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
。
第
二
に
、
明
治
末
期
に
な
る
と
学
説
は
ド
イ
ツ
法
（
学
）
か
ら
圧
倒
的
な
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な

る
の
だ
が
、
日
本
民
法
下
で
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
と
非
真
意
表
示
と
が
殊
更
に
区
別
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
相
手
方
の
な
い
意

思
表
示
に
お
い
て
な
さ
れ
た
非
真
意
表
示
が
九
三
条
本
文
に
従
っ
て
常
に
有
効
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
右
の
帰
結
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
そ
れ
と
全

く
異
な
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
日
本
法
の
下
で
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
帰
結
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
努
力
も
学
説
上
な
さ
れ
た
こ
と
、
と
い
う
の
が
そ

れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
少
数
説
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
問
題
点
な
い
し
方
向
性
は
、
そ
の
後
、
次
の
第
二
期
を
支
配
し
た
．
総

則
編
の
通
則
性
を
否
定
す
る
学
説
の
大
勢
に
圧
倒
さ
れ
て
か
、
十
分
に
立
ち
入
っ
た
検
討
を
受
け
え
な
い
ま
ま
、
現
在
に
至
っ
た
の
で
あ

る
◎ （
１
）
こ
の
当
時
、
心
裡
留
保
は
「
意
中
ノ
留
保
」
あ
る
い
は
「
興
意
ノ
留
保
」
と
も
呼
称
さ
れ
て
い
た
（
梅
謙
次
郎
・
民
法
原
理
総
則
編
巻
之
一
一
［
法
政
大

学
・
明
法
堂
・
一
九
○
四
年
〈
明
治
三
七
年
〉
］
一
一
一
五
九
頁
、
蝿
山
秀
夫
・
法
律
行
為
乃
至
時
効
〈
分
冊
第
一
・
一
一
版
〉
［
一
一
一
番
樫
出
版
・
一
九
一
一
年
〈
明
治
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四
四
年
〉
ｌ
初
版
は
一
九
一
○
年
〈
明
治
四
三
年
〉
九
九
頁
参
照
］
）
。

（
２
）
梅
・
前
掲
・
民
法
原
理
三
五
九
’
三
六
○
頁
、
富
井
正
章
・
民
法
原
論
第
一
巻
総
論
〈
訂
正
七
版
〉
（
有
斐
閣
瞥
房
・
’
九
○
八
年
［
明
治
四
一
年
］

ｌ
初
版
は
一
九
○
三
年
［
明
治
三
六
年
］
’
一
九
一
一
年
［
明
治
三
七
年
］
一
三
五
○
頁
・
松
波
仁
一
郎
・
仁
保
砲
松
・
仁
井
田
益
太
郎
・
帝
国
民
法
正
解
第

査
巻
く
訂
正
再
版
〉
（
日
本
法
律
学
校
・
一
八
九
八
年
［
明
治
三
一
年
］
ｌ
初
版
は
一
八
九
六
年
［
明
治
二
九
年
］
）
五
七
一
’
五
七
二
頁
・
同
旨
、
穂
楓
重

遠
・
民
法
総
論
・
下
巻
（
有
斐
閣
書
房
・
’
九
一
二
年
［
大
正
一
○
年
］
）
五
四
頁
。
な
お
、
梅
博
士
は
、
上
述
の
他
に
、
心
裡
留
保
に
よ
る
意
思
表
示
を
無

効
と
す
る
な
ら
、
「
人
言
ヲ
信
シ
テ
取
引
ヲ
爲
ス
コ
ト
能
ハ
ス
爲
メ
ニ
信
用
ノ
發
達
ヲ
害
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
本
條
一
一
於
テ
ハ
特
二
相
手
方
ヲ
保
護
ス
ル

爲
〆
意
思
卜
表
示
ト
ノ
合
ハ
サ
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
表
示
ヲ
以
テ
意
思
一
一
合
ス
ル
モ
ノ
ト
見
倣
シ
之
ヲ
シ
テ
充
分
ノ
效
力
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ト
シ
タ
ル
ナ
リ
」
、

と
も
述
べ
て
い
る
一
同
・
民
法
要
鍵
巻
之
一
総
則
編
〈
訂
正
増
補
二
四
版
〉
［
法
政
大
学
・
中
外
出
版
社
・
有
斐
閣
轡
房
・
’
九
○
五
年
〈
明
治
三
八
年
〉
ｌ

初
版
は
一
八
九
六
年
〈
明
治
二
九
年
〉
］
一
二
一
頁
）
。

（
３
）
例
え
ば
、
小
山
温
・
法
律
教
科
樽
・
民
法
総
則
（
東
京
専
門
学
校
出
版
部
・
’
九
○
一
年
［
明
治
三
四
年
］
）
七
七
頁
は
、
九
三
条
本
文
の
規
定
に
反
し

て
心
裡
留
保
に
よ
る
意
思
表
示
を
無
効
と
な
す
な
ら
、
「
善
意
の
人
を
害
し
取
引
の
安
全
を
保
つ
こ
と
能
は
さ
る
」
（
同
旨
、
同
講
述
・
民
法
総
則
完
［
東
京
専

門
学
校
・
発
行
年
不
祥
］
一
四
一
頁
）
、
ま
た
、
松
岡
義
正
・
民
法
論
・
総
則
（
滑
水
瞥
店
二
九
○
七
年
［
明
治
四
○
年
］
）
四
五
一
頁
は
、
本
条
本
文
の
立
・

法
趣
旨
に
つ
き
、
「
取
引
ノ
安
全
ヲ
保
趣
シ
相
手
方
又
ハ
第
三
者
ヲ
シ
テ
不
測
ノ
損
害
ヲ
被
ル
コ
ト
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
カ
爲
〆
」
、
と
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
る
（
な
お
、

松
岡
・
前
掲
・
民
法
論
・
総
則
四
五
一
一
頁
参
照
）
。

（
４
）
例
え
ば
、
富
井
・
前
掲
・
民
法
原
論
三
五
一
一
’
三
五
三
頁
、
川
名
兼
四
郎
識
述
・
民
法
総
論
・
全
く
改
訂
増
補
版
〉
（
金
刺
芳
流
堂
・
一
九
○
三
年
［
明

治
三
六
年
］
）
’
一
一
四
二
頁
、
同
日
本
民
法
総
論
（
金
刺
芳
流
堂
・
一
九
一
四
年
［
大
正
三
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
一
二
年
［
明
治
四
五
年
］
）
二
○
九
頁
、
平

沼
騏
一
郎
・
民
法
総
論
・
全
く
日
本
大
学
・
有
斐
閣
書
房
・
’
九
○
五
年
［
明
治
一
一
一
八
年
］
）
四
六
一
一
’
四
六
三
頁
、
松
岡
・
前
掲
・
民
法
論
四
五
一
’
四
五

二
頁
、
姻
山
・
前
掲
・
法
律
行
為
乃
至
時
効
一
○
六
頁
、
三
潴
億
三
・
民
法
総
則
提
要
・
第
三
冊
〈
五
版
〉
（
有
斐
閣
・
’
九
一
一
五
年
［
大
正
一
四
年
］
ｌ
初

版
は
一
九
二
一
年
［
大
正
一
○
年
］
）
三
三
六
頁
、
同
民
法
総
則
提
要
・
下
巻
〈
全
打
九
版
〉
（
有
斐
閣
・
’
九
三
一
年
［
昭
和
六
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
一
一

一
年
［
大
正
一
○
年
］
）
二
九
九
頁
、
雌
遺
文
嚢
・
日
本
民
法
要
論
・
第
一
巻
総
論
〈
三
版
〉
（
弘
文
堂
轡
房
・
一
九
二
四
年
［
大
正
一
三
年
］
ｌ
初
版
は
一

九
一
一
一
年
［
大
正
一
○
年
］
）
一
一
一
一
一
○
頁
・
’
一
一
○
八
頁
。

（
５
）
例
え
ば
、
富
井
・
前
掲
・
民
法
原
論
三
五
三
頁
、
鳰
山
・
前
掲
・
法
律
行
為
乃
至
時
効
一
○
六
頁
、
長
島
穀
・
民
法
総
則
綱
要
〈
厳
松
堂
書
店
・
一
九
一
一

三
年
［
大
正
一
一
一
年
］
一
一
七
六
頁
、
同
・
民
法
総
論
〈
全
改
訂
五
版
〉
（
巌
松
堂
轡
店
・
一
九
二
五
年
［
大
正
一
四
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
二
○
年
［
大
正
九

年
］
）
三
九
六
頁
、
遊
佐
圏
夫
・
民
法
概
論
（
総
則
繭
｝
〈
全
訂
七
版
〉
（
有
斐
閣
・
’
九
二
五
年
［
大
正
一
四
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
一
一
○
年
［
大
正
九
年
］
一

過
鯛
と
心
裡
留
保
（
こ
（
村
田
）

一
三
九
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二
三
五
’
一
一
一
一
一
六
頁
。

（
６
）
一
一
一
潴
・
前
掲
・
民
法
総
則
提
要
・
第
三
冊
三
一
一
一
六
頁
。
同
・
前
掲
・
民
法
総
則
提
要
・
下
巻
三
○
○
頁
も
同
旨
。

（
７
）
冗
談
（
戯
言
）
の
一
例
と
し
て
、
梅
博
士
は
、
「
表
怠
者
力
平
生
好
ミ
テ
戯
言
ヲ
吐
ク
者
一
一
シ
テ
且
相
手
方
力
表
意
者
ヨ
リ
贈
輿
ヲ
受
ク
ヘ
キ
理
由
ナ
キ

ニ
高
償
ナ
ル
物
ヲ
贈
輿
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
表
示
シ
タ
ル
場
合
」
、
を
挙
げ
て
い
る
（
同
・
前
掲
・
民
法
要
義
二
一
一
頁
、
同
旨
、
同
．
前
掲
・
民
法
原
理
一
一
一
六
一
一
一
頁
）
。

（
８
）
例
え
ば
、
蝋
山
・
前
掲
・
法
律
行
為
乃
至
時
効
一
○
一
頁
。
更
に
、
嶋
山
博
士
は
、
「
立
法
論
ト
シ
テ
ハ
主
観
的
標
準
一
一
依
ル
濁
逸
民
法
ノ
主
義
ヨ
リ
モ

客
観
的
標
準
一
一
依
ル
我
民
法
ノ
主
義
力
取
引
ノ
安
全
ト
云
う
黙
ヨ
リ
見
テ
寵
ロ
常
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
僧
ス
」
（
同
．
前
掲
・
法
律
行
為
乃
至
時
効
一
○
一
頁
）
、

両
）
中
島
一

二
頁
も
同
旨
。

（
９
）
中
島
玉
吉
と

八
八
’
四
八
九
頁
。

（
、
）
中
島
玉
吉
。

（
、
）
中
島
（
玉
）
・
前
掲
・
民
法
釈
義
四
八
九
頁
。
な
お
、
近
時
、
米
倉
教
授
は
、
「
中
島
説
は
「
法
律
概
念
の
相
対
性
』
…
…
を
、
同
［
九
一
一
一
］
条
但
書
の

『
相
手
方
』
に
適
用
し
た
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
（
省
略
は
引
用
者
）
、
と
述
べ
て
い
る
（
同
．
「
民
法
講
義
ｌ
総
則
」
法
学
教
室
七
八
号
一
一
七
頁

（
一
九
八
七
年
［
昭
和
六
一
一
年
］
）
。

（
胆
）
星
野
〈
英
）
教
授
に
よ
れ
ば
、
日
本
民
法
の
学
説
史
は
四
期
に
区
分
さ
れ
、
穂
欄
（
重
）
説
は
ド
イ
ツ
民
法
学
の
全
盛
期
と
さ
れ
る
第
二
期
二
九
一
○

な
お
、
旧
通
説
の
中
に
は
、
冗
談
（
戯
言
）
が
九
一
一
一
条
但
笹
に
よ
り
無
効
と
な
る
場
合
に
、
表
怠
者
は
七
○
九
条
に
塾
づ
く
損
害
賠
倣
義
務
を
負
う
こ
と
が

あ
る
、
と
考
え
る
立
場
が
あ
る
く
例
え
ば
、
梅
・
前
掲
・
民
法
要
義
二
一
一
’
一
一
一
一
一
頁
、
富
井
・
前
掲
・
民
法
原
総
三
五
一
頁
。
も
っ
と
も
、
こ
の
立
場
は
、

、
、
■
も
、

冗
談
（
戯
言
）
を
真
意
な
る
も
の
と
誤
信
し
た
一
」
と
に
過
失
の
あ
る
相
手
方
が
表
意
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
調
求
し
う
る
と
す
る
も
の
だ
か
ら
、
非
真
意
表

示
を
な
し
た
表
意
者
が
善
意
・
無
過
失
の
相
手
方
・
第
三
者
に
対
し
て
の
み
信
頼
利
益
の
損
害
賠
彼
義
務
を
負
う
と
櫛
成
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｂ
一
一
一
一
一
条
の
立
場
と
は

異
な
る
、
と
い
う
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
）
。
反
対
に
、
表
意
者
の
損
害
賠
償
義
務
を
否
定
す
る
学
説
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
岡
松
参
太
郎
・
注
釈
民
法
理

由
〈
訂
正
一
一
一
版
〉
（
有
斐
閣
・
’
八
九
九
年
［
明
治
一
一
一
一
一
年
］
）
’
八
○
’
一
八
一
頁
が
あ
る
。
そ
う
し
て
、
岡
松
博
士
は
、
そ
の
著
轡
で
あ
る
無
過
失
損
害

賠
償
貿
任
論
（
有
斐
閣
・
一
九
五
三
年
［
昭
和
一
一
八
年
］
Ｉ
た
だ
し
、
初
版
は
一
九
一
六
年
［
大
正
五
年
］
）
に
お
い
て
、
「
譜
譲
表
示
〈
通
常
相
手
方
ヵ
其

戊
意
一
一
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
り
得
へ
力
リ
シ
モ
ノ
ト
シ
テ
同
［
九
一
一
一
］
條
但
橡
二
依
り
無
效
ナ
ル
ヘ
シ
、
但
我
國
法
二
於
テ
ハ
賠
依
責
任
ナ
キ
ャ
勿
論
ナ
リ
」

（
同
・
前
掲
轡
一
一
一
一
六
頁
註
（
七
六
）
。
な
お
、
同
．
前
掲
轡
三
一
一
九
頁
註
（
九
一
一
一
）
参
照
〉
、
と
述
べ
て
い
る
。

こ
中
島
玉
吉
・
民
法
釈
義
・
巻
之
一
総
則
篇
〈
訂
正
七
版
〉
（
金
刺
芳
流
堂
・
’
九
一
七
年
［
大
正
六
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
一
一
年
［
明
治
四
四
年
］
〉
四

と
も
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
旧
通
説
（

法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

「
法
律
行
爲
ノ
観
念
」
京
都
法
学
会
雑
誌
五
巻
六
号
七
八
頁
以
下
（
一
九
一
○
年
［
明
治
四
一
一
一
年
］
）
。
同
・
前
掲
・
民
法
釈
義
四
八
一
’
四
八

’
四
○
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前
述
の
ご
と
く
旧
通
説
を
批
判
す
る
学
説
が
既
に
明
治
末
期
に
お
い
て
少
数
な
が
ら
登
場
し
て
は
い
た
の
だ
が
、
こ
の
旧
通
説
を
本
格

（
１
）
 

的
に
批
判
す
る
学
説
が
前
期
の
少
数
説
と
は
全
く
反
対
の
方
向
か
。
ｂ
の
も
の
を
も
含
め
て
大
正
末
期
以
降
多
彩
に
登
場
し
た
。
し
か
も
、

こ
の
旧
通
説
を
批
判
す
る
学
説
中
で
も
、
当
時
の
学
説
の
み
な
ら
ず
そ
の
後
の
学
説
に
対
し
て
も
圧
倒
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
・
総
則
編

の
通
則
性
を
否
定
す
る
学
説
が
は
じ
め
て
登
場
し
た
の
は
一
九
二
四
年
（
大
正
一
一
一
一
年
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
年
を
も
っ
て
第
二
期
の
始

期
を
画
す
る
こ
と
と
し
、
総
則
編
の
通
則
性
を
否
定
す
る
こ
の
学
説
が
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
五
○
年
代
前
半
〈
昭
和
二
○

週
胸
と
心
裡
留
保
（
｜
三
村
田
）

’
四
一

ロ
第
二
期
学
説
多
彩
化
の
時
期
（
一
九
一
一
四
年
［
大
正
一
一
一
一
年
］
か
ら
一
九
五
○
年
代
前
半
［
昭
和
二
○
年
代
後
半
］
頃
ま
で
）

（
嘔
一
穂
積
砿
遠
・
相
続
法
大
意
〈
二
刷
〉
（
岩
波
書
店
・
’
九
一
一
七
年
［
昭
和
二
年
］
’
一
刷
は
一
九
一
一
六
年
［
大
正
一
五
年
］
一
一
七
六
頁
。
虚
お
、
時
期

的
に
は
異
な
る
が
、
同
・
相
続
法
・
第
二
分
冊
（
岩
波
響
店
．
一
九
四
七
年
［
昭
和
一
一
二
年
］
）
三
九
七
頁
も
同
旨
。

耐
）
本
章
本
節
曰
註
（
Ｍ
）
参
照
。

（
Ⅳ
）
意
思
表
示
一
般
に
関
し
て
今
日
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
立
場
か
ら
す
る
と
、
意
思
表
示
の
成
立
に
つ
い
て
表
示
価
値
が
要
求
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
「
標

本
と
し
て
作
っ
た
遺
言
轡
」
の
ご
と
き
も
の
は
、
表
示
価
値
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
に
基
づ
き
「
遺
言
」
と
し
て
は
不
存
在
・
不
成
立
と
解
さ
れ
、
し
た
が
っ

て
、
か
か
る
「
遺
言
」
の
法
的
処
理
の
あ
り
方
い
か
ん
は
本
稿
の
問
題
と
は
そ
の
次
元
が
異
な
る
、
と
一
応
い
え
な
く
も
な
さ
そ
う
だ
が
、
本
稿
で
か
か
る

「
逝
言
」
を
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
す
る
こ
と
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
既
に
説
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
（
第
一
章
註
（
７
）
参
照
）
。

年
［
明
治
四
一
二
年
］
’
一
九
一
一
一
年
［
大
正
一
○
年
］
）
で
は
な
く
し
て
民
法
学
の
転
換
期
と
さ
れ
る
次
の
第
三
期
（
一
九
一
二
年
［
大
正
一
○
年
］
’
一
九

四
五
年
［
昭
和
一
一
○
年
］
｝
に
位
斑
付
け
ら
れ
て
い
る
（
同
「
民
法
識
義
ｌ
総
論
」
法
学
教
室
九
号
一
四
頁
以
下
二
九
八
一
年
［
昭
和
五
六
年
］
〉
。

（
旧
）
穂
積
（
重
）
・
前
掲
・
民
法
総
論
五
三
’
五
四
頁
。
な
お
、
時
期
的
に
は
異
な
る
が
、
同
．
民
法
総
論
〈
改
訂
版
〉
（
有
斐
閣
・
’
九
一
一
一
○
年
［
昭
和
五

年
］
）
一
一
一
一
八
’
三
一
九
頁
、
同
・
民
法
総
論
（
新
法
学
全
集
）
（
日
本
評
論
社
・
’
九
三
六
年
［
昭
和
一
一
年
］
）
一
一
八
四
’
二
八
五
頁
も
同
旨
・

（
皿
）
穂
積
（
重
）
・
前
掲
・
民
法
総
論
五
六
’
五
七
頁
。
同
．
前
掲
・
民
法
総
論
〈
改
訂
版
〉
三
一
一
一
’
一
一
一
一
一
一
一
頁
、
同
・
前
掲
・
民
法
総
論
（
新
法
学
全

集
）
二
八
七
頁
も
同
旨
。
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法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
四
二

年
代
後
半
）
頃
を
こ
の
時
期
の
終
期
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
の
学
説
を
概
観
す
る
に
当
た
り
、
本
章
の
冒
頭
で
述
べ
た
ご
と
く
、
遺

言
の
許
さ
れ
る
範
囲
が
旧
法
下
に
お
け
る
と
新
法
下
に
お
け
る
と
で
異
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
学
説
を
旧
法
下
の
学
説
と
新
法
下

の
学
説
と
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
順
次
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
２
）
 

旧
法
下
の
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
第
一
期
に
確
立
し
た
旧
通
説
を
継
承
す
る
学
説
が
一
方
に
お
い
て
な
お
引
き
続
き
存
在
Ｉ
し
た
が
、

そ
の
他
に
も
総
則
編
の
通
則
性
ま
で
を
も
否
定
な
い
し
制
限
す
る
学
説
が
登
場
し
て
、
圧
倒
的
な
勢
力
を
誇
示
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、

旧
通
説
に
お
け
る
と
同
じ
く
総
則
編
の
通
則
性
を
前
提
と
し
つ
つ
も
九
三
条
但
書
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手
方
」
の
意
味
内
容
い
か
ん
を
問
題

（
３
）
 

０
と
す
る
、
そ
の
よ
う
な
学
説
ｊ
も
引
き
続
き
な
お
主
張
さ
れ
、
第
一
期
に
比
べ
て
学
説
は
大
い
に
多
彩
化
す
る
に
至
っ
た
。

⑩
広
浜
Ⅱ
中
川
（
善
）
旧
説
（
無
効
説
）

こ
の
学
説
は
、
「
民
法
總
則
編
は
鼠
に
財
産
關
係
に
對
す
る
通
則
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
」
、
と
の
広
浜
教
授
の
問
題
提
起
に

（
４
）
 

（
５
）
 

始
ま
ｈ
ソ
、
そ
の
後
、
中
川
（
善
）
博
士
な
ど
に
受
け
継
が
れ
た
学
説
で
、
第
一
一
次
大
戦
後
の
学
説
に
対
し
て
も
絶
大
な
影
響
を
与
え
た

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
影
響
は
今
日
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
広
浜
教
授
は
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
す
べ
き
こ
と
を
示
唆

し
て
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
が
心
裡
留
保
に
よ
り
な
さ
れ
た
場
合
に
こ
れ
を
有
効
視
す
る
理
由
を
三
潴
博
士
の
主
張
す
る
ご
と
く

「
特
定
ノ
相
手
方
ナ
ク
贋
ク
法
律
交
通
二
影
響
ヲ
輿
フ
ヘ
キ
行
爲
一
一
付
キ
此
種
ノ
行
爲
ヲ
爲
シ
タ
ル
者
ヲ
保
護
セ
サ
ル
」
こ
と
に
あ
る
と

す
る
な
ら
、
「
暗
に
身
分
上
の
行
爲
に
つ
い
て
は
心
裡
留
保
を
認
め
る
必
要
は
、
一
應
は
な
い
も
の
だ
と
い
ふ
結
論
に
も
達
し
そ
う
で
あ

く
６
）

る
。
蓋
し
、
『
贋
ク
法
律
交
通
二
影
響
ヲ
輿
フ
ヘ
キ
行
爲
」
は
財
産
上
の
取
引
行
爲
た
る
を
常
と
す
る
か
ら
で
あ
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
。

次
に
、
広
浜
教
授
の
右
の
問
題
提
起
を
体
系
づ
け
た
中
川
（
善
）
博
士
に
よ
れ
ば
、
親
族
法
と
相
続
法
と
が
一
括
し
て
「
身
分
法
」
と

ｕ
服
ｍ
Ｈ
ｌ
ｌ
ａ
坐
守
討

旧
法
下
の
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
第
一
期
に
確
立
し
た
旧
通
説
を
継
承
す
る
学
説
が
一
一

そ
の
他
に
０
も
総
則
編
の
通
則
性
ま
で
を
も
否
定
な
い
し
制
限
す
る
学
説
が
登
場
し
て
、
圧
倒
的

旧
通
説
に
お
け
る
と
同
じ
く
総
則
編
の
通
則
性
を
前
提
と
し
つ
つ
も
九
三
条
但
書
に
い
わ
ゅ
る

〕

旧
法
下
の
学
説
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呼
称
さ
れ
、
こ
の
「
身
分
法
」
は
物
権
法
と
債
権
法
と
を
総
称
す
る
「
財
産
法
」
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
、
こ
の
対
立
は

「
財
産
行
為
」
と
「
身
分
行
為
」
と
に
つ
い
て
も
及
ぼ
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
「
財
産
行
為
」
お
け
る
意
思
が
合
理
的
、
打
算
的
、
選

択
的
〈
目
的
的
意
思
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
身
分
行
為
」
に
お
け
る
意
思
は
非
合
理
的
、
性
情
的
、
決
定
的
（
本
質
的
意
思
）
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
財
産
行
為
」
が
「
表
示
主
義
」
に
親
し
む
の
に
対
し
て
、
「
身
分
行
為
」
は
「
意
思
主
義
」
に
親
し
み
、
そ
の
結

（
７
）
 

果
、
「
身
分
行
爲
に
閥
す
る
意
思
主
義
は
身
分
關
係
の
本
質
上
必
然
で
あ
る
」
、
と
の
命
題
が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
学
説
に
よ
る
と
、
心
裡
留
保
に
よ
り
な
さ
れ
た
「
身
分
行
為
」
は
、
九
一
一
一
条
の
適
用
を
排
除
さ
れ
、
む
し
ろ
「
身
分
行
為
」
に

お
け
る
「
意
思
主
義
」
の
原
則
に
従
い
常
に
無
効
、
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
身
分
行
為
」
に
つ
い
て
右
に
述
べ
た
こ
と
が
遺
言
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
か
は
一
個
の
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
遺
言
の
う
ち
で
も
遺
贈
の
ご
と
き
は
「
財
産
行
為
」
と
し
て
見
る
こ
と
も
十
分
に
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
川
（
善
）

博
士
は
、
遺
言
の
「
内
容
は
非
身
分
的
た
り
得
る
に
し
ろ
、
民
法
が
之
を
身
分
法
中
に
収
め
、
ま
た
身
分
法
的
取
扱
ひ
を
な
し
居
る
に
鑑

れ
ば
、
遺
言
も
一
種
の
身
分
行
爲
的
行
爲
と
見
る
を
よ
し
と
す
る
如
く
思
は
れ
る
」
、
と
述
べ
、
更
に
、
家
・
戸
主
・
家
督
相
続
の
諸
制

度
を
そ
の
柱
に
お
い
た
旧
法
の
下
で
は
「
遺
言
者
は
賞
に
種
々
な
る
特
権
を
有
し
、
恰
か
も
戸
主
と
い
ひ
親
と
い
ふ
如
き
地
位
と
形
式
的

に
近
似
し
た
支
配
的
地
位
」
に
立
つ
こ
と
、
お
よ
び
、
沿
革
的
に
み
て
遺
言
が
家
長
の
相
続
人
指
定
行
為
と
し
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
、

（
８
）
 

と
の
一
一
点
を
挙
げ
、
遺
言
を
「
身
分
行
為
」
の
中
で
も
「
遺
言
者
な
る
身
分
を
設
定
す
る
身
分
へ
の
行
爲
」
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
遺
言
は
「
身
分
行
為
」
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
も
ま
た
「
身
分
行
為
」
に

（
９
）
 

お
け
る
「
意
思
主
義
」
の
原
則
に
従
っ
て
常
に
無
効
と
な
ら
ざ
る
を
・
え
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

遺
贈
と
心
裡
留
保
二
）
（
村
田
）

四
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法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
四
四

②
和
田
説
（
無
効
説
）

こ
の
学
説
は
、
総
則
編
の
規
定
を
遺
言
に
対
し
て
も
適
用
す
べ
き
か
否
か
を
問
題
と
す
る
点
で
は
前
述
の
広
浜
Ⅱ
中
川
（
善
）
旧
説
と

同
じ
だ
が
、
し
か
し
、
遺
言
を
財
産
上
の
法
律
行
為
を
目
的
（
内
容
）
と
す
る
場
合
と
身
分
上
の
そ
れ
を
目
的
と
す
る
場
合
と
に
分
け
て

こ
の
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
遺
言
が
財
産
上
の
法
律
行
爲
を
目
的
と
す
る
も
の
な
る
と
き
は
、

他
に
適
言
の
特
性
に
よ
っ
て
別
段
の
結
果
を
生
ぜ
ざ
る
限
り
は
、
財
産
法
た
る
民
法
總
則
の
規
定
は
當
然
、
遺
言
に
適
用
あ
る
も
の
と
解

す
べ
く
、
遺
言
が
身
分
上
の
法
律
行
爲
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
財
産
法
た
る
民
法
總
則
の
規
定
は
、
必
ず
し
も
當
然
に
は
、
適
用
あ

（
川
）

り
と
す
る
こ
と
を
得
な
い
」
、
と
す
る
。
そ
う
し
て
次
に
、
遺
言
ロ
と
総
則
編
中
の
意
思
表
示
規
定
と
の
関
係
い
か
ん
を
具
体
的
に
検
討
す

る
が
、
そ
の
う
ち
の
九
一
一
一
条
に
つ
い
て
は
、
「
遺
言
が
遺
言
者
の
眞
意
を
尊
重
す
る
特
質
上
、
財
産
上
の
遺
言
に
於
て
も
、
身
分
上
の
過

（
、
）

一
一
三
に
於
て
も
適
用
な
き
も
の
と
解
す
る
を
正
富
と
す
べ
き
で
あ
る
」
、
と
結
局
は
主
張
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
心

裡
留
保
に
よ
る
遺
言
は
遺
贈
を
含
め
て
す
べ
て
、
遺
言
が
遺
言
者
の
真
意
を
尊
重
す
る
制
度
で
あ
る
と
い
う
過
言
制
度
の
特
殊
性
に
ょ
っ

（
胆
）

て
常
に
無
効
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③
川
添
、
山
下
、
近
藤
、
田
島
説
二
部
有
効
・
一
部
無
効
説
）

と
こ
ろ
で
、
前
期
の
旧
通
説
時
代
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
総
則
編
の
通
則
性
を
前
提
と
し
つ
つ
も
九
三
条
但
書
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手

（
川
）

方
」
の
意
味
内
容
い
か
ん
を
問
題
と
す
る
学
説
が
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
引
き
続
き
一
応
は
主
張
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
川

添
説
は
、
前
期
に
登
場
し
た
少
数
説
の
一
つ
で
あ
る
中
島
（
玉
）
説
と
同
様
に
、
九
一
一
一
条
但
書
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手
方
」
の
意
味
内
容
を

当
該
の
「
意
思
表
示
一
一
基
キ
直
接
（
他
人
ノ
繊
利
ヲ
介
在
セ
シ
メ
ス
）
法
律
效
果
ヲ
受
ク
ヘ
キ
者
」
と
広
義
に
解
し
、
「
例
ヘ
ハ
所
有
者

力
眞
意
ニ
ア
ラ
サ
ル
所
有
權
拡
棄
ノ
意
思
表
示
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ト
キ
ソ
ノ
眞
意
ヲ
知
り
又
ハ
知
り
得
ヘ
ヵ
リ
シ
者
カ
ソ
ノ
目
的
物
ヲ
先
占
ス
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一
Ｆ
０
１
、
■
■
『
二
Ｊ
ｑ
０
ｄ
０
ｃ
。
。
■
口
Ⅱ
伝
単
二
・
・
Ｆ
伊

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
旧
法
上
の
家
・
戸
主
・
家
督
相
続
の
諸
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
相
続
が
純
然
た
る
財
産
相
続
に
一
本
化
さ
れ
た
ほ

か
、
共
同
相
続
の
原
則
お
よ
び
配
偶
者
相
続
制
度
●
も
新
た
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
遺
言
を

な
し
う
る
範
囲
が
当
然
に
変
更
を
受
け
る
こ
と
に
●
な
り
、
そ
の
結
果
、
旧
法
下
で
遺
言
に
よ
り
な
し
え
た
事
項
の
う
ち
、

逝
臘
と
心
裡
留
保
（
こ
く
村
田
）

一
四
五

ル
モ
第
九
十
三
燦
但
書
ニ
ョ
リ
所
有
機
ヲ
取
得
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
」
、
と
し
て
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
で
あ
っ
て
も
一
定
の
場
合
に
は

（
川
）

本
条
但
書
を
適
用
す
べ
き
だ
、
と
主
張
す
る
。
そ
う
し
て
次
に
、
右
の
「
相
手
方
」
の
意
味
内
容
を
相
手
方
あ
る
意
思
表
一
不
に
お
け
る
そ

の
相
手
方
と
は
解
し
つ
つ
、
し
か
し
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
に
対
し
て
も
一
定
の
場
合
に
は
本
条
但
書
を
類
推
適
用
す
べ
き
だ
、
と

（
応
〉

主
張
す
る
学
説
（
山
下
、
近
藤
、
田
島
）
が
登
場
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
右
の
諸
学
説
は
、
い
か
な
る
場
ム
ロ
に
つ
き
本
条
但
誓
を
適
用

な
い
し
類
推
適
用
す
べ
き
か
に
つ
き
必
ず
し
も
こ
れ
を
明
確
に
示
さ
ず
、
例
え
ば
、
川
添
説
は
、
「
何
人
一
一
對
ス
ル
關
係
二
於
テ
モ
效
カ

ヲ
’
一
一
セ
サ
ル
ヘ
ヵ
ラ
サ
ル
身
分
上
ノ
意
思
表
示
又
ハ
法
人
ノ
設
立
行
爲
、
社
員
總
會
ノ
決
議
等
ノ
国
体
法
上
ノ
意
思
表
示
等
ニ
ッ
キ
テ

（
咽
）

ハ
ソ
ノ
マ
マ
之
［
九
三
条
但
書
］
ヲ
適
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
、
と
主
張
し
、
ま
た
、
山
下
説
は
、
「
何
人
に
對
し
て
も
一
様
に
確
定
す
る

を
要
す
る
場
合
（
例
之
私
生
子
認
知
）
に
は
、
效
果
意
思
峡
乏
の
事
賞
を
知
り
又
は
知
り
う
べ
か
り
し
者
と
然
ら
ざ
る
者
と
に
つ
き
、
或

（
〃
）

は
無
效
と
爲
し
或
は
有
效
と
爲
す
が
如
き
は
固
よ
り
許
さ
れ
ざ
る
も
、
然
ら
ざ
る
一
般
の
場
〈
ロ
」
に
お
い
て
、
更
に
ま
た
、
近
藤
説
は
、

「
懸
賞
廣
告
（
又
は
遺
言
〉
の
如
く
、
之
に
よ
っ
て
、
特
定
人
が
槽
利
を
取
得
し
義
務
を
負
ふ
く
き
場
合
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
九
一
一
一

（
旧
）

条
但
書
を
類
推
適
用
す
べ
き
だ
、
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
右
の
学
説
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
追
贈
が
九
三
条
但
書
の
適
用
な
い
し
類

推
適
用
を
受
け
る
余
地
あ
り
と
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
は
、
受
贈
者
が
善

意
・
無
過
失
で
あ
れ
ば
有
効
、
反
対
に
悪
意
・
有
過
失
で
あ
れ
ば
無
効
、
と
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。

②
新
法
下
の
学
説
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法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
四
六

①
養
子
縁
組
（
旧
八
四
八
条
）

②
親
族
会
員
の
選
定
（
旧
九
四
五
条
二
項
）

③
推
定
家
督
相
続
人
の
排
除
お
よ
び
そ
の
取
消
栢
九
七
六
条
、
旧
九
七
七
条
）

④
家
督
相
続
人
の
指
定
お
よ
び
そ
の
取
消
旧
九
八
一
条
）

と
い
っ
た
重
要
事
項
が
廃
止
さ
れ
、

⑤
認
知
（
七
八
一
条
二
項
）

⑥
後
見
人
の
指
定
（
八
三
九
条
）

⑦
後
見
監
督
人
の
指
定
（
八
四
八
条
）

⑧
推
定
相
続
人
の
排
除
お
よ
び
そ
の
取
消
（
八
九
三
条
、
八
九
四
条
二
項
）

⑨
相
続
分
の
指
定
ま
た
は
そ
の
指
定
の
委
託
（
九
○
二
条
）

⑩
遺
産
分
割
方
法
の
指
定
ま
た
は
そ
の
指
定
の
委
託
（
九
○
八
条
）

⑪
遺
産
分
割
の
禁
止
（
九
○
八
条
）

⑫
共
同
相
続
人
相
互
の
担
保
責
任
の
指
定
〈
九
一
四
条
）

⑬
遺
言
執
行
者
の
指
定
ま
た
は
指
定
の
委
託
二
○
○
六
条
一
項
）
、
遺
言
執
行
者
の
職
務
内
容
の
指
定
（
一
○
一
六
条
一
項
但
轡
、

⑮
遺
贈
（
九
六
四
条
）

⑭
遺
贈
の
減
殺
方
法
の
指
定
（
一
○
三
四
条
但
密
）

○
一
七
条
一
項
但
曾
）
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と
こ
ろ
で
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
に
対
す
る
新
法
下
の
学
説
の
変
遷
を
見
る
と
き
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

（
印
）

し
ば
・
ら
く
は
、
｜
方
で
、
旧
通
説
に
従
っ
て
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
を
常
に
有
効
視
す
る
学
説
が
依
然
と
し
て
存
在
し
た
。
ま
た
、
他
方

で
、
親
族
法
と
相
続
法
と
を
合
わ
せ
て
「
身
分
法
」
な
い
し
「
家
族
法
」
と
呼
称
し
、
こ
れ
に
対
す
る
総
則
編
の
適
用
可
能
性
を
否
定
す

る
学
説
（
広
浜
Ⅱ
中
川
（
善
）
旧
説
）
が
な
お
支
配
的
で
あ
っ
た
た
め
、
我
妻
博
士
９
」
と
く
、
「
身
分
法
」
な
い
し
「
家
族
法
」
の
独

自
性
を
強
調
し
、
遺
言
を
「
身
分
行
為
」
と
な
し
た
上
で
、
こ
れ
に
対
す
る
総
則
編
の
適
用
可
能
性
を
否
定
す
る
学
説
も
依
然
と
し
て
存

（
別
）

在
し
た
。
し
か
し
、
前
述
の
ご
と
く
新
法
下
の
過
一
言
が
財
産
的
色
彩
を
一
層
濃
く
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
事
情
に
影
響
さ
れ
て
、

右
の
中
川
（
善
）
説
自
体
す
ら
も
次
の
よ
う
に
そ
の
装
い
を
新
た
に
し
て
再
登
場
す
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
「
財
産
法
」（
露
）

に
対
す
る
「
身
分
法
」
の
独
自
性
を
強
調
し
て
「
身
分
法
」
に
対
す
る
総
則
編
の
適
用
可
能
性
を
否
定
す
る
点
で
は
旧
説
と
同
じ
だ
が
、

遺
言
を
「
財
産
行
為
」
上
の
事
項
を
内
容
と
す
る
遺
言
と
「
身
分
行
為
」
上
の
そ
れ
と
に
区
別
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
総
則
編
の
通
則

性
を
肯
定
し
つ
つ
も
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
で
あ
る
遺
言
に
は
九
三
条
但
書
の
適
用
さ
れ
る
余
地
が
な
い
か
ら
、
心
裡
留
保
に
よ
る
場

合
に
は
同
条
本
文
に
従
い
有
効
、
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
総
則
編
の
通
則
性
を
否
定
し
て
身
分
行
為
に
お
け
る
「
意
思
主
義
」
の
原

（
郷
）

則
を
適
用
す
べ
き
だ
か
ら
、
心
裡
留
保
に
よ
る
場
合
に
は
無
効
に
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
中
川
（
鍵
巳
新
説
に
よ

遺
鋼
と
心
裡
留
保
（
一
頁
村
田
）

一
四
七

⑯
財
団
法
人
設
立
の
た
め
の
寄
附
行
為
（
四
一
条
二
項
）

⑰
信
託
法
上
の
信
託
の
設
定
（
信
託
法
二
条
）

（
四
）

等
々
の
諸
事
項
が
新
法
下
に
お
い
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
新
法
下
の
遺
言
制
度
は
家
・
ｌ
Ｐ
主
・

家
督
相
続
の
諸
制
度
の
廃
止
に
伴
い
旧
法
下
に
お
け
る
よ
り
も
財
産
法
的
色
彩
を
一
層
色
濃
く
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が

で
き
●
よ
う
。
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法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
四
八

れ
ば
、
家
・
戸
主
・
家
督
相
続
の
諸
制
度
を
廃
止
し
た
新
法
の
下
で
遺
贈
は
前
者
に
属
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺

贈
は
九
三
条
本
文
に
従
っ
て
有
効
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
１
）
学
説
以
外
に
は
、
臨
時
法
制
審
議
会
（
総
裁
・
穂
積
陳
重
、
副
総
裁
・
平
沼
騏
一
郎
）
に
お
い
て
議
決
答
申
さ
れ
て
い
た
「
民
法
改
正
要
綱
」
が
一
九
二

七
年
（
昭
和
二
年
）
一
一
一
月
一
一
八
日
に
政
府
か
ら
発
表
さ
れ
、
こ
の
う
ち
の
「
民
法
相
綱
編
中
改
正
ノ
要
綱
」
中
の
「
第
十
六
ノ
三
」
は
「
遺
言
ノ
趣
旨
甚
シ

ク
不
富
ニ
シ
テ
遺
言
者
ノ
本
旨
一
一
出
デ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
〆
難
干
場
合
一
一
於
テ
ハ
、
家
事
審
判
所
ノ
審
判
ヲ
以
テ
救
済
ヲ
爲
シ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト
」
と
さ
れ

て
い
た
。
そ
う
し
て
、
穂
積
（
重
）
博
士
は
こ
の
こ
と
に
つ
き
、
「
避
言
に
效
力
を
も
た
せ
る
の
は
、
所
謂
股
終
意
思
を
尊
重
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
例
へ
ぱ
遺
言
轡
が
過
言
者
の
死
亡
よ
り
も
餘
程
以
前
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
死
亡
富
時
の
事
傭
に
十
分
適
當
せ
ず
、
或
は
迫
言
者
も
さ
う
言
ふ
遺
言
を
し
た

こ
と
を
忘
れ
て
居
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
は
れ
る
様
な
こ
と
も
あ
り
得
る
。
又
例
へ
ば
死
亡
の
直
前
に
作
ら
れ
た
遺
言
書
だ
が
其
内
容
が
非
常
識
で
、
遺
言
者

の
最
終
意
思
の
健
全
が
疑
は
れ
る
様
な
こ
と
も
あ
り
得
る
。
或
は
又
遺
言
者
が
恩
ひ
連
ひ
や
書
き
途
ひ
を
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
恩
は
れ
る
場
合
も
あ
ら

う
。
し
か
し
所
謂
『
死
人
に
ロ
な
し
」
で
、
遺
言
者
の
興
意
を
砿
め
る
こ
と
は
出
来
ず
、
遺
言
轡
の
文
面
通
り
執
行
す
る
と
不
賞
の
結
果
に
な
る
し
、
さ
り
と

て
遺
族
其
他
が
勝
手
に
遺
言
を
無
視
愛
更
す
る
を
許
す
べ
き
で
な
い
。
そ
れ
故
改
正
要
綱
は
、
其
場
合
に
家
事
審
判
所
の
審
判
を
仰
が
せ
、
家
事
審
判
所
は
其

遮
言
を
取
消
し
又
は
鍵
更
す
る
等
適
常
の
救
済
を
爲
し
得
る
も
の
と
す
べ
し
と
し
た
」
、
と
述
べ
て
い
る
（
同
「
民
法
改
正
要
綱
解
説
ｌ
相
続
及
び
遺
言

ｌ
「
一
⑥
穂
積
重
遠
・
中
川
善
之
助
責
任
編
集
・
家
族
制
度
全
集
法
律
篇
Ｖ
相
続
［
河
出
番
房
・
一
九
三
八
年
〈
昭
和
一
三
年
〉
］
三
九
六
’
三
九
七
頁
。

同
・
相
続
法
・
第
三
分
冊
［
岩
波
聾
店
・
’
九
四
七
年
〈
昭
和
一
一
一
一
年
〉
］
五
五
九
’
五
六
○
頁
も
同
旨
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
右
の
「
民
法
相
綱
編
中
改
正
ノ

要
綱
」
に
よ
れ
ば
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
は
「
家
事
審
判
所
ノ
審
判
」
で
も
っ
て
「
取
梢
」
又
は
そ
の
内
容
を
鍵
更
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
見
る
こ

と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
右
の
「
民
法
改
正
要
綱
」
に
基
づ
く
民
法
改
正
は
周
知
の
ご
と
く
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま
で
終
わ
っ
て

（
２
）
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
九
一
一
一
条
但
書
の
適
用
範
囲
を
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
限
る
べ
き
だ
と
解
す
る
学
説
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
沼
義
雄
・
綜
合
日
本

民
法
論
⑤
〈
厳
松
堂
誓
店
・
一
九
一
一
一
六
年
［
昭
和
一
一
年
］
）
七
四
頁
、
中
島
弘
道
・
民
法
通
論
（
清
水
書
店
・
’
九
二
五
年
［
大
正
一
四
年
］
）
一
一
一
一
六
頁
、

姻
山
秀
夫
・
日
本
民
法
総
論
〈
増
訂
改
版
〉
（
岩
波
笹
店
・
’
九
三
○
年
［
昭
和
五
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
二
七
年
［
昭
和
二
年
］
）
三
五
三
頁
我
妻
栄
・
民

法
総
則
〈
岩
波
聾
店
．
一
九
一
一
一
三
年
［
昭
和
八
年
］
）
三
一
三
頁
、
石
田
文
次
郎
・
現
行
民
法
総
論
（
弘
文
堂
轡
房
・
’
九
三
五
年
［
昭
和
一
○
年
］
ｌ
初
版

は
一
九
一
一
一
○
年
「
昭
和
五
年
］
）
一
一
一
四
九
頁
、
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
招
く
綴
）
・
前
掲
・
綜
合
日
本
民
法
論
⑤
七
五
頁
銑
（
｜
）
は
、
こ
の
立
場
を
当
時
の
通

は
一
九
三
○
年
［
昭
和
五
年
］
）

説
と
見
て
い
る
。

し、

る
。
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（
９
）
も
っ
と
も
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
に
対
す
る
中
川
（
善
）
博
士
の
所
説
は
変
遷
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
に
お
い
て
は
、
「
適

い
、

言
は
法
律
行
爲
で
あ
る
か
ら
民
法
總
則
の
法
律
行
爲
に
鯛
す
る
規
定
も
原
則
と
し
て
は
、
適
用
が
あ
る
」
（
傍
点
は
原
文
）
、
と
し
た
上
で
〈
同
．
相
続
法
〈
合

可
も
も
、

本
三
版
〉
［
有
斐
關
一
九
一
一
五
年
〈
大
正
一
四
年
〉
ｌ
初
版
は
一
九
二
一
一
年
〈
大
正
一
一
年
〉
三
八
三
頁
］
）
、
迦
冨
に
つ
い
て
「
心
裡
留
保
の
規
定
も
亦
適

用
が
あ
る
」
〈
傍
点
は
原
文
）
、
と
解
し
て
い
た
が
（
同
．
前
掲
轡
一
一
一
八
五
頁
）
、
し
か
し
同
時
に
、
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
遺

言
に
つ
い
て
九
一
一
一
条
但
書
お
よ
び
九
四
条
の
適
用
を
否
定
す
る
通
説
を
次
の
ご
と
く
批
判
し
て
も
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
私
は
此
黙
［
通
説
］
に
付
て
多
大
の

疑
を
抱
い
て
居
る
。
例
へ
ば
遺
言
者
が
他
の
者
と
通
謀
し
て
虚
償
の
相
繊
人
指
定
の
遺
言
を
作
っ
た
ま
、
死
ん
だ
様
な
場
合
に
、
そ
の
通
謀
し
た
相
手
方
が
法

理
上
遺
言
の
目
的
に
止
っ
て
そ
の
相
手
方
で
な
い
と
云
ふ
理
由
か
ら
九
一
一
一
條
本
文
だ
け
を
適
用
し
て
右
の
遺
言
を
有
效
と
す
る
必
要
は
な
い
様
に
恩
は
れ
る
」
、

と
（
同
．
前
掲
啓
一
一
一
八
六
頁
）
。
そ
こ
で
、
遺
言
は
「
身
分
行
爲
で
は
な
い
。
従
っ
て
そ
の
效
力
に
鯛
し
て
民
法
總
則
の
法
律
行
鳳
に
鯛
す
る
規
定
が
原
則
と

し
て
適
用
さ
れ
る
」
、
と
し
つ
つ
も
、
し
か
し
、
「
特
別
方
式
遺
言
の
あ
る
も
の
に
つ
き
特
に
確
認
の
手
綱
を
定
め
た
る
こ
と
［
現
行
九
七
六
条
二
項
］
よ
り
考

ふ
れ
ば
遺
言
法
は
著
し
く
意
思
主
義
的
立
場
を
と
れ
る
こ
と
明
ら
か
な
る
が
故
に
、
心
裡
留
保
の
規
定
（
九
三
〉
は
適
用
な
」
い
、
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ

た
（
同
．
略
説
身
分
法
学
ｌ
親
族
相
続
法
の
社
会
法
律
学
ｌ
［
岩
波
書
店
・
’
九
三
○
年
〈
昭
和
五
年
〉
］
一
一
八
○
頁
）
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
本
文
で
述

遮
贈
と
心
裡
留
保
（
二
（
村
田
）

一
四
九

（
３
）
な
お
、
本
文
で
述
べ
た
他
に
も
、
例
え
ば
、
石
田
（
文
〉
博
士
は
、
既
に
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
「
民
法
が
『
知
り
得
ベ
カ
リ
シ
ト
キ
」
と
云
ふ
場
合
ま

で
も
無
效
と
し
た
こ
と
は
意
思
表
示
の
理
論
か
ら
見
て
砿
に
行
き
す
ぎ
た
立
法
で
あ
る
。
相
手
方
の
知
っ
た
と
き
に
の
み
擁
效
と
す
る
こ
と
で
充
分
で
あ
ら

う
」
、
と
適
切
に
述
べ
て
い
た
（
同
・
前
掲
・
現
行
民
法
総
論
三
四
九
頁
）
。

（
４
）
広
浜
・
前
掲
「
我
が
民
法
総
則
編
の
通
則
性
」
法
学
論
叢
一
二
巻
二
号
一
一
一
一
○
頁
（
同
．
前
掲
・
私
法
学
序
説
二
二
頁
）
。

（
５
）
「
身
分
法
」
概
念
お
よ
び
総
則
編
の
総
則
性
に
つ
い
て
の
中
川
（
善
）
博
士
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
註
（
４
）
に
挙
げ
た
文
献
の
他
に
は
、
例
え

ば
、
泉
久
雄
「
身
分
行
為
」
星
野
英
一
代
表
編
築
・
民
法
識
座
７
親
族
・
相
続
二
九
八
四
年
［
昭
和
五
四
年
］
）
一
一
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
総
則
編
の
通

則
性
に
関
す
る
こ
の
時
期
の
学
説
に
つ
い
て
は
、
広
浜
・
前
掲
「
民
法
総
則
編
者
（
二
ｌ
続
『
我
が
民
法
総
則
編
の
通
則
性
」
ｌ
」
法
学
七
巻
一
○
号
一

一
一
一
○
七
頁
以
下
（
同
・
前
掲
・
日
本
的
私
法
制
度
論
考
一
○
頁
以
下
）
参
照
。

（
６
）
広
浜
・
前
掲
「
我
が
民
法
総
則
編
の
通
則
性
」
法
学
論
叢
一
二
巻
二
号
一
三
六
頁
（
同
．
前
掲
・
私
法
学
序
説
三
二
’
三
一
一
一
頁
〉
。

（
７
）
中
川
善
之
助
「
身
分
行
爲
に
於
け
る
意
思
の
欠
峡
」
法
学
八
巻
一
号
二
頁
以
下
二
九
三
九
年
［
昭
和
一
四
年
］
１
回
身
分
法
の
総
則
的
課
題
［
岩

波
轡
店
・
’
九
四
一
年
〈
昭
和
一
六
年
〉
］
一
六
九
頁
以
下
）
。

（
８
）
中
川
（
善
）
・
前
掲
「
身
分
行
為
論
ｌ
能
力
の
問
題
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
法
学
創
刊
号
七
八
頁
（
一
九
三
二
年
［
昭
和
七
年
］
ｌ
同
・
前
掲
・
身
分

法
の
総
則
的
課
題
二
九
頁
）
。
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法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
五
○

べ
た
よ
う
な
立
場
を
採
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
は
、
新
法
の
下
で
後
述
の
よ
う
な
立
場
（
本
章
第
二
節
□
②
参
照
）
を
探
る
に
至
っ
た
。

（
Ⅲ
）
和
田
千
一
・
遺
言
法
（
精
興
社
獲
店
・
一
九
三
八
年
［
昭
和
一
一
一
一
年
］
）
’
五
’
一
六
頁
。

（
Ⅱ
）
和
田
・
前
掲
・
遺
言
法
一
一
一
一
頁
。

危
）
和
田
・
前
掲
・
遺
言
法
一
七
四
頁
。

（
皿
）
な
お
、
虚
偽
表
示
に
関
し
て
で
は
あ
る
が
、
「
過
言
者
力
受
適
者
卜
相
通
シ
虚
償
ノ
適
繭
ヲ
爲
シ
タ
ル
場
合
一
一
於
テ
ハ
民
法
第
九
十
四
峰
第
一
項
ノ
精
神

二
鑑
ミ
遺
贈
ハ
無
效
ナ
リ
ト
解
ス
ル
ヲ
相
嘗
ト
ス
」
、
と
い
う
法
曹
会
決
議
（
委
員
会
第
一
科
決
議
）
が
一
九
一
一
七
年
［
昭
和
二
年
］
一
一
月
一
一
四
日
に
な
さ

れ
て
い
る
（
法
曹
会
雑
誌
六
選
一
号
二
一
四
頁
［
一
九
二
八
年
〈
昭
和
一
一
一
年
〉
ｌ
法
曹
会
編
蕊
・
法
凹
会
決
鍍
要
録
［
澗
水
暫
店
・
’
九
三
一
年
〈
昭
和
六

年
〉
】
四
四
一
頁
）
。

（
Ｍ
）
川
添
糾
墾
ロ
・
民
法
調
義
（
総
則
）
（
厳
松
堂
・
’
九
三
四
年
［
昭
和
九
年
］
）
九
二
頁
。

（
応
）
山
下
博
章
・
民
法
講
義
・
総
則
（
有
斐
閣
・
一
九
二
九
年
［
昭
和
四
年
］
）
二
六
一
頁
、
一
一
六
四
頁
以
下
、
近
藤
英
吉
・
注
釈
・
日
本
民
法
（
総
則
編
〉

（
厳
松
堂
轡
店
・
一
九
三
四
年
［
昭
和
九
年
］
Ｉ
初
版
は
一
九
三
一
一
年
［
昭
和
七
年
］
）
三
二
六
頁
、
田
島
順
・
民
綾
総
則
一
弘
文
堂
番
房
・
一
九
三
八
年

［
昭
和
一
一
一
一
年
］
）
一
一
一
二
○
頁
。
た
だ
し
、
近
藤
教
授
は
、
「
心
裡
留
保
に
関
す
る
民
法
九
一
一
一
篠
…
…
は
、
遺
言
の
性
質
上
適
用
の
餘
地
な
し
と
見
る
べ
き
で
あ

る
」
（
省
略
は
引
用
者
）
、
と
述
べ
て
、
改
説
し
て
い
る
（
同
．
相
続
法
［
日
本
評
論
社
．
一
九
一
一
一
七
年
〈
昭
和
一
一
一
年
〉
］
一
一
六
○
頁
）
。

（
胆
）
川
添
・
前
掲
・
民
法
調
義
九
一
一
一
頁
。

（
Ⅳ
）
山
下
・
前
掲
・
民
法
識
義
二
六
五
頁
。

（
旧
）
近
藤
・
前
掲
・
注
釈
・
日
本
民
法
（
総
則
縄
）
三
二
六
頁
。
田
島
・
前
掲
・
民
法
総
則
も
同
旨
。

（
旧
）
そ
の
他
、
迫
言
の
「
取
消
」
（
一
○
二
一
一
条
以
下
）
な
ど
の
他
に
も
、
法
文
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
学
税
上
、
祭
祀
主
宰
者
の
指
定
（
八
九
七
条

一
項
但
笹
）
、
特
別
受
益
の
持
一
民
免
除
（
九
○
一
一
一
条
三
項
）
、
生
命
保
険
金
受
取
人
の
指
定
・
変
更
（
商
法
六
七
五
条
）
を
も
遺
言
事
項
と
認
め
る
見
解
が
あ
る

（
”
）
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
九
一
一
一
条
但
掛
の
適
用
範
囲
を
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
限
る
学
説
と
し
て
、
例
え
ば
、
勝
本
正
晃
・
新
民
法
総
則
（
弘
文
堂
・
一

九
四
八
年
［
昭
和
二
一
一
一
年
］
）
一
九
九
頁
、
永
田
菊
四
郎
・
新
民
法
要
義
（
第
一
巻
総
論
）
（
帝
国
判
例
法
規
出
版
社
・
一
九
四
九
年
［
昭
和
二
四
年
］
）
一
六

六
頁
、
於
保
不
一
一
雄
・
民
法
総
則
講
義
（
有
信
堂
・
一
九
五
一
年
［
昭
和
一
一
六
年
］
）
一
九
一
頁
、
柚
木
馨
・
判
例
民
法
総
論
・
下
巻
（
有
斐
閣
・
’
九
五
一
一

年
［
昭
和
一
一
七
年
］
）
’
○
八
頁
・
一
一
○
頁
、
な
ど
が
あ
る
。
そ
う
し
て
、
宗
宮
博
士
は
、
「
民
法
第
九
一
一
一
條
本
文
は
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
の
場
合
に
限
ら

な
い
か
ら
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
、
例
え
ば
戯
に
所
有
梱
を
拠
棄
し
、
非
填
意
に
逝
言
笹
を
作
成
す
る
場
合
に
も
適
用
せ
ら
れ
、
斌
意
で
な
い
こ
と
が
一

般
的
に
認
め
ら
れ
な
い
限
り
そ
の
意
思
表
示
通
り
の
效
力
を
生
ず
る
」
、
と
述
べ
て
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
を
有
効
視
す
べ
き
こ
と
を
明
言
し
て
い
る

れ
て
い
る
（
怯
酉
今

年
〉
】
四
四
一
頁
）
。

田
島
・
前
掲
・
民
法
総
則
も
同
旨
。

他
に
も
、
法
文
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
学
税
上
、
祭
祀
主
宰
者
の
指
定
（
八
九
七
条

保
険
金
受
取
人
の
指
定
・
変
更
（
商
法
六
七
五
条
）
を
も
遺
言
事
項
と
認
め
る
見
解
が
あ
る
。

あ
る
意
思
表
示
に
限
る
学
説
と
し
て
、
例
え
ば
、
勝
本
正
晃
・
新
民
法
総
則
（
弘
文
堂
・
一

法
要
義
（
第
一
巻
総
論
）
（
帝
国
判
例
法
規
出
版
社
・
一
九
四
九
年
［
昭
和
二
四
年
］
）
一
六

．
［
昭
和
一
一
六
年
］
）
一
九
一
頁
、
柚
木
馨
・
判
例
民
法
総
論
・
下
巻
（
有
斐
閣
・
’
九
五
一
一

て
う
し
て
、
宗
宮
博
士
は
、
「
民
法
第
九
一
一
一
條
本
文
は
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
の
場
合
に
限
ら

噛
挺
し
、
昨
回
薗
一
」
図
書
Ｈ
と
乍
戊
す
る
掛
合
に
も
適
用
せ
ら
れ
、
斌
意
で
な
い
こ
と
が
一
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ａ
）
我
妻
栄
・
改
訂
・
民
法
大
意
・
下
巻
（
岩
波
書
店
・
’
九
五
三
年
［
昭
和
二
八
年
］
）
四
三
七
頁
。
も
っ
と
も
、
我
妻
博
士
は
、
「
相
績
編
の
規
定
に
は
、

財
産
法
的
色
彩
が
甚
し
く
濃
厚
で
あ
る
。
家
督
相
綱
は
戸
主
橘
と
い
う
身
分
上
の
地
位
の
承
纏
だ
か
ら
、
身
分
法
的
色
彩
が
強
い
が
、
そ
れ
が
鰻
止
さ
れ
た
今

日
で
は
、
相
綱
の
効
果
は
、
財
産
の
承
繼
だ
け
で
あ
る
。
遺
言
は
、
身
分
法
的
な
行
爲
を
内
容
と
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
寅
際
上
重
要
な
作
用
を
す
る
の
は
遮

脳
で
あ
る
。
そ
し
て
、
迫
鬮
は
、
個
人
の
意
思
に
基
づ
く
財
産
慮
分
の
自
由
と
し
て
、
契
約
自
由
の
原
則
と
と
も
に
、
近
代
法
に
よ
っ
て
そ
の
自
由
（
遺
言
の

自
由
）
が
強
く
主
張
さ
れ
、
遺
留
分
制
度
に
よ
っ
て
法
定
の
相
綱
と
の
調
整
を
は
か
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
相
綱
網
の
規
定
、
こ
と
に
遺
言
の
規
定

に
は
、
財
産
編
の
規
定
と
封
比
し
て
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
多
い
」
、
と
指
摘
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
（
岡
・
改

訂
・
民
法
大
意
・
上
巻
［
岩
波
脅
店
二
九
五
一
一
年
〈
昭
和
二
七
年
〉
］
一
八
頁
）
・

壷
）
中
川
善
之
助
・
民
法
大
要
・
上
巻
・
総
則
・
物
権
法
（
勁
草
書
房
・
一
九
五
五
年
〔
昭
和
三
○
年
］
）
九
’
一
○
頁
。

（
率
）
中
川
善
之
助
・
民
法
大
要
・
親
族
法
・
相
続
法
〈
二
版
〉
〈
勁
箪
轡
房
二
九
五
二
年
［
昭
和
二
七
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
五
・
年
［
昭
和
二
五
年
］
）
二

八
五
’
一
一
八
六
頁
、
〈
全
訂
版
〉
（
’
九
五
四
年
［
昭
和
二
九
年
］
）
一
一
八
二
’
一
一
八
三
頁
、
東
北
大
学
民
法
研
究
会
・
註
解
相
続
法
（
法
文
社
．
一
九
五
一
年

［
昭
和
一
一
六
年
］
）
四
一
八
頁
（
当
該
の
執
簸
担
当
者
は
小
山
〉
。
ま
た
、
時
期
的
に
は
異
な
る
が
、
中
川
善
之
助
・
民
法
大
要
・
親
族
法
・
相
続
法
〈
訂
正
増

補
版
〉
（
勁
草
轡
房
・
一
九
六
一
一
一
年
［
昭
和
三
八
年
］
二
九
○
’
二
九
一
頁
、
〈
新
版
〉
〈
一
九
七
五
年
［
昭
和
五
○
年
］
）
二
七
一
一
’
二
七
三
頁
、
同
．
相
続
法

〈
初
版
〉
（
有
斐
閣
・
一
九
六
四
年
［
昭
和
三
九
年
］
）
一
一
一
六
三
頁
も
同
旨
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
中
川
（
善
）
博
士
は
、
「
財
産
行
為
」
上
の
事
項
を
内
容
と
す

る
週
一
言
に
つ
い
て
、
「
た
だ
心
裡
留
保
と
か
錯
誤
と
か
い
っ
て
も
（
九
四
條
の
虚
偽
表
示
に
閲
す
る
規
定
は
、
相
手
方
の
な
い
軍
翻
行
爲
で
あ
る
過
－
百
に
は
適

用
な
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）
、
遺
菖
者
の
興
意
を
、
そ
の
死
亡
後
に
立
證
す
る
と
い
う
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
た
め
、
適
用
さ
れ
る
寳
際
の
場
合

は
多
く
た
い
と
思
わ
れ
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
（
同
．
前
掲
・
民
法
大
要
・
親
族
法
・
相
続
法
二
八
六
頁
）
。

な
お
、
こ
の
時
期
、
松
坂
博
士
は
、
遺
言
を
身
分
法
的
な
も
の
と
財
産
法
的
な
も
の
と
に
分
け
、
「
死
亡
の
危
急
に
迫
っ
た
者
の
遺
言
に
つ
い
て
確
認
を
有

效
要
件
と
し
た
こ
と
か
ら
み
て
、
腫
意
に
あ
ら
ざ
る
遺
言
は
無
效
」
（
同
。
新
し
い
民
法
ｌ
身
分
法
Ｉ
（
高
須
書
房
・
’
九
四
八
年
［
昭
和
一
一
三
年
）
一

一六頁）、と解していたことがある（本章本節圓註（７）および本章本節□註（９）参照）。’五一
週
蝋
と
心
裡
留
保
（
｜
）
（
村
田
）

六
六
頁
）
。

（
同
・
改
訂
・
民
法
総
鎗
［
有
斐
閣
・
’
九
四
九
年
〈
昭
和
二
四
年
〉
］
一
一
一
一
五
頁
、
同
．
新
訂
・
民
法
総
論
［
有
斐
閣
・
一
九
五
五
年
〈
昭
和
三
○
年
〉
］
一

四
一
一
一
頁
）
。
な
お
、
永
田
博
士
は
、
「
心
裡
留
保
及
び
虚
偶
表
示
に
因
る
無
效
の
規
定
（
九
一
一
一
燦
九
四
峰
）
は
、
過
言
に
適
用
さ
れ
な
い
」
、
と
解
し
つ
つ
も

（
同
・
新
民
法
要
義
（
第
五
巻
相
続
法
）
（
帝
国
判
例
法
規
出
版
社
・
一
九
五
○
年
［
昭
和
二
五
年
］
一
一
六
二
頁
）
、
「
週
一
言
の
如
く
表
示
上
の
效
果
意
思
を
確
定

す
る
た
め
の
資
料
が
比
較
的
魔
汎
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
殆
ん
ど
心
裡
留
保
の
成
立
す
る
餘
地
は
な
い
」
、
と
述
べ
て
い
る
（
同
．
前
掲
・
新
民
法
要
義
一
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こ
の
時
期
に
入
る
と
、
旧
法
下
に
お
い
て
通
説
的
地
位
を
占
め
た
中
川
（
善
）
博
士
の
旧
説
ｌ
親
族
編
と
相
続
編
と
を
合
わ
せ
て

「
身
分
法
」
な
い
し
「
家
族
法
」
と
総
称
し
て
「
財
産
法
」
に
対
す
る
「
身
分
法
」
な
い
し
「
家
族
法
」
の
独
自
性
を
強
調
す
る
学
説

ｌ
に
代
わ
り
、
新
法
に
適
合
す
べ
き
新
た
旗
家
族
法
学
説
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
液
わ
ち
、
ま
ず
、
山
中
博
士
は
、
親
族
・

相
続
両
編
を
「
純
粋
に
親
族
的
身
分
共
同
生
活
に
か
ん
す
る
部
分
」
と
「
そ
れ
に
付
随
し
て
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
、
と
く
に
財

産
法
的
部
分
」
と
に
分
け
、
前
者
に
対
す
る
総
則
編
の
適
用
可
能
性
を
否
定
す
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
総
則
編
そ
の
他
の
財
産

（
１
）
 

法
の
論
理
に
従
っ
て
規
律
す
べ
き
だ
、
と
主
張
す
る
。
次
に
、
川
島
博
士
は
、
「
近
代
社
會
の
家
族
・
親
族
關
係
は
純
粋
に
私
法
的
な
市

（
２
）
 

民
的
な
關
係
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
親
族
關
係
を
構
成
す
る
も
の
は
、
『
植
利
・
義
務
」
と
い
う
特
殊
Ⅱ
法
的
な
範
畷
で
あ
る
」
、

と
し
て
、
市
民
法
的
な
家
族
関
係
を
個
人
対
個
人
の
権
利
義
務
関
係
と
し
て
構
成
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
新
法
下
の
「
家
族
法
は
も
は
や

（
３
）
 

身
分
法
と
よ
ば
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
、
と
主
張
す
る
。
更
に
、
沼
教
授
は
、
親
族
法
を
そ
の
中
核
た
る
「
私
的
保
護
法
」
と
「
親
族
的

身
分
関
係
法
」
と
の
複
合
法
と
し
て
財
産
法
に
対
立
し
た
も
の
と
す
る
が
、
相
続
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
財
産
法
原
理
と
親
族
法
原
理

、
、

と
が
交
錯
し
て
支
配
す
る
も
の
と
し
て
位
題
付
け
、
し
か
も
、
「
人
の
死
亡
を
契
機
と
し
て
実
現
を
期
す
る
法
律
行
為
と
財
産
の
帰
属
関

係
が
、
こ
の
法
域
に
お
け
る
規
律
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
生
前
相
互
間
な
い
し
は
生
者
が
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て

死
者
の
側
に
働
き
か
け
る
関
係
を
規
律
す
る
場
た
る
財
産
法
及
び
親
族
法
に
お
け
る
と
異
る
色
調
に
彩
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
」
（
傍
点
は

（
４
）
 

原
文
）
、
と
考
え
る
。
更
に
ま
た
、
鈴
木
（
禄
）
教
授
は
、
ま
ず
、
右
の
中
川
（
善
）
博
士
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
比
較
法
的
に
見
て

日
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、
親
族
・
相
続
法
が
そ
の
起
草
の
段
階
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

曰
第
三
期
現
在
二
九
五
○
年
代
前
半
［
昭
和
二
○
年
代
後
半
］
頃
か
ら
現
在
ま
で
）

法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号
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法
を
直
接
に
継
受
し
た
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
家
制
度
を
基
調
と
な
す
旧
法
下
の
親
族
法
・
相
続
法
に
近
代
性
を
も
た
せ
る
た
め
に
、

身
分
法
を
財
産
法
と
は
異
な
っ
た
解
釈
原
理
に
基
づ
か
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
第
三
に
、
旧
法
下
の
家
督
相
続
は
少
な
く
と
も
建
前

上
で
は
家
長
た
る
戸
主
の
地
位
の
承
継
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
ら
、
相
続
法
が
身
分
法
の
一
部
を
な
し
て
い
た
こ
と
に
も
十
分

な
客
観
的
な
理
由
が
存
し
た
こ
と
、
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
同
教
授
は
更
に
、
民
法
総
則
編
の
通
則
性
を
否
定
す
る
従
来
の
通
説

に
対
し
て
、
こ
の
考
え
は
、
親
族
編
に
対
し
て
は
今
日
で
も
な
お
妥
当
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
相
続
編
に
対
し
て
は
、
「
原
則
と
し
て
、

財
産
法
の
思
考
方
法
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
相
続
法
に
お
け
る
諸
問
題
は
、
民
法
前
三
編
の
諸
理
論
の
応
用
問

（一①）

題
で
あ
る
こ
と
が
多
い
」
、
と
し
、
そ
の
上
で
、
遺
贈
は
そ
の
要
件
・
効
果
に
お
い
て
財
産
法
的
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
新
学
説
は
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
の
効
力
い
か
ん
の
問
題
に
直
接
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
右
の
諸
学
説

（
６
）
 

の
出
現
以
後
、
総
則
編
の
通
則
性
を
全
面
的
に
否
定
す
る
学
説
は
次
第
に
一
般
に
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
し
て
、
学

説
の
か
か
る
一
般
的
趨
勢
の
中
で
次
の
よ
う
な
学
説
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。

①
九
三
条
本
文
適
用
説
（
有
効
説
）

ま
ず
、
総
則
編
の
通
則
性
を
な
お
制
限
し
つ
つ
も
、
遺
贈
に
対
し
て
九
三
条
を
適
用
し
、
し
か
も
、
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
に
対
し

て
は
同
条
但
書
を
適
用
す
る
余
地
が
な
い
と
し
て
、
結
果
的
に
は
旧
通
説
に
お
け
る
と
同
じ
く
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
を
有
効
視
す
る
学

説
が
登
場
し
、
そ
う
し
て
、
こ
の
立
場
は
こ
の
時
期
の
多
数
説
と
な
っ
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
学
説
中
に
は
総
則
編
の
通
則
性
を
制
限
す

る
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
二
つ
の
異
な
る
類
型
の
学
説
が
あ
る
。

ｕ
松
坂
、
有
泉
、
泉
、
石
川
（
利
）
等
説

こ
の
立
場
は
、
前
期
の
後
半
（
新
法
下
）
に
登
場
し
た
中
川
（
善
）
新
説
に
従
っ
て
、
遺
言
を
「
財
産
行
為
」
上
の
事
項
を
内
容
と
す

遺
贈
と
心
裡
留
保
〈
二
（
村
田
）

一
五
三
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五
四

る
場
ム
ロ
と
「
身
分
行
為
」
上
の
そ
れ
と
に
区
別
し
、
前
者
に
対
し
て
は
総
則
編
の
通
則
性
を
原
則
的
に
肯
定
す
る
が
、
後
者
に
対
し
て
は

（
７
）
 

総
則
編
の
通
則
性
を
否
定
し
て
「
身
分
行
為
」
に
お
け
る
「
意
思
主
義
」
の
原
則
に
従
っ
て
こ
れ
を
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
は
、
「
財
産
行
為
」
上
の
事
項
を
内
容
と
す
る
遺
言
と
し
て
総
則
編
中
の
九
三

条
が
適
用
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
れ
が
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
で
あ
る
と
の
理
由
で
も
っ
て
同
条
但
書
の
適
用
を
排
除
さ
れ
る
か
ら
、
同

条
本
文
に
よ
り
有
効
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

②
青
山
、
金
山
、
島
津
、
中
川
（
高
）
等
説

こ
れ
は
、
総
則
編
の
通
則
性
に
関
す
る
前
述
の
山
中
説
に
お
け
る
と
同
じ
く
「
身
分
法
」
な
い
し
「
家
族
法
」
を
主
と
し
て
親
族
法
の

意
味
に
解
し
た
上
で
、
か
か
る
意
味
で
の
「
身
分
法
」
な
い
し
「
家
族
法
」
に
対
す
る
総
則
編
の
通
則
性
そ
の
も
の
は
否
定
、
し
た
が
っ

て
、
遺
言
に
対
し
て
は
総
則
編
の
通
則
性
を
原
則
的
に
肯
定
す
る
が
、
し
か
し
、
お
よ
そ
遺
言
が
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
で
あ
る
こ
と

（
８
）
 

を
理
由
と
し
て
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
一
一
言
を
九
一
一
一
条
本
文
に
従
っ
て
有
効
視
す
る
も
の
で
あ
る
。

②
九
三
条
但
書
適
用
な
い
し
類
推
適
用
説
（
｜
部
有
効
・
一
部
無
効
説
）

次
に
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
○
年
）
を
過
ぎ
る
と
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
に
つ
き
そ
れ
が
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
で
あ
る
と
の

理
由
で
も
っ
て
九
三
条
但
書
の
適
用
の
余
地
を
否
定
し
て
同
条
本
文
に
よ
り
こ
れ
を
常
に
有
効
視
す
る
旧
通
説
や
こ
の
時
期
の
多
数
説
た

る
前
述
口
の
九
三
条
本
文
適
用
説
に
反
対
し
て
、
総
則
編
の
通
則
性
を
原
則
と
し
て
肯
定
し
た
上
で
、
遺
贈
や
懸
賞
広
告
の
ご
と
く
特
定

人
が
具
体
的
な
権
利
義
務
を
取
得
す
べ
き
場
合
に
は
こ
れ
に
対
し
て
九
一
一
一
条
但
書
の
適
用
（
米
倉
な
ど
）
な
い
し
類
推
適
用
（
今
泉
、
幾

（
９
）
 

代
な
ど
）
を
肯
定
す
る
学
説
が
再
び
登
場
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
は
、

受
適
者
の
ご
と
く
利
害
関
係
人
が
心
裡
留
保
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
善
意
・
無
過
失
で
あ
れ
ば
九
三
条
本
文
に
よ
り
有
効
、
反
対
に
悪
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ま
ず
、
高
野
教
授
は
、
「
遺
言
制
度
は
、
遺
言
者
の
意
思
表
示
に
法
律
効
果
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
意
思
表
示
一
般
に

つ
い
て
は
、
民
法
総
則
の
適
用
が
基
本
的
に
は
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
意
思
表
示
が
相
手
方
な
き
単
独
行
為
で
あ
る
と
い
う
性
質
を

有
す
る
法
律
行
為
で
あ
る
こ
と
と
、
遺
言
に
は
身
分
関
係
の
発
生
を
内
容
と
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
遺
言
は
遺
言
者
の
死
亡
後

そ
の
効
力
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
民
法
総
則
全
体
が
常
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
、
と
し
て
、
遺
言
に
対
す
る
総

則
編
の
原
則
的
適
用
可
能
性
を
肯
定
し
つ
つ
も
辿
言
の
特
殊
性
に
考
慮
を
払
う
べ
き
だ
、
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
身
分
行
為
」
を

内
容
と
す
る
遺
言
に
つ
い
て
は
、
民
法
九
○
条
以
下
の
規
定
は
適
用
さ
れ
ず
、
「
身
分
行
為
」
上
の
原
則
の
適
用
を
受
け
る
か
ら
、
お
よ

そ
「
遺
言
者
に
遺
言
の
意
思
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
遺
言
は
無
効
」
、
と
解
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
遺
贈
や
寄
附
行
為
の
ご
と
く

「
財
産
行
為
」
を
内
容
と
す
る
遺
言
に
つ
い
て
は
、
民
法
総
則
の
適
用
が
一
応
肯
定
は
さ
れ
る
も
の
の
、
し
か
し
、
「
九
三
条
．
九
四
条
は

（
川
）

遺
言
制
度
の
趣
旨
、
遺
言
の
法
律
行
為
と
し
て
の
性
質
上
、
適
用
さ
れ
な
い
」
、
と
解
す
る
の
で
、
結
局
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
は
す

べ
て
無
効
、
と
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
恐
ら
く
帰
着
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

〆
Ⅱ
Ⅱ
』
・
胡
・
‐
』
ｊ
ｐ
』
刮
・
・
Ｐ
二
ｑ
→
■
字
・
■
■
ｐ
〃
『
】
二
曲
田
〆
０
－
打
印
イ
ク
Ⅱ
】
口
々
Ⅵ
夕
】
『
■
ｎ
面
、

そ
う
し
て
更
に
、
ょ
・
り
最
近
で
は
、
同
じ
く
総
則
編
の
原
則
的
通
則
性
を
肯
定
し
つ
つ
●
も
、
過
言
そ
の
心
も
の
の
特
殊
性
に
着
目
し
て
過

（
叩
〉

一
一
一
一
コ
に
つ
い
て
九
一
一
一
条
の
適
用
を
否
定
す
る
学
説
が
少
数
な
が
ら
登
場
し
て
い
る
。

意
・
有
過
失
で
あ
れ
ば
同
条
但
書
の
適
用
な
い
し
類
推
適
用
に
よ
り
無
効
、
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
立
場
は
、
少

数
な
が
ら
も
現
在
に
お
け
る
有
力
説
を
な
し
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(２ 

仙
高
野
説

③
九
三
条
非
適
用
説
（
無
効
説
）

須
永
、
磯
村
（
保
）
説

遮
鯛
と
心
裡
留
保
（
二
）
（
村
田
）

一
五
五
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五
六

次
に
、
須
永
教
授
は
、
総
則
編
の
理
論
体
系
上
の
通
則
性
を
自
明
視
し
つ
つ
も
、
「
過
言
の
拘
束
力
の
根
拠
は
遺
言
者
最
終
の
意
思
そ

の
も
の
に
あ
っ
て
当
該
の
遺
言
に
対
す
る
利
害
関
係
人
の
信
頼
に
あ
る
の
で
は
な
い
」
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
遺
言
に
対
し
て
九
三
条
の

（
胆
）

適
用
を
否
定
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
そ
う
し
て
、
磯
村
（
保
）
教
授
も
ま
た
、
「
心
裡
留
保
に
よ
る
過
一
言
も
有
効
と
す
る
説
に
は
強
い

（
旧
）

疑
問
を
禁
じ
え
な
い
」
、
と
す
る
立
場
か
ら
、
「
遺
言
者
は
遺
言
を
自
由
に
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
（
一
○
二
二
条
）
、
そ
の
生
存
中
に
心

裡
留
保
に
よ
る
無
効
を
主
張
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
、
遺
言
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
べ
き
者
が
そ
の
利
益
の
取
得
を
期
待
し
た
と
し

て
も
、
こ
れ
は
事
実
上
の
も
の
で
あ
り
、
法
的
保
誕
に
値
し
な
い
」
、
と
述
べ
た
上
、
「
私
見
は
、
遺
言
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
遺
言
者
の
真

意
こ
そ
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
受
適
者
が
現
実
に
遺
贈
さ
れ
た
財
産
を
取
得
し
た
後
に
お
い
て
も
、
心
裡
留
保
で

あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
通
言
は
無
効
で
あ
り
、
受
適
者
は
不
当
利
得
返
還
義
務
を
負
う
と
解
す
る
」
、
と
主
張
し
て
、
無

（
川
）

効
説
た
こ
展
開
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
学
説
の
右
の
よ
う
な
一
般
的
状
況
の
中
に
あ
っ
て
次
の
よ
う
な
学
説
も
ま
た
登
場
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
加
藤
（
永
）
教
授
の
ご
と
き
は
、
遺
言
の
特
殊
性
に
言
及
し
て
、
第
一
に
、
遺
言
者
が
い
つ
で
も
こ
れ
を
撤
回
で
き
る
こ
と
、
第
二

に
、
そ
れ
が
要
式
行
為
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
遺
言
は
幾
つ
か
の
独
立
し
た
意
思
表
示
を
同
時
に
包
括
で
き
る
こ
と
、
を
挙
げ
、
遺
言

（
応
）

の
こ
れ
ら
の
特
殊
性
か
ら
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
を
考
え
る
べ
き
だ
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
か
か
る
指
摘
が
な
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
は
、
総
則
編
の
通
則
性
が
多
か
れ
少
な
か
れ
肯
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
総
則
編
中
の
意
思
表
示
規
定
と
遺
言
と
の

関
係
が
殊
更
に
問
題
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
の
問
題
意
識
か
ら
は
特
に
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
１
）
山
中
康
雄
・
市
民
社
会
と
親
族
身
分
法
百
本
評
議
社
・
’
九
四
九
年
［
昭
和
二
四
年
］
）
一
○
頁
以
下
。
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（
５
）
鈴
木
禄
弥
・
相
続
法
講
義
（
有
斐
閣
・
一
九
六
八
年
［
昭
和
四
三
年
］
）
一
一
一
一
一
頁
以
下
。
同
．
相
続
法
識
義
（
飢
文
社
・
一
九
八
六
年
［
昭
和
六
一

年
］
一
一
九
一
一
一
頁
以
下
も
同
旨
。

（
６
）
本
稿
の
テ
ー
マ
に
直
接
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
総
則
編
の
通
則
性
を
全
面
的
に
否
定
す
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
．
こ
の
時
期
の
論
文
と
し
て
、

本
文
で
採
り
上
げ
ら
れ
た
諸
学
娩
の
後
に
も
、
例
え
ば
、
「
身
分
行
為
」
に
対
し
て
も
九
○
条
を
適
用
す
べ
き
だ
と
な
す
背
山
道
夫
「
身
分
行
為
と
民
法
第
九

十
条
ｌ
判
例
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
法
政
研
究
二
一
一
巻
二
’
四
合
併
号
三
八
三
頁
以
下
（
一
九
五
五
年
［
昭
和
三
・
年
］
ｌ
同
・
綴
近
代
家
族
法
の
研
究

［
有
斐
閣
・
一
九
五
八
年
〈
昭
和
一
一
一
三
年
〉
］
一
一
三
頁
以
下
所
収
）
、
相
続
法
上
の
事
項
に
関
す
る
遺
言
に
対
し
て
九
○
条
お
よ
び
九
五
条
の
適
用
が
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
公
序
良
俗
違
反
お
よ
び
錯
誤
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
を
問
題
に
す
る
泉
久
雄
「
迫
一
章
□
の
無
効
」
家
庭
裁
判
月
報
三
○
巻
一
○
号
一
頁
以

下
（
一
九
七
八
年
［
昭
和
五
一
一
一
年
］
ｌ
同
・
家
族
法
論
集
［
有
斐
關
一
九
八
九
年
〈
平
成
元
年
〉
〉
一
一
六
一
頁
以
下
所
収
）
、
な
ど
が
あ
る
。

（
７
）
松
坂
佐
一
・
民
法
提
要
・
親
族
法
。
相
続
法
〈
有
斐
閣
・
’
九
六
二
年
〈
昭
和
三
七
年
］
）
一
五
頁
・
二
○
七
’
一
一
○
八
頁
、
〈
新
版
〉
（
一
九
七
五
年
［
昭

和
五
○
年
］
）
一
五
頁
・
一
一
八
一
頁
、
〈
一
一
一
版
〉
（
一
九
八
一
年
［
昭
和
五
六
年
］
）
’
五
頁
・
一
一
九
五
頁
、
有
泉
亨
・
親
族
法
・
相
続
法
〈
新
版
〉
（
弘
文
堂
・

’
九
七
一
年
［
昭
和
四
六
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
五
四
年
［
昭
和
二
九
年
］
）
’
一
一
頁
以
下
・
二
二
五
頁
、
我
妻
栄
Ⅱ
有
泉
亨
・
民
法
Ⅲ
親
族
法
・
相
続
法
〈
二
版

三
三
刷
〉
（
｜
粒
社
・
一
九
七
六
年
［
昭
和
五
一
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
五
六
年
［
昭
和
三
一
年
］
）
一
四
頁
以
下
四
一
九
頁
中
川
善
之
助
Ⅲ
泉
久
雄
・
相

続
法
〈
新
版
〉
（
有
斐
閣
・
一
九
七
四
年
［
昭
和
四
九
年
］
）
四
八
六
’
四
八
七
頁
、
同
・
前
掲
・
相
続
法
〈
一
一
一
版
〉
五
一
一
○
’
五
一
一
一
頁
、
泉
久
雄
他
・
民
法

遺
贈
と
心
裡
留
保
（
｜
三
村
田
）

一
五
七

（
３
）
川
島
・
前
掲
・
民
法
〈
三
）
三
○
頁
。

（
４
）
沼
正
也
「
親
族
法
の
体
系
㈲
ｌ
民
法
に
お
け
る
親
族
法
の
地
位
ｌ
」
法
学
新
報
六
一
巻
一
○
号
一
頁
以
下
、
特
に
三
五
頁
二
九
五
四
年
［
昭
和
二

九
年
］
ｌ
同
・
親
族
法
の
総
論
的
構
造
［
一
一
一
和
書
房
・
’
九
五
五
年
〈
昭
和
三
・
年
〉
］
一
頁
以
下
所
収
）
。
な
お
、
沼
教
授
は
、
「
心
裡
留
保
虚
偽
表
示

の
規
定
（
九
三
条
・
九
四
条
）
は
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
を
念
頭
に
お
い
て
規
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
遺
言
者
が
あ
ら
か
じ
め
受
適
者
と
通
謀
し
た
う
え

で
遺
言
轡
を
轡
く
と
い
う
よ
う
な
場
合
も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
過
言
が
相
手
方
な
き
単
独
行
為
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
そ
の
適
用
な
し
と
断
ず
べ
き

で
な
い
」
、
と
述
べ
て
い
る
（
同
与
え
る
強
制
と
奪
う
強
制
〈
新
版
塒
訂
二
刷
〉
［
三
和
齊
房
・
一
九
八
一
一
年
〈
昭
和
五
七
年
〉
ｌ
初
版
は
一
九
七
三
年
〈
昭

和
四
八
年
〉
、
初
出
は
同
・
理
論
相
続
法
学
［
中
央
大
学
通
信
教
育
部
・
一
九
七
一
一
年
〈
昭
和
四
七
年
〉
’
四
八
頁
］
・
同
・
家
族
法
の
基
本
樹
造
［
’
一
一
和
書

房
．
一
九
八
四
年
〈
昭
和
五
九
年
〉
ｌ
初
出
は
同
「
遺
言
制
度
の
論
評
」
民
法
基
本
問
題
一
五
・
識
Ⅲ
親
族
相
続
［
一
九
八
一
年
〈
昭
和
四
六
年
〉
］
一
二
一
一
一

（
２
）
川
島
武
宜
・
民
法

和
一
一
六
年
］
）
三
二
頁
。

房
・
’
九
八
四
年
余

一
頁
以
下
を
も
参
照
。

（
三
一
１
人
・
親
族
・
相
続
・
法
人
ｌ
〈
改
訂
増
補
版
〉
（
有
斐
閣
二
九
五
五
年
［
昭
和
三
○
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
五
一
年
［
昭
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法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
五
八

識
蕊
８
相
続
（
有
斐
閣
・
一
九
七
八
年
［
昭
和
五
三
年
］
）
一
一
一
一
一
一
一
頁
（
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
が
泉
）
、
石
川
利
夫
・
家
族
法
識
義
［
下
］
相
続
法
〈
改
訂

一
一
版
〉
（
評
論
社
・
’
九
八
一
年
［
昭
和
五
六
年
］
）
一
一
八
八
頁
。
そ
の
他
に
も
、
例
え
ば
、
中
川
普
之
助
編
・
注
釈
民
法
閥
〈
六
刷
〉
〈
有
斐
閣
・
’
九
八
○

年
［
昭
和
五
五
年
］
’
一
刷
は
一
九
七
三
年
［
昭
和
四
八
年
］
）
一
一
九
七
１
二
九
八
頁
、
〈
新
版
〉
注
釈
民
法
㈱
相
続
③
（
一
九
八
八
年
［
昭
和
六
三
年
］
）
三

六
一
一
一
’
一
一
一
六
五
頁
（
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
は
い
ず
れ
も
山
本
［
正
］
）
、
小
野
幸
二
編
・
民
法
シ
リ
ー
ズ
回
・
親
族
法
・
相
続
法
〈
八
千
代
出
版
株
式
会

社
・
’
九
七
九
年
［
昭
和
五
四
年
］
）
四
六
七
頁
（
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
は
尾
中
〉
ｌ
な
お
、
小
野
幸
二
編
・
民
法
シ
リ
ー
ズ
回
・
親
族
法
・
相
続
法
・

一
九
七
九
年
［
昭
和
六
一
一
一
年
］
四
八
一
頁
で
は
旧
通
説
の
立
場
（
当
該
箇
所
の
執
遜
担
当
者
は
石
田
［
雅
］
）
、
青
木
博
・
家
族
法
要
論
（
文
化
瞥
房
博
文
社
・

’
九
八
五
年
［
昭
和
六
○
年
］
）
一
五
頁
、
一
一
九
八
頁
、
久
保
木
康
燗
・
最
新
家
族
法
（
芦
曾
房
・
’
九
八
六
年
［
昭
和
六
一
年
］
）
一
一
一
一
一
一
一
頁
、
林
良
平
・
右

近
健
男
・
山
口
純
夫
縄
・
親
族
・
相
続
法
（
宵
林
轡
院
．
一
九
八
七
年
［
昭
和
六
二
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
八
一
年
［
昭
和
五
六
年
］
）
一
一
一
○
三
頁
（
当
核
箇
所

の
執
箪
担
当
者
は
千
藤
）
、
村
井
衡
平
・
親
族
・
相
続
法
〈
改
訂
版
〉
〈
晃
平
轡
房
・
’
九
八
八
年
［
昭
和
六
三
年
］
）
一
貫
・
二
三
八
’
一
一
三
九
頁
、
塙
隅
子
・

家
族
法
（
嵯
峨
野
轡
院
・
’
九
八
九
年
［
平
成
元
年
］
）
一
一
八
四
’
一
一
八
五
頁
。
な
お
、
篠
塚
昭
次
・
高
木
多
魯
男
編
・
鱗
義
親
族
法
・
相
続
法
（
宵
林
番
院

新
社
・
一
九
八
一
年
［
昭
和
五
六
年
］
）
二
六
四
頁
〈
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
は
山
口
［
純
］
）
、
遠
鰯
浩
・
水
本
浩
縄
・
民
法
（
９
）
相
続
く
一
一
一
版
〉
（
有
斐

關
一
九
八
九
年
［
平
成
元
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
七
一
年
［
昭
和
四
六
年
］
）
二
○
七
頁
〈
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
は
水
本
一
、
松
川
正
毅
「
遺
言
の
方
式
・

効
力
」
林
良
平
・
佐
藤
義
彦
編
・
民
法
Ⅲ
［
親
族
・
相
続
］
（
有
信
堂
・
一
九
八
九
年
［
平
成
元
年
］
）
一
一
五
六
頁
も
こ
の
立
場
か
。

（
８
）
脅
山
道
夫
・
身
分
法
概
論
（
法
律
文
化
社
・
’
九
五
一
年
［
昭
和
一
一
六
年
］
）
五
’
六
頁
・
三
四
九
頁
、
同
．
相
続
法
（
評
論
社
・
’
九
五
六
年
［
昭
和

三
一
年
］
）
一
一
一
五
頁
、
同
．
家
族
法
論
（
法
律
文
化
社
．
一
九
五
八
年
［
昭
和
三
三
年
］
）
五
’
六
頁
，
一
一
一
五
六
頁
、
同
・
改
訂
・
家
族
法
論
Ⅱ
（
法
律
文
化

社
・
’
九
七
一
年
［
昭
和
四
六
年
］
）
一
一
一
七
二
頁
、
金
山
正
信
・
家
族
法
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
轡
房
・
一
九
五
七
年
［
昭
和
一
一
一
二
年
］
）
七
頁
以
下
・
一
二
九
頁
、
島

津
一
郎
・
親
族
・
相
続
法
（
日
本
評
論
社
．
一
九
八
○
年
［
昭
和
五
五
年
］
）
一
二
頁
以
下
・
二
八
四
’
二
八
五
頁
、
中
川
高
男
・
親
族
・
相
続
法
縦
畿
（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
替
房
・
’
九
八
九
年
［
平
成
元
年
］
）
六
頁
・
四
一
一
一
頁
。
そ
の
他
に
も
、
例
え
ば
、
森
連
・
親
族
法
・
相
続
法
〈
新
版
〉
（
文
久
密
林
・
一
九
八
三

年
［
昭
和
五
八
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
七
九
年
［
昭
和
五
四
年
］
一
一
八
頁
以
下
・
二
二
八
’
’
一
二
九
頁
。
な
お
、
甲
斐
道
太
郎
他
縄
・
民
法
５
親
族
・
相
続

〈
二
版
〉
（
蒼
林
社
出
版
・
一
九
八
五
年
［
昭
和
六
○
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
八
一
年
［
昭
和
五
六
年
］
｝
一
一
一
七
九
頁
（
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
は
山
脇
）
も
こ

〈
二
版
〉
妻

の
立
場
か
。

（
９
）
過
言
』

》
）
過
言
に
対
し
て
九
一
一
一
条
但
書
を
直
接
適
用
す
べ
き
だ
と
な
す
学
説
と
し
て
、
薬
師
寺
志
光
・
日
本
民
法
総
論
新
講
〈
改
訂
四
剛
〉
（
明
玄
瞥
房
・
一
九
七

五
年
［
昭
和
五
○
年
］
’
一
刷
は
一
九
七
○
年
［
昭
和
四
五
年
］
一
四
四
五
頁
、
米
倉
明
「
民
法
講
義
ｌ
総
則
」
法
学
教
室
七
八
号
二
八
頁
二
九
八
七
年

［
昭
和
六
一
一
年
］
）
な
ど
・
他
方
、
九
一
一
一
条
但
轡
を
類
推
適
用
す
べ
き
と
な
す
学
説
と
し
て
、
今
泉
孝
太
郎
・
新
民
法
総
則
〈
改
訂
版
二
剛
〉
（
泉
文
堂
・
一
九
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（
、
）
な
お
、
本
文
で
紹
介
す
る
諸
学
説
以
外
に
も
、
例
え
ば
、
阿
部
（
微
）
教
授
は
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
問
題
に
言
及
し
て
、
「
遺
言
も
身
分

行
為
の
一
つ
な
の
で
、
意
思
の
欠
映
に
関
す
る
民
法
総
則
編
の
規
定
（
九
一
一
一
’
九
五
条
）
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
適
用
さ
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
、
心
裡
留
保

や
錯
誤
に
よ
る
遺
言
の
効
力
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
に
つ
い
て
は
特
別
の
規
定
も
な
く
、
解
釈
も
一
致
し
て
は
い
な
い
が
、
遺
言
に
お
け
る
真
意
尊
重
（
意
思

主
義
）
の
観
点
か
ら
み
て
、
真
意
に
即
し
て
い
な
い
過
言
は
す
べ
て
無
効
に
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
、
と
主
張
し
（
有
地
亨
他
・
民
法
⑤
親
族
・
相
続

〈
三
版
〉
〔
有
斐
閣
・
一
九
八
九
年
〈
平
成
元
年
〉
Ｉ
初
版
は
一
九
七
九
年
〈
昭
和
五
四
年
〉
］
一
一
七
四
頁
［
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
が
阿
部
〈
微
〉
］
・
泉
久

雄
・
阿
部
徹
・
民
法
識
義
ノ
ー
ト
、
親
族
・
相
続
〈
増
補
版
〉
［
有
斐
閣
・
’
九
八
九
年
〈
平
成
元
年
〉
Ｉ
初
版
は
一
九
八
一
一
年
〈
昭
和
五
七
年
〉
］
二
一
七

頁
［
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
た
る
阿
部
〈
徹
〉
も
同
旨
］
。
ま
た
、
阿
部
徹
「
遺
言
の
解
釈
と
要
式
性
の
調
和
」
加
藤
一
郎
・
米
倉
明
編
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
増

刊
・
民
法
の
争
点
［
有
斐
閣
・
’
九
七
八
年
〈
昭
和
五
三
年
〉
］
一
一
一
九
九
頁
、
〈
新
版
〉
民
法
の
争
点
Ｉ
［
一
九
八
五
年
〈
昭
和
六
○
年
〉
二
五
一
頁
参
照
］
）
、

そ
う
し
て
、
伊
藤
（
昌
）
教
授
も
ま
た
、
「
遺
言
は
、
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
で
あ
り
、
か
つ
表
意
者
の
死
後
に
効
力
を
生
ず
る
の
で
、
心
裡
留
保
・
虚
偽

表
示
の
規
定
は
否
定
す
べ
き
で
あ
る
。
意
思
主
義
の
原
則
に
忠
実
に
、
遺
言
者
の
真
意
で
な
い
な
ら
ば
、
無
効
と
さ
れ
て
よ
と
、
と
主
張
し
て
（
佐
藤
義

彦
．
伊
藤
昌
司
・
右
近
健
男
・
民
法
Ｖ
親
族
・
相
続
〈
図
刷
〉
［
有
斐
閣
・
’
九
八
九
年
〈
平
成
元
年
〉
ｌ
｜
刷
は
一
九
八
七
年
〈
昭
和
六
一
一
年
〉
］
’
八
五

頁
［
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
が
伊
藤
〈
昌
〉
］
）
、
と
も
に
過
言
の
特
殊
性
か
ら
真
意
欠
峡
を
理
由
と
し
て
端
的
に
遺
言
が
無
効
視
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
教
授
に
お
い
て
は
、
総
則
編
の
民
法
理
論
体
系
上
の
通
則
性
を
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
る
の
か
が
必
ず
し
も
十
分
に
明
ら
か
で
は

な
い
の
で
（
な
お
、
阿
部
［
徹
］
教
授
に
お
い
て
は
、
遺
言
に
対
し
て
、
九
○
条
．
九
一
条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
、
九
五
条
．
九
六
条
の
適
用
が
否
定
さ
れ
る

こ
と
、
ま
た
、
伊
藤
［
昌
］
教
授
に
お
い
て
は
、
九
五
条
ｌ
但
し
、
同
条
但
轡
は
適
用
さ
れ
な
い
’
九
六
条
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
右
の
そ
れ

ぞ
れ
の
前
掲
碑
か
ら
明
ら
か
だ
が
）
、
こ
こ
で
両
教
授
の
立
場
を
紹
介
す
る
に
止
め
る
こ
と
に
す
る
。
両
教
授
の
御
寛
容
を
お
願
い
す
る
。

（
ｕ
）
高
野
竹
三
郎
・
相
続
法
（
敬
文
堂
・
一
九
七
五
年
［
昭
和
五
○
年
］
）
一
一
一
七
六
頁
。
同
．
相
続
法
要
論
〈
四
刷
〉
〈
成
文
堂
・
’
九
八
七
年
［
昭
和
六
一
一

年
］
’
一
刷
は
一
九
七
一
一
年
［
昭
和
四
七
年
］
）
’
一
六
四
’
二
六
五
頁
、
田
中
実
山
本
進
一
縞
・
親
族
法
・
相
続
法
〈
改
訂
版
〉
（
法
学
暫
院
・
一
九
七
六

年
［
昭
和
五
一
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
七
二
年
［
昭
和
四
七
年
］
）
三
二
三
’
三
一
一
四
頁
（
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
が
高
野
）
も
同
文
。
な
お
、
高
野
教
授
は
、

「
遺
言
そ
れ
自
髄
は
、
た
と
え
形
式
的
に
は
身
分
法
上
の
行
爲
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
本
質
的
に
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
ま
し
て
財
産
法
上
の
行
爲
と
も

遮
贈
と
心
裡
留
保
（
｜
）
（
村
田
）

一
五
九

六
六
年
［
昭
和
四
一
年
］
’
一
刷
は
一
九
六
三
年
［
昭
和
三
八
年
］
）

五
九
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
六
九
年
［
昭
和
四
四
年
］
）
二
四
三
頁
・

権
法
〈
新
版
〉
（
有
斐
閣
・
一
九
八
六
年
［
昭
和
六
一
年
］
ｌ
翅

［
知
己
は
後
者
の
立
場
で
あ
ろ
う
か
。

」
ｌ
初
版
は
一
九
六
九
年
一

新
版
〉
（
有
斐
閣
二
九
八
一

は
後
者
の
立
場
で
あ
ろ
う
か
。

昭
和
三
八
年
］
）
二
七
四
頁
、
幾
代
通
・
民
法
総
則
〈
二
版
〉
（
青
林
番
院
新
社
・
’
九
八
四
年
［
昭
和

一
一
四
三
頁
，
一
一
四
五
頁
註
（
三
〉
な
ど
、
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
な
お
、
谷
口
知
平
他
・
民
法
総
則
・
物

一
年
］
ｌ
初
版
は
一
九
五
六
年
［
昭
和
三
一
年
］
）
一
三
○
頁
（
当
該
箇
所
の
執
簸
担
当
者
は
谷
口
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以
上
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
お
よ
び
そ
の
後
の
学
説
が
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
か
を

概
観
し
、
そ
う
し
て
、
学
説
の
変
遷
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
三
期
に
分
け
て
見
て
き
た
。
そ
こ
で
、
最
後
に
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
の
効

力
の
あ
り
方
に
対
す
る
日
本
法
上
の
学
説
を
効
力
の
有
無
と
い
う
視
点
か
ら
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
六
○

限
ら
な
い
。
本
質
的
に
は
、
遺
言
自
髄
は
い
ず
れ
と
も
い
え
な
い
、
い
わ
ば
無
色
の
法
律
行
爲
で
あ
り
、
無
色
の
容
器
で
あ
る
。
こ
の
容
器
に
盛
ら
れ
る
内
容

の
如
何
に
よ
っ
て
、
財
産
行
爲
的
な
遮
言
と
も
な
れ
ば
、
身
分
行
爲
的
な
過
言
と
も
な
る
。
こ
の
よ
う
な
鮎
に
お
い
て
、
遺
言
は
そ
の
法
律
行
爲
と
し
て
の
基

本
的
性
質
上
、
賢
貿
・
婚
姻
・
養
子
縁
組
な
ど
の
法
律
行
爲
と
異
る
特
色
を
も
っ
て
い
る
」
、
と
も
述
べ
て
い
る
〈
同
．
「
遺
言
の
解
釈
」
早
稲
田
法
学
二
九

巻
二
・
三
冊
二
九
九
頁
（
’
九
五
三
年
［
昭
和
二
八
年
］
）
。

危
）
須
永
・
前
掲
・
民
法
総
則
要
論
一
七
八
頁
。
な
お
、
須
永
教
授
は
、
「
総
則
編
の
規
定
が
家
族
法
に
対
し
て
全
面
的
に
適
用
さ
れ
る
余
地
な
し
と
な
す
こ

と
は
所
詮
一
つ
の
ド
グ
マ
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
、
と
述
べ
て
い
る
（
同
「
縁
組
意
思
の
存
否
」
加
藤
一
郎
・
太
田
武
男
編
・
別
冊
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
・

家
族
法
判
例
百
選
〈
第
三
版
〉
（
有
斐
閣
・
’
九
八
○
年
［
昭
和
五
五
年
］
）
一
一
三
頁
）
。

（
⑬
）
石
田
聾
久
夫
編
・
現
代
民
法
講
義
ｌ
・
民
法
総
則
〈
三
刷
〉
（
法
律
文
化
社
・
’
九
八
八
年
［
昭
和
六
三
年
］
’
一
刷
は
一
九
八
五
年
［
昭
和
六
○

年
］
）
二
一
九
頁
［
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
が
磯
村
〈
保
〉
］
）
。

一
Ｍ
一
顧
村
保
「
矛
盾
行
為
禁
止
の
原
則
に
つ
い
て
・
’
１
信
義
則
適
用
の
一
場
面
」
法
律
時
報
六
一
巻
二
号
九
二
頁
一
一
九
八
九
年
［
平
成
元
年
］
）
．
な
お
、

磯
村
（
保
）
教
授
は
、
本
文
の
よ
う
に
述
べ
た
後
で
、
「
か
り
に
九
三
条
の
適
用
を
一
応
認
め
る
と
し
て
も
、
心
裡
留
保
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
よ
う

な
受
適
者
に
過
言
の
有
効
性
を
主
張
せ
し
め
る
必
要
性
は
存
し
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
受
迫
者
側
の
信
頼
が
あ
っ
て
も
な
お
、
そ
れ

は
過
言
者
の
真
意
に
劣
後
す
る
と
解
す
る
か
、
も
し
く
は
現
実
に
有
効
性
を
信
頼
し
た
受
適
者
の
み
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
通
説
に
よ

れ
ば
、
受
適
者
側
の
信
頼
の
有
無
を
お
よ
そ
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
過
言
者
が
心
裡
留
保
に
よ
る
意
思
表
示
を
し
た
こ
と
自
体
の
効
果
と
し
て
遺
言
の
効
力

が
発
生
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
、
と
も
述
べ
て
い
る
（
同
・
前
掲
論
文
九
二
頁
）
。

（
応
）
加
藤
永
一
「
遺
言
の
効
力
」
家
族
法
大
系
Ⅶ
．
相
続
②
〈
有
斐
閣
・
一
九
六
○
年
［
昭
和
三
五
年
］
）
二
○
一
一
頁
。

第
三
節
要
約
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心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
を
常
に
有
効
視
す
る
立
場
で
、
日
本
民
法
典
の
起
草
者
お
よ
び
そ
の
考
え
方
を
継
承
し
た
旧
通
説
お
よ
び
第
二

次
世
界
大
戦
後
に
登
場
し
た
中
川
（
善
）
新
説
等
が
こ
の
立
場
を
採
り
、
現
在
に
お
け
る
多
数
説
で
も
あ
る
。
ま
ず
、
日
本
民
法
典
の
起

草
者
お
よ
び
旧
通
説
に
よ
れ
ば
、
総
則
編
の
通
則
性
、
そ
う
し
て
ま
た
、
遺
言
に
対
す
る
九
三
条
の
適
用
可
能
性
が
前
提
と
さ
れ
た
上
で
、

九
三
条
但
書
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手
方
」
と
は
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
お
け
る
そ
の
相
手
方
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
形
式
的
理
由
か
ら
、

遺
贈
を
含
む
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
が
一
般
的
に
九
三
条
但
書
の
適
用
を
否
定
さ
れ
て
同
条
本
文
に
よ
り
有
効
、
と
解
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
帰
結
の
実
質
的
理
由
と
し
て
、
不
特
定
の
者
を
対
象
と
す
る
意
思
表
示
を
心
裡
留
保
に
よ
り
な
し
た
者
を
保
護

す
る
必
要
性
が
存
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
中
川
（
善
）
新
説
お
よ
び
こ
れ
を
踏
襲
す
る
学
説
（
第
三
期
の

、
の
Ⅲ
）
に
よ
れ
ば
、
遺
言
は
「
財
産
法
」
的
な
事
項
を
内
容
と
な
す
遺
言
と
「
身
分
法
」
的
な
事
項
を
内
容
と
な
す
遺
言
と
に
分
け
ら

れ
、
前
者
に
つ
い
て
は
旧
通
説
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
総
則
編
の
通
則
性
が
否
定
さ
れ
て
「
身
分
法
」
に
お
け

る
「
意
思
主
義
」
の
原
則
に
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
遺
贈
は
前
者
に
位
置

付
け
ら
れ
る
か
ら
、
心
裡
留
保
に
よ
る
追
贈
は
旧
通
説
に
お
け
る
と
同
様
に
有
効
、
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
「
身
分
法
」
な

い
し
「
家
族
法
」
を
主
と
し
て
親
族
法
の
意
味
に
解
し
て
、
遺
言
に
対
す
る
総
則
編
の
原
則
的
通
則
性
を
肯
定
す
る
が
、
し
か
し
、
お
よ

そ
遺
言
が
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
を
九
三
条
本
文
に
従
っ
て
有
効
視
す
る
学
説

（
第
三
期
の
、
の
ｇ
も
登
場
し
て
い
る
。

曰
有
効
説

遺
蝋
と
心
裡
留
保
二
）
（
村
田
）

一
一
ハ
ー
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こ
れ
は
、
右
の
旧
通
説
と
同
じ
く
総
則
編
の
通
則
性
を
原
則
的
に
肯
定
し
つ
つ
も
、
九
三
条
但
書
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手
方
」
の
意
味
内

容
い
か
ん
を
問
題
と
し
て
旧
通
説
の
右
の
帰
結
を
い
ち
早
く
批
判
し
た
学
説
で
あ
っ
た
し
、
近
時
に
お
い
て
も
再
び
有
力
に
主
張
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
学
説
は
、
こ
れ
を
は
じ
め
て
唱
え
た
中
島
（
玉
）
博
士
に
よ
る
と
、
旧
通
説
の
ご
と
く
解
す
る
な

ら
、
例
え
ば
「
戯
二
遺
言
書
ヲ
作
り
受
適
者
相
績
人
等
皆
戯
ナ
ル
ヲ
知
ル
」
場
合
で
も
、
こ
れ
を
す
べ
て
有
効
と
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る

か
ら
、
同
条
但
書
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手
方
」
の
意
味
内
容
を
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
お
け
る
そ
の
相
手
方
に
限
定
せ
ず
に
「
他
人
」
す

な
わ
ち
広
く
利
害
関
係
人
と
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
り
、
心
裡
留
保
が
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
に
お
い
て
な
さ
れ
た
場
合
に
も
同
条
但
書

を
適
用
す
る
余
地
を
認
め
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
、
右
の
「
相
手
方
」
を
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
お
け
る
そ

の
相
手
方
と
一
応
は
解
し
つ
つ
、
し
か
し
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
に
対
し
て
も
同
条
但
轡
を
類
推
適
用
す
る
余
地
を
認
め
る
べ
き
だ
、

と
な
す
学
説
露
二
期
の
、
の
③
お
よ
び
第
三
期
の
回
）
も
現
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
心
裡
留
保
に
よ

る
遺
贈
は
、
心
裡
留
保
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
受
適
者
が
善
意
・
無
過
失
な
ら
同
条
本
文
に
よ
り
有
効
、
悪
意
・
有
過
失
な
ら
同
条
但
書

の
適
用
な
い
し
類
推
適
用
に
よ
り
こ
れ
を
無
効
、
と
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

な
お
Ｐ
そ
の
他
に
も
、
穂
積
（
重
）
博
士
は
、
真
意
欠
鋏
の
客
観
的
に
明
ら
か
な
遺
言
を
当
然
に
無
効
、
真
意
欠
映
の
客
観
的
に
明
ら

か
で
な
い
遺
言
に
つ
い
て
は
九
三
条
本
文
に
よ
り
こ
れ
を
有
効
、
と
解
し
て
い
た
。

ロ
無
効
説

□
一
部
有
効
・
一
部
無
効
説

法
学
志
林
第
八
十
七
巻
第
四
号

一
一
ハ
ー
ー
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こ
の
学
説
も
ま
た
旧
通
説
の
帰
結
を
批
判
す
る
の
だ
が
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
を
常
に
無
効
視
す
る
点
で
右
の
一
部
有
効
・
一
部
無

効
説
と
は
異
な
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
無
効
説
は
更
に
以
下
の
一
一
学
説
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
つ
は
、
「
身

分
法
」
に
対
す
る
総
則
編
の
通
則
性
を
否
定
し
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
「
身
分
行
為
」
に
お
け
る
「
意

思
主
義
」
の
原
則
に
従
っ
て
こ
れ
を
無
効
に
す
べ
き
だ
と
解
し
、
こ
の
こ
と
を
遺
贈
に
つ
い
て
も
全
く
同
様
に
解
す
る
立
場
で
あ
る
露

一
一
期
の
、
の
⑪
）
。
次
に
、
そ
の
一
一
つ
は
、
法
律
行
為
と
し
て
の
遺
言
の
特
殊
性
に
着
目
し
て
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
を
決
す
る
立

場
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
更
に
次
の
一
一
一
学
説
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
総
則
編
の
通
則
性
を
制
限
し
て
遺
言
を
「
財
産
行
為
」
上

の
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
と
「
身
分
行
為
」
上
の
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
と
に
分
け
、
前
者
に
つ
い
て
は
総
則
編
の
適
用
を
一
応
肯

定
す
る
が
、
し
か
し
、
遺
言
が
迫
言
者
の
真
意
を
尊
重
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
し
て
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
を

「
財
産
行
為
」
上
の
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
れ
「
身
分
行
為
」
上
の
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
れ
、
す
べ
て
無
効
視
す
る
立

場
が
あ
る
（
第
二
期
の
口
の
②
〉
。
次
に
、
総
則
編
の
通
則
性
を
原
則
的
に
肯
定
し
つ
つ
、
遺
言
を
「
財
産
行
為
」
上
の
事
項
を
内
容
と
す

る
も
の
と
「
身
分
行
為
」
上
の
そ
れ
と
に
分
け
る
が
、
し
か
し
、
過
贈
の
ご
と
く
「
財
産
行
為
」
上
の
事
項
を
内
容
と
す
る
遺
言
に
つ
い

て
も
遺
言
制
度
の
趣
旨
、
遺
言
の
法
律
行
為
と
し
て
の
性
質
か
ら
九
一
一
一
条
の
適
用
を
排
除
す
る
立
場
が
あ
る
（
第
三
期
の
固
の
⑩
）
・
最
後

に
、
同
じ
く
総
則
編
の
通
則
性
を
原
則
的
に
肯
定
し
つ
つ
も
、
遺
言
の
拘
束
力
の
根
拠
が
遺
言
者
の
「
真
意
」
な
い
し
最
終
意
思
に
あ
る

こ
と
を
理
由
と
し
て
遺
言
に
対
し
て
九
一
一
一
条
の
適
用
を
排
除
す
る
立
場
も
あ
る
（
第
三
期
の
回
の
②
）
。

追
贈
と
心
裡
留
保
二
）
（
村
田
）
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